
第山羊 「封短信11度の動揺」の学習指導とその考祭(中学校)

1I 指導計画と考察の観点

指導内容の要旨は「幕政の改革，新しし、学問，社会の新しし、動さ，幕政への批判などの学留を通して

|江戸幕府のゆ含づまりの事情につし、て連解させる。 」こと羽えらいとしたもので ，中学校 2年の歴史的分野
(11 

における位置は ，紀要第 30集 P.3 5を参照されたい。ただし授業を分析し考察すと場合におげる範

囲の限界お」二び使用教科書の記述の構成などから 範囲を しぼり，江戸中期から末期にかけて ，負幣の

流通が盛んになるにつれて 一部の商人に富が集中し ，武土も農民も生活難に直面し，土農工砲の身分

円安が ……たこと 玄枕吋た鳩厳…る貧富の差… 天変…禍 鎖

政などから百姓一按がしばしばおとり，また占侃5市におし、ても ，打ちζわしがおき ，社会不安が高1詮fつて

きたこ4 それらに対する幕政改E率宮などを ，政治'経済 ，社会などの面から総合的に考察させようと

したものである。

f 指草子目標

商品経済の発達に伴い ，自給自足的経済がくずれ，武士の窮乏 ，商人の経済力の向上による

身分制度の動揺おぶび農村の変化などの経済的 ，社会的変化を理解する。

農村の変化，~さん ， 年貢の加重などから，農村では，百姓一扶，喜ß市では 打ちこわしな

どの社会不安が権大 してきたことを理解する。

・時代の直面した課題に対して ，幕府がどのような改革を行ない .どのよ号な結果に終ったか
その推移の考察を通して，江戸幕府ゆきづまりの事情を埋解する。

2 指導内容の構造化 次頁

3 教材提示の11頃序と課~意識の発展

ζの点にっし、ては，A1担.BWの二通りのものを実絶したので ，それにつし、て述べる。

A型， 江戸時代の中期より， 商品経済の発展とし、ぅ， 封建制度が直面した課題を意識5せ，その課，語

に対する社会 ，政治，経済の勤ぎに即して， 学留を展開させ ，時代のも三校課題を中:症にして時伐裂

が総合的に舟構成されるよりに教材を提示し ，f旨導.してい〈配慮をしたもので中a，:tbの2学級に

実施しむ

l時防配当と11頁序 次時への発展課題〔予告程度)

Il¥1校時 武士の窮乏 -農村には .どんな変化があらわれて会たカh

幕府は，どんな対策を講じたか。

持2校時 農村の変化と享保の改革 -事保の改革は ，その後，どのように受げつがれ，封建

制度は，どのように変化した念、

目臨3校時 田沼時代と寛政の改革 -農村では ，どんな問題が生じてし、たか3

偽4校時 百姓一校 -幕府や諸務は ，どのような改革を行なっただろうか。

弟5校時 天保の改革と諸務の改革 -まとめ

以上は ，全国研究所連盟の共同研究による提示の)1頁序でもある。

B型，とれは中c1学級に実施したもので次のよ うな点におし、てA型と呉なる。

- 55-



指導内:1ぎの縞造化 -幕府の勢力と政治組織

.幕府の統制政策(江芦幕府の成立〕

t 1一一一一一一一 一一1
.皇室社寺の統制 ・土 産量エ商の身分制皮 ・大名統制 (酉己隠，武家 ・鎖国'!;-lJ

書昔法度 .参勤交替〉

任3 一一一一回・恒三; … ーu
• 1設も低 い地位 . ?町い地位 ・城下町鎖中 -村のレくみ

-城 下町集中 ・年賀U よる消償呈活 ・統制されたま活

〔麟，瑚，都市の発途と文治政治〕 ¥¥w J給自足的経済
l 一一γ一一一一...，-一一一一一一「一一一一一一一一寸一

・貨幣制度と商業の発途 1 ・都市 交通の錆遠 山噌文治政治 ・E聖書室の発遼_-
( .元録 -株仲間

'".----- ・n回開発 ・特産物
・綱吉、，白石の文治政治

.農業技術の進歩
~~) .問屋 ，蔵元 ，，ドL差ー ・翠笑な生活と財政鈎乏

などの大商人

(封建制度の動揺〕 辰五亙)
." 

!EE豆l
・大名貸しA ・幕府，諸藩のお乏 ・』・貨幣を使う経済へ

1.:: 
・下諮仕事をさせたり ・年貨の力日主恵、専売制 ;・換金作物 ・創業

ピノ

武士の身分を買う r ・傍禄の借よげ ". 借金 ~.. 貧富の霊童の拡大l 下一因潟 Y新一

しュ ー

・町人の動力農 村へそー ・新 回開発 ・新品量産物の奨励 ー・ 、1 1 

ザ|百姓 一 銭1

耳石主~I
-間宮市J家内工芸能

. ~エユフアクチー

E ・ 6 ・・文 ，1民の奨励・倹約令 ソ ~l ， ~ _ ~._ 
・洋学 I 多 くなってくる
解禁 ぐー ・・・・ | ・公事方 御定密 ききん

I JL 
己竺It'Jf1リ

-株仲間増加ぐ0 ・・・ 't・町人狩力の利用 -わいろ政治
、~I

.町 人 の智力士回大
・士風のたい古い ・下級武士 の防乏 ・天明のさきん

-呉学て"

の禁

〈・化政

-宵姓一 策憎大

¥i ~豆亙空二1 (外国船来航〉

-倹 約・文武の奨励 ・借金の整理

・かとい米-ゐ衛IJ <';・目

~ 
.田了人の投機的行為

(・海防)<.. .....1 

¥1/ I 
{外国船打払令〉

・うち ζ わ し ー . ・家資の政治一一財政約乏 l 
v | 支化〉 ・大塩平八郎の舌し ー I .天保のきさん

・町 人 の力地大 ¥31天保の改訂 ・百姓噌増大

(・ 同学 ，浮学の発達
-h俳ー

安昔鍾童話q仕b半リ〉
-文武倹約の奨励 ・隣村防止人返し令

:':J・株仲間解散 .物価引下げを図る

• 2年で失敗

・諸君事の改革
) (ま 5時間の授業でー

間隔諸縫の成功

とりあつかわない。

ι 

'正山ユ〔務 府 の 溺試f亡)戸全 -
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-元帳期までの産業，交通.都市，商業c発途.および文治政治を学習した後，ーまずそれを車整理し

ついで，とのように， 白内に平和が続き商業が発達しいろwろな商品が出まわるようVてなると封鐙制

度の中で，どんな変化が準じて〈 るだろうか。封漣制度というものをよ〈考えて ，予想をたててみな

さいと小集団で話し合わせた。それをもとにして，さ らに全体で話し合った結果，次のような予績を

もつことができた。

幕府の財政はますます苦し〈なり，権力が弱まって〈るのではなwか。

大名もお金K闘ってカが弱まって ぐるのではなwか。

商人の経済カが強くなるだろう。 一一「

武士は， 生活がはでになり金K困って〈 るのではない;か。___J j

身分制度がだんだん〈ずれて〈るのではないか。 く

農村の白給自足の経済も変わってぐるのではな加か。

農村については ，教師の助言Kよってなされたものであるc

以上の見とおしをもたせ，その意識を基にして指恭を進めたのである。したがって商品経済の発達を中

舷にし，時代の直面した謀題を関係づげるようにしてゆこうとすることは .A型と変わめはない。

・第二の相違点は，提示の順序として， A裂の第 4校時，百姓ー撲を第5校時にもってきて，幕政改

革を第4・5校時とした点である。とれは， 生徒が苦手代を再構成する際，その万が生徒のもつ論理

に適しているのではないか，ということも考えられたからである。

時間配当と順序 諜題意識

第 1校時

第2校時

第3校時

武士の窮乏

農村の変化

百姓一被

第4校時 享保の改革と臼沼時代

第5校時 .寛政の改正有と天保の改革

A型第1校時 武士の窮乏

-身分制度がだんだん〈ずれて〈るのではないか。

-農村の自給自足の経済が変わって〈るのではないか0

・農村にはどんな問題が生じでぐるだろうか。

・幕府はどうするか，幕府の財政は苦し〈なり権力が弱

まってくるのではないかc

目標 高品経済の発達が ，自給自足経済の し〈みをぐずし ，封俸制度のしぐみにたよる武土の財政

を困窮させ ，商人の経済1Jの向上とあ凶まって.士農工商の身分制度をぐずしてきたことを

理解させる。
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「 鞠の財政窮乏「貨問 (復習〕

金，獄金

大名の窮乏←ー斗年貨の加重

トJ専売制

l俸r.設の借上げ

I r内械 ，借金
」下級武士の窮乏 一一斗-'f，j

L 身分を売る

入

身分制度の

4 一一 窃人の経済力向上

-刀
v

つど
キ
A
F
化変

l
L
V
の

揺

村
動

農
幕府はどうし、う対策幸子たてたか

第 2校時 .B議村の変化と享{呆の改革

農村にも商品経済が浸透し， 貧富の差が大きくなってきたとと，幕府では，徳川吉宗が享保

の散事念行ない ，行政，財政など一時的に立ち直ったととを珪解する。

商品経済の発達に伴う武古の窮乏一一 年貢の加重 i1. 
換金作物の栽培，副業 ! 

/rJJJ  l2 
-貧富のきEの拡大一 土地のa質入れ l 

jl 'J'!>~lUli<~ -~o~問時四l5小農の副業 ，出稼ぎ一 (マニユフア夕刊一)!4 

I r文武の奨励 ! 

L 寸 「政治上の改革一十公事
目安箱 I 6. 

「新田開発 1 

財政の改革 一一一一卜新農産物の奨励

L(，会総〕令、

享保の改革は ，その後 ，どのように受付つがれたか

グラフ .資

教科書，資

|料

!資料

料

農村では ，どんな変

差の拡大

小農の副業，出稼ぎ

由，農村統制のゆるみ

享保の改革

農村Uとおける貧富の

貧富の乏の~じた理

化が生じて会たか。

教科書，資

料

)は時閣の関係で， 簡単にふれる

実験授業終了後補説する。

など

目標

その影響

程度とし，

第 5校時 国沼時代と寛政の改革

目標 田沼時代は ，吉宗の積極政策の面を引き継いだが，政治がみだれ ，士風はたし‘廃した，定f言は

吉宗の政治のひきしめの面をうけっし‘だが，さびしすぎて成果があがらなかったことを注解する。

Q
U
 

R
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吉宗の改革一 財政的に一時立ち直る ・町人の経済力の増大 11.. 吉宗の改革によって l

防人の勢力訓用斗 "'1，ー・一一一ー ;

，新回開発 :2 田沼時代の政治 問 ，教科

わし‘ろ政治一一一一士風がみだれる 13 その影響

¥、 ど// ;4・松平定信の改革
「文武の奨励.政指の粛正 l 

酬の改革トト旗本，ど家人の借金の駒ー(武士の窮乏);
L二一一一J I .. .. _ ，_ ，m .•• _. _ ."  1 5. 結果とその影響
ーー-ー トかとし‘米の制度 4 一一一〈天明のささん);
I I _. ; 6. ~夜発:の時代
I L 呉学の禁 ，海防

家斉の政治ーはでな掛，財政窮乏ー(化政刻。:( )岬〈ふれる

書，

教科書，賢

料

向上

|教科書

llIl村では，どんな問題が生じていたか

第4校時 .百姓ー撲

目標，農村における貧富の差の拡大，年頁の加重，ききんなどにより，農村の荒廃がはなはだしく，

百姓ー授が多くなり ，また都市でも，う bこわしがおき社会不安が増加してきたことを理解する。

農村一貧富の差の拡大.年貢の加重，ききん : 1. 農村では，どんな問l
I . r逃散寸 農民の 一一ききん( 題が生じていたか。 1
I I I 1 / 1 

_Lー 「反抗の形態十越訴イ←ー苦しいーー年貢の;2百姓ー撲の年代順の :グラフ
l 百姓- ~I寸 L強訴J 生活 /1加重 ; 件数 ; 

1 L規模回数一献ほど増出 /し貧農の;5発一…:
/ 増加! I 
/ ....-t:1u..; I 箆村の事情- 1 

「鶴市，回数ー「 / 商人の; .貧農の増力日 (グラフ
うちとわしー→ 1-米不足昏一一一一 i l L 大一郎の置しi 糊民 投機的; 帽の加重 (教閉

山 .社会不安 行為; ・ききん !資料

封建制度にもつ意味~ 14・うちとわし 1グラフ

¥ L…一…!5ーの乱!資料
6.・封建制度と百姓一梗教科書2・

幕府ゃ，諸藩は，どのような改革を行なったか ;7・まとめ
第5校時 天保の改革と諸濯の改革

目標天保の改革は ，2年で失敗し，ゑ府権力の衰えと ，政治のゆきずまりを示したζと，および

西南諸藩における改革の成功は次の時代の中心となる力を養ったことを段解する。

天保の改革の背景ア幕府財政務乏・武士の窮乏・天保のききい ・天保の改革の社会的i
しん ・百姓ー横・打らとわし ・外国船来航! 背景

12・天保の改革 i教科書およ
「風俗のとりしまり ・倹約の奨励 ; ・内容 ;び資料

。，5
 



↓ 

1 -::T.::lr:t ""L-b-I I 株仲間解散一 物価の引き下げを図る
| 天保の改革 ト一一-~
L 一一一-- ト局断寸坊止，人返し令

ト (上地令)

L二年で失敗 「下級武士の登用

ψ 「醐諸法の成功一l
諸落の改革一一一_1 L専売制の成功

L_ (諸鴻の改革・上杉，細川の成功)

~ . ( )は，峰くふれる

この時代の文化や ，恩懲はどうであったるうか，

8型 A裂と変わったとこるだけを説明する。

-社会的背景との関係(

3 .'二年で失散したこと l
の;滋味 1 

4・諸潔の改革 ; 

5・凶南i械の成功の浬(教科書およ

由とその意義 lび資料
6・まとめ

第一校時は|吋じである。第二校時は， Aでちょっとふれる程度にした新らしい生産様式を含めて ，次

のようにした。

第2校時 候村の変化

目標，農村にも 商品経済が浸透し，換金作物，副業が盛んになってきたこと，そして年貢の加

重などもあり，貧富の差が増大し ，それに対応して，新らしい生産様式がめばえてきたととを理解

する。

↓ 「ウで竺__-I
[ぷニト「儲叫大

lU15k!?l 

11・農村では，どんな変;
! 化が生じてきたか。 I
: 2・農村における副業 ;教科書

l 換金作物の栽培 !資料

15 大地主にやとわれるl資料
! 農民 ! 
I 4 貧富の差の鉱大 !グラフ

I 5 その理由 1 

!6. 小農の冨1]業と出稼ぎl資料
¥V 1"土地の売買の禁止 !7 問問J家内工業とマ;教科書

農村統制lのゆるみ一一斗ー居住移動の禁止・作物栽培の制限 i I '_ _，_ -- ，，-- ，.''''_ - ". ，，~ 1 ニユフアクチヤー

} L農村での売り寅い制限 ; ! 
1 8 農村統士!?ijのゆるみ | 

農村では，さらにどんな問題が生じてきたか ; 

以上を， 1校時分としてもってきたのは，ひと つ はA型では農村の変化をじゅうふ・んとらえるこ

とが困難であったように感じた点もある。

第三校時は問機である。第四，五校時は内容の組み合わせが異なり，享保の改革と田沼時代，寛政

改革と天保の改革となるが，その内容構造は変わらないので省略する。そして諸離の改革は次時へま

わした。

5 考察の観点

ここでは，小学校と若干異なる点があゐので，次のように盤患をして示す。
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5校時全体令とおした指導縞果の考察

・指導において怠図した諜題意識とその結果

としての時代の認識

.生徒が再構成した時代像の記述についての

分折と考察

-客観テスト形式による調査結果の考察

以上は中a・中b・中 cの三学級を考察

rr 5校時全体をとお した指導結架の考娯
1 課題意識と時代の認識

1校時における学習指導の考察

・具象的なl直観教材から学習を発展させたf民尊

の考察 武士の窮乏

・祝'蒐象徴から学習を発農させた指導の考察

農村の変化，百姓ー撲

・教科書の記述文から学習を発展させた指導の

考察 享保の改革

この点については，第ー校時にどのような指事をしたかを例示し ，ついで，第五時の終りに， どうい

う考えをもつにいたったか合 ，侵業記録および面接記録，認査結果などで示すことにする。

(11 第 1校時における意識化の指導

A型 ，中 b 第1校時の終末

T1 [そうすると ，こういう現象がおきてきたのは，封連制度の中の，どういうしくみが，だんだん変

わってきたのだろう。J Pl古 「身分制度がくずれてきたJ P 2o r僕もそう思う J

P3 o l自給自足の経済がくずれてきたJ P4古「身分制度が，くずれてくる」

T2 1身分制度が，く ずれてきたと思う人， 手をあげなさい。」ー・ー・・・…・大部分挙手

T rそうですね，身分制度が，前から比べると ，くずれてきたといえますね。だいた円 18時加も19. 
世紀にかけて，商品経済の発達に伴って武士の生活が変わって支出が増えて生活に随り ，身分制度

がくずれてぐる。 軍大な問題に直面したわりですね， 封建制度は ，それだけでな(，封建制度の

基本となる農村においても商品経済の発達Kよって，どんな変化が s生じてきただろうか ，また ，

武士は，必死になって，これをく悼とめようとして，どんな改正吉をしたのでしょうn 明日は，そ

れを勉強しましょう。!

8裂 中C 第 1校時の終末

T1 1そうするとね，皆さんが，最初にたてた学習の予想のなかの，ざれがあたったということにな

るのJp r身分制度がくずれる(口々に)J-ーー一一一 T2 1なるほど，どういう事実が，その予想に
あたーたという ことになるの」 ー ーー -P2♀「権力が弱まった。 」一一一 一ー-T3 ・「権力が弱まった，

というのは，まとめた結果でしょう，そのもとになる事実は，どんなことJ-一--ーーP3 o r武士が
生活に困って ，尚人から借金したり ，質入れをする。 」一一一一一一T4 10君」ーーー P4 e r商人
の下議仕事をしたりする」ーーー一一一T5 1そうですね，その他K金持の商人の娘を嫁にもらったりし

てね。そういうことが身分制度をくずしてきたという根拠になるわけだね。そういうことを ，おこして

きた阪本の原因は ，なんだろう。 」ー」ーーー-PS 1尚品経済の発達(口々に)J-一一一 ー-T6 rそ
うね， それによって ，生活が向上し， 支出が増加したけれども武士の収入がそれに伴わない。年貢にた

よっているという問題があったね。 1a.世紀ごろから，こういう問題に封建制度が，直面しだわげだね。

それだけでなく 封建制度にもっとも重要な農村は，商品経済の勤主によって ，どのように変化していっ

たのだるう 武士 はそれに対して必死になって ，どんな対策を講じたのか，それを明日から勉強して

いきましょう。」
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(21 第 5校時の終末段階における時代の認識

商品経済の発達を中被にして，時代像を再構成させようとした;意図が，どのよろな結果をもたらした

か，まず授業記録を通して検討する。

中a A型 第5校時 学習を全部終了してから

T， r今まで，5時閣にわたって，ずーと勉強してきたね，それをふり返ってみたいと思うのですが，
封信制度がだんだん， どうなってきた。」 町卒 「くずれてきた。 J P2 ♀「くずれてきたJ

T2 r封建制度が ，<ずれたということは，どんなことでいわれるの」…'"・ H・.0" ~ o・「趨人の力が
強まって，百姓などが ，-嚇加とした。」九 平 「峨 が糊 して，商人の力が強まコた」 九平「

緬業が発達して，大名が金を借りるために， 商人た らに頭を下げたり ，百姓が武士に反抗して， 百姓ー

をおとしたJ P6 r品業が発達して，自給自足の経済から貨幣をもとにする経済になって ，趨人
の力が向上して，身分制度が，くずれてきたJ

ち 「武士が金に困り ，尚人に頭を下げて借金する ，農村でに百姓ー糠Eおこる。都市では打ちこわし

がおきる。幕府では，それを改めようとしたが 失敗したね.それで ，t..t鐙制度がゆるんできた原因は

なんだるう。これだ，という根本的なものはなんだるう。 J

p7 平「商品経済の発達J F泡♀ 「私もそう患いますJ P9♀「商品経済が発達して，自給自足の

経済がくずれてきた。 J P10o r商品経済が発達したため，大名が袋えたJ P11O rやはり僕も尚
品経済が発達して武士などぜいたくになった。 j

T4 rではね，晶品経済が発達すると， なぜ封建制度がく ずれる!J6J
112念「商品経済が発浅すると ，商品が多く出まわり，武士や大名の生活がぜいたくになり ，大名の財

政が苦しくなり ，武士の生活が苦しくなった。そして町人のカが強まり身分制度が勤際 した。 」

P13 O r踊品経済が発達すると ，今までの自給自足の経済がくすサもて，今まで自分でつく っていたもの
まで貿うようになった。そのため武士もぜいたくになり ，それで尚人から金をかりて身分制度がくずれ

てきた。また縫村でも百姓一揖がおこった。だから根本は自給自足経済がくすサもできたととです。 J

P14 (ti ，産業が発達したから ，尚品経済が発達し，武士がぜいたくして，町人から金をかりて ，商人に

頭があがらなくなり ，身分『樹脂芝がくずれてきた。 J

中 b A型 第5校時 ・揖導計函の提示の順序，3 ，義政改革失敗の理由について

・・・・・前，省略…… T， r3回も，大きな改革をしましたが，幕府は社会を，どういうととるにもって
ゆきたかったのでしょう。J""・M ・-…-町 会 「封建訓度を，しっかり固める。 J...……・ち 「幕

府の成立当初のこるの封感制度のようにしようとしているわけですね，しかし ，3回もやって ，どうで

しょう。成功した。 J P2 fi成功しない(口々に)J ち 「なぜ，成功しないのoJ 

弓 「きびしすぎた(つぶやき)J P4 O r時代の事れに合わないJ 弔 問代の流れと

いうのは どういう帆，はい，あんか。 J い 「僻経済が，発達してきて ，世の中が変
わり ，生活が，一般にはでになり ，通人の力が向上してくるJ P

6
甲 「だんだん燭品経済が発達して，

町人の力は ，f萄人のカが強くなってきているのに，それを，おさえようとした。J…・・必下略

・との時間の終了段積，6の凌崎，封建制度の動掛℃ついて

T
J 
，.今まで，封i怠制度がくずれはじめたことについて5時閣勉強したね，封建制度がくずれはじめ

たー番根本になる原因はたんだろう。 J
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Pl <H自給自足の経済がくずれてきた。 J P:!♀ 「尚品経済が発達して，武士が金に困って身分制

度がくずれてきた。 J

T
2 
i商品経済が発達すると ，なぜ封繕制度がくずれるのだろう。 」

号o i命品遜済が発達すると，尚人の力が向上し ，武士の力がだんだん弱まる ，自給自足経済の場合
には，武士は年貢にたよっていても，それほど閤らないが，商品が出まわると，それを買うようになり，

だんだんお金に直って， r記入から金を借りたりして身分制度が動揺してくる。

月♀ 「同じです。 J

九 o ir.li品経済が発達すると，武士の権力が弱まる。」

九♀ 「治品経済が発達するにつれて ，だんだん武士の生活がはでになり ，町人から金を借りたりして

武士の権威がおらふ・れる。」

や 「商品経済の発達で ，身分制度がくずれて ，武士の権力が弱まっているのに ，武士が時代に合っ

た政治をしないで失敗したから」

中C B型 第5校時の最終段階，森政改革失放の恩白および封建制度の動揺について

ことは，オ事政改革を二時間連続して，指迫した後.天保の改革失敗の理由，新子権力の衰え，最初にた

てセ予相のたしかめ，その後幕政改革全体をとおして結局失敗L:ttのは}なぜか考経させたわげである。

T
1 
iあのね，こんなに16主将が，一生懸命になって政治を改革したのになぜ成功Lなかったのだろう。

よく考えてください。 J小集団で話し合わせる L約 2分間)

円字 「このころは，だんだん町人の力が株仲間とか，いろいろ強まってきたととるへもってき

て，武士が金に闘って尚人からお金金借りるなどだんだんだらくしてきて幕府の力が弱まってきたか

ら，せっかく決めたさまりでも，町人の方でも，幕府の力を甘く考えて ，守ってくれる人がいたかも知

れないが絶対的な権力がな〈なった。 l

ち 「だいふ・長〈話せるようになったね， Eさん」

P2早 「とのこうになると， 趨品経済が発達してきて，あのー武士の生活が，はでになって身分制度が

だんだんくずれてくる。それによって財政困難Kなり ，幕府の力が弱まった。だから改革が失敗した。J

P3 ~ i 1さんや J Eさんとか快同じですが J:組経済が発達してくると，幕府も大名も，武士全

体の生活がはでになり ，財政が困難になって ，それに比べて|萄人の経済力が非常に強くなってくるわけ

でしょう。 だから経済面では ，武士が他人に頭があがらなくなってきた。 弱人の力が向上し幕府の力が

弱まってきた。 J

九 o i封主主制度はパ設本的には ，農民から年貢をとって ，幕府の財政をたてているわけだカ必 ，農民

から入る年貢は ，そう変わりがないが，出てゆく支出が多かったし ，それに平和になって，することも

ないので ，生活が向上してはでになったので財政が苦しくなり，一方商人の力は非常に強くなってきたJ

T
3 
i私のJ質問は ，なぜ幕府の改革が結局 ，失敗に終ったのかという質問です。幕府の政治のねらった

とこると，今のあなた方がいった時代の動さとの関係を考えてごらん。幕府の改革は，どういう方向へ

政治をたてなおそうと したの。 J

見合「封建制度のはじめのこるにもどそうとしたJ P6 o i僕もそうです」

T4 iじゃあなぜ失敗したのj…号合 「あっ ，政治のやり方が悪かアたんだ」

五 「そう簡単にわりきるから J 考える力がつかないんだよ，政治の仕方が悪いというなら，どこが悪
かったのj P J がヤガヤ話し合う・・・・・・問・...
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Ps.合「世の中が，だんだん晶品経済が発達してきたため，封建胡!交がくずれかけてきたのに対して幕

府はまたもとの封建制度にもどそうとした。世の中の流れに対して，さからったやり方をした。」

T6補説省略

五 「それで，封連制度がくずれはじめた犠本的原因はなんだ。J
弓ol幕府が， 町λゃね農民などをおさえる力が弱まってきたこと。 J P10 1商品経済の発

達J

P113 「僕も漏品経済の発達だと思います。 J P
I2
ぢ「僕もそう思います占 J

Ty rそう思う人，手をあげてごらん」………大部分挙手
T8 r題品経済が発達すると，どうして封建制度がくずれ予の， J P~ 3‘早「武士がね，一定

しか俸様しかもらわないけど，商人は，産業が発達してくると収入が多くなるでしょう。だから商業が

発達してくるにしたがって，武士や幕府の財政は苦しくなるが，反対に町人の力は，伸びてくるのです。 」

( 3 ) 面接記録による検討

第 5校時終了後実施

中a (A型)

女子上SD 6 3 

'r r今まで 5時間勉強してきたが，封建制度が酬した根本的原因は何か。・J P r商品経済の発達です。1
T r商品経済ってどんなとと。 J P r商業が発達して他人のつ〈ったものを会金で買うようになる ζ

と。 J T rどうしてそう左ると封建制度がくずれるの。 J P r武士がぜいたくにをり，農民は重
h年貢をとられ，苦しい生活に念!?，百姓ー撲などなとすようになった。 J T r幕政改革で習った4

人の中で一番商品経済の発達に合ったやb方をしたのは誰でしょう。 J P r徳川吉宗。 J T rど

うして。 J P r吉宗は新田を開発したからJ T r臼沼はどうかJ P rわいlろ政治をしたから関係
は:1li'>o J T i商品経済の発達K反対のやb方をした者は。 J P r水野忠邦J T rどうして。」
P rぜいた〈な生活を診さえ，株仲間を解散させた。」

男子上 S D 6 5 

T r今まで， 5時間，勉強してきたが，封建制度の動揺しお恨本的原因はなん三と忠弘iJ P I1商品経
済の発達だと思います。 JT 11商品経済つてなに。 Jp 1お金で，他人のつく Jた品物幸子買う経済。 J

T 1なぜ，そういう経済になると封建制度がくずれはじめるの;， J P r商品経済が発達すると，今ま
での自給自足の経済がくずれて，武士の生活が向上し，収入では不足するようになり，商人から金を借

りなければならなくなって，大名や武士が 商人に頭を下げるようになり ，まで農民に年貢を重くかけ

て 百姓吋突などがおこるようになった。 J

T r幕政改革の中で，比較的 備品経済の発達に合った政策をしたのは誰カ'"J P r徳川吉宗dJ 
T rそれをおさえようとしたのは。 Jp r松平電信.*野忠邦;， J T Iどうしてそう思うかb J P I株
仲間を解散させたから j

男子下 S D 4 1 

T 1封皇室制度が，毅揺しはじめたのはなぜ治'0J p r武士がはでな生活をして，ぜいたく品を貰った。」
T 1どうして，はでな生活をするようになったの。 JP I商品経済が発達して，いるいろな品物が出ま

わった。 JT I商 品経済 つてなに井 JP I必要なものを自分でつくるのでなく，お金で品物を買う経

済。 JT I武士が，それでどうなった。 JP rお金に困って，商人から借金したり質入れをするように
7まった。J T Iそのほかに， どん左 ζとがある，J P r武士が生活K困って年買を重 くして百姓一授
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を起すようKなった。 J P r義政改革の中で，一議 ，商品経済の発達に合ったやり方をした人は ，雑

だと思う。 J p 1桧平定信。 JT 1なぜ，そう思うのo J P 1商品年済に積平?守L.e守??，それ

でだめになったから。・JT 1どんなことをした。Jp 1わすれました。 」

・男子 中 S D 5 0 

T 1封健制度が，動揺しはじめた根本的原因はなんだと思う。 Jp 1商品経済次発達と患いますJ

T I1尚品経務って ，どういうことJ p 1必要なものを自分でつくるのでなく ，お金で ，他人の

つくったものを買う経混 JT 1:なぜ ，そういうようになると，封建制度がくずれるのJ p 1いるい

るな品物が出まわってきて，それを買うので ，お金をたくさん使って ，高人にお金三ど借りて ，頭があが

らなくなった。 J T rまだ，ほかにどんなととがある。 Jp 1武土が困って，年貢を多〈とったの
で農民が ，ー棋をおこした。 J T 1幕政改革の中で，比較的 ，尚品経済に合った攻治をしたのは誰かJ

P加川吉宗J T iなぜ，そう思うの。 Jp r改箪の中で，吉宗が一帯キキ」引今J T r商品経
済を ，おさえようとしたのは。 JP i水野忠邦J T 1どうして。 Jp 1株仲間を解散させたから。」

・女子， 中上SD 52 

p rそれは， 街品経済が発達したからです。 JT ri商品経済って，どういうこと。 Jp r産業が発達
して多くのお物が，州まわると ，武士の生活が，はでになって， お金に圏り ，海人から借金をしたり ，

農民から ，高い年買をとーたので，百挫ー捜が ，超きてきた。 J
、-_， 中b (A型〉

-女子上，1Q 1 2 6 ・T15時間勉強しましたが，封建制度の動揺の根本原因はなんだと思う。 JP 

「組経済の発品 JT I商品経済って，どういうこと。 JP 1産業が発達して，それ仔L各地方にい

るいるなものがつくられて，貨幣によって流通する。 J T 1題品経済が発達すると ，なぜ，封建制度

がくずれるの。 JP I1尚品経済が発達すれば・-商品経済が発達すれば，生活程度が向上するから ，しぜ

んと生活の費用がかさみ，武士は年貢だけでは~6ーに悶る。 J T 1そとでJ c 1武士の場合，商人か

ら金を借りたり，内職しなければ生活ができなくなる。 J T 1農村では，どうだった。 Jc 1農村で
は，商品経済:iJ;:発達することによって ，多くの人が，土地を手}jj:すようになったcJ 

・女子中上 .JQ 1 I 7. ' T 15時間，勉強したが，封建制度が，だんだんくずれはじめた根本は ，なん

だと思う。 J c 1弘はやはり尚品経済の発達だと思う。 J P I1商品経済つてなんだ。Jc 1自給自
足経済は ，必要なものは，自分でつくるが，商品経済とは，他人のつくったものをお金で買う経済。 J

T rそれが発達するとなぜ封建制度がくずれるの。 Jp 1そうすると町人の経済力が向上して，武士が
お金に閣って， 身分制度が くずれてきた。 J T I農村ではどうかJ p ~農村では ，やはり， 暮

らしに困って ，土地を手放して ，貧富の差が大きくなってきた。 J

・女子中下 '1Q 1 0 9 • T 15時閣，勉強しましたが，封磁制度がくずれはじめてきた根本的原因は

なんだと思う。 JI自給自足経済がくずれ，あのー 武士がはでな生活になり ，商品経済が発達し

て身分制度がくずれてくる。 J T 1商品経済つてなに。 Jc 1自給自足経済は自分に必要なものは，

自分でつ〈ってゆくのだが ， 歯品経済は，その反対に ， 動がつくったものをお金で取引す~ b J 

T Ifsi品経済が発達すると ，どうして身分制度がくずれるの。 Jp 1商品経済が発達すると武士の生活

がはでになるから…・…..J T 1それでJ p 1お金に困って内職したり，質入れしたり ，町人と縁組

みして助けてもらった。 JT 1.農村の方はどうなの。Jp 1ゃっばり，あのーーーなにか，そうなると袋

村に貧富の差がおきてきた。 j
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(1) B型における予想に対する認訟の状態

ここでは ，rfii撲を行なわず，質問紙法によった。凋査のねらいは，最初にもった予矧に対して， 生徒

がどのような認認をもったか検討するためである。謝金問越は 下 記のとおりで ，5校時終了の翌日

実磁した。

調査 問;遁

封建制度が〈ずれは じめるという乙とについて、4押さ んが、 投初にたてた予績が、どういう原案

で たしかめられましたか。予怨があたった、という邸災(具体的なできごと)をあげてくだ8ぃ。

l 身分怖Ij度が くずれはじめる・・・・・・・・・・武士と町人との胸係

2 武士と農民との関係の変化を示す11"突がありま したか(予仰をたてなかったが ，加えた)

3 践村の自給自足の経済が及ーわる

4 幕府の禍力が弱主 る

5 大名の力が弱まる

結果， 調査人員 4 0名 ( 1 匂 75以下2名削除，途中 1"'2校時分欠席した生徒， 1 Q&  5 

1Qll l，IQ9& 3名削除)

成績および，知能指数をもとにして，上， 中 ，下位0)三宮干ーにわけて盤思する。

調 笠結果

L身分制度がくずれる。 (武士と町人の関係) 成績上10人， 成績中 19人 成績下 11人

-町人から金を借りて頭があがらなくなる、町人

の下簡仕~をする . 町人と縁組みをする、 町人

に j~~普などを質入れする ， のうち 2つ以上あげ
， 

1:.宅雪

-以」ニのうち、 1つfアけしかあげない者

-そのイ也、または記入な し

2・武士と波民の関係の変化を示すことがありましたか

l-・その他、 または記入なし
3.・滋村の自給自足の経済が変わるのではないか

.刷業、商人が入りとな、 換金作物の栽倍、土地を

手lまなす、 などのうち、二つ以上宅をあげた者

-一つだけしか めげない者

.その他、または肥入な し

4 ，幕府の権力が弱まってきたのでないか

10 

。
。

10  

10  

。
。

18  

1 

。

18  

1 

17  

1 

1 

a ，財政困難での b、天保の政事ーが2年で失敗。 c、総村で首位一授がだんだん多く会る。

l a b cの三つ…
. ぇ b;t. 1こ4主b c 
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6 

0 

7 

3 

6 

2 

7 

4 

4 

3 

4 

。
2 



0

1

0

0

 

6 

2 

4

0

0

 

. .8， C まTこ』孟 a 3 

• b 

• c 

-その他，または記入とし l 5 

5 ，大名のカが弱まってくるのではないか。

a ，財政困難で金貸しに顕がるがらない。 b.農村で百姓ー授がだんだん多〈なる。

• a ， bの二つぞあげた者 2 6 。
• a だけあげたもの 8 12 8 

-その他，および記入なし 。 1 3 

( bだけはなし)

さて以上の結果をとおして，次のようなことカ零われるのではなかるうか。

A・8ともに， 晶品経済の発達を意級化させ ，その観点で時代構造を とらえさせようとした指導

の意図は，授業記録および面接記録をとおしてみて一応逮成したものと考える。

また，幕政改革の失敗の理由を，尚品経済の発達に伴うネ士会の発展に対して，等法体制j成立のこる

の強固な封俸制度にかえそうとする努力が 時代の流れに合わない，それにさからっているという見

方合(まだ，確然としたいい方になりきっていないけれども)もつにいたっている。との点も指導の

意図はかなり達成されているものと考える。

しか し， この場合，商品経済という真の概念形成がなされているわけではない 3 街品経済に関する

真の概念形成は，社会的分業，私有財産銅u，需要供給の法制などを学んではじめて形成されるわけで

それは 5年生の経済学習まで待たなければならない。ここでは学習経過が，元禄籾までの産業の発達

一商業の発達 .貨幣制度というように学習をすすめてきているので，基をなしてハる生産の発達を重

視し，産業の発遣に伴って多くの品物が尚品として出まわり，貸幣で売賞されるようになってくるこ

とを商品経済の発達というコトパを使って指導をすすめてきたもので(生徒もその程度には 面接記

録でわかるように理解している)その程度の浬解において使用されているコ トパである。(との点に

ついては ，指導書:では，当時の間ーの経済現象を流通面からみるときは貨幣経済，生産商からみると

きには商品経済というようにコトパを使いわけているが ，もとよのその二つのごトパ宏使って説明せ
[21 

よという意図ではないと思うし ，また，そのような使いわけは，中学2年生にK無理と忠われたので

使いわげはしなかった。)したがって .A 4 百(f(~べたような併勢的概念として使用されている材ナである。

治品経済の発達による武士と町人との関係の変化は容易にとらえられが，建村の問題については聞い

かければ考えつくが，問いかげないとすらすら出てこないところがある。そして，この点、に関しては

A躍ではもう少し段付の変化に時聞をかけるべきであったと反省される。

幕制改革は時代の流れに合わない，という見方には 問答で一応到達しているが，面接では 殺

が，どうしたととが時代の発展に却し，また時代の発展に即さないことになるのか ，とつつ込むとま

だじゅうぶん理解されていないととが うかがえる。

B~では ，予恕したものを経理の段階でたしかめるようにしたのでその点、について質問紙法によ

る調査を行なった。結果としては，仮説， 1 ， 2 ， 3は， 一部の成績下位0，立授をのぞいてはだいた
い事実と意味を結びつけることができるようである。そして，幕府，大名の力が弱まるという点に関

しては 財政務乏という事実をあげることはできる。しかし ，幕府権力が，綱吉のとるの生類あわれ
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みの令という悪法が，長期闘にわたって続いたのに ，天保の改革が2年で失敗したという象徴的な史

実を比較して考えさせたのであるけれども ，その点から ，は控室してくれたのは 6日係程度であった。

以上をとおして ，復雑な事実の関係し合う時代梅造をは還するには， rt絞的な時代課題を意識化させ

それをたえず念願において舟導を進めることは ，効果的な方法の一つでああといいうる。そして，ある

F盈変具体的な仮説唱ともって 学習を進めるなら ，その効果はさらにあがるのではないかとも考えられる。

この点は，さらに，生徒の再偶成した 時代像や客観テス トの結果を分折することによって 検討して

みたい。

2・生徒の再術成した時代像の分析

ここでは，記述形式と客観検査形式の二つの調査を実施したので，それぞれの結果について介折し ，

考察するととにする。

記述形式の担金は次のような払晦である。これ合調査 !とする。

次に 10のととばがあり言置す。そのうちから 5つのととばを:im1P，そのととlまぞ使って「封建制

度が，どのように動様レてきたかJについて，あなたの考えをまとめて書きなさい。 (使った乙と

ばの前には， 0印をつけなさい。〉

鎖国 身分望丸度がくずれる 社会不安 産謀長革命 自給自足経済がくずれる

幕政改革 商~経済tJ$発達する 民主主義が発途する 王政復古

調査時期 学習が開始される約2週間前，客観テストの実施後

学習が終了した直後，客観テストの実施後〈騒くとりあつかったり 4校時自にまわした

調査時間 2 5分
内容を指導して総括的なま とめをする前〉

。客観テス トによる調査，これは，調査Eとする。間越は後掲

調査時期は， fJ喜査Aと同じで ，調査時間は， 2・5分である。

o調査人員 ，中a 4 4名， 中b 4 7名， 中c40名(欠席および 1Q 7 5以下を除<)

調査Iについて

o生徒の再構成した時代像を類型的に分類すると次のようになる。

類型 事 前 事

苔号 類 型

中a 中b 中c t:ta 中b

選択肢の中から五つを正しく選んで説明したもの 。 2 3 1 7 

2 正しい四つだけを使用して説明したもの 。 。 6 I 2 

z 正しい三つだけを使用して説明したもの 2 。 4 5 

4 誤まりはないが，国内の動揺にわずかにしかふれ 5 3 2 。 。

ず ，外国船来航，王政復古まで含めて説明したも一

σ〉

5 1から 4までの時代像で ，一部の誤まりを含んだ 6 I 5 6 a ? 

時代像
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後

中c

2 3 

5 
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晶 一部の正しい認識を含んでいるが;全体として誤ま 7 7 1 2 2 2 

りの多い時代像

7 だいたい正しいが， 6つ前後の判断をならべた単 8.! 4 4 。 2 2 
な時代像

& 無記，または，誤まった認識の時代像 1 4 1. 8. 1 4 5 2 

o次に，選択J肢，および時代像の再構成に必要と恩われる主要な命題に対する反応状態をみると次のよ

ようになる。

事 前 事 後
命題

命 題
、

番号 中a 中b 中c 中a 中b 中c

鎖 国 1 5 23 5 7 8 4 

@ 身分制度がくずれる 1 2 1 1 7 4 2 3 5 3 1 

-⑬ 社会不安 1 4 ? 7 3 3 :.1 3 3 1 

3 6 産業革命 !日 1 3 1 5 7.. 4 5 

⑫・③ 自給自足経済がくずれる 7 5 4 3 9 3 6 3 1 。幕政改革 d 4 ι 3 0 3 1 3 3 

@ 通品経済が発達する ? 1 1 ι 4 0 3 7 3 3 

3 4 民主主義が発達する 1 5 2 0 1 6 1 

3 9 主政復古 1 5 5 6 
。。

以上は選択肢である。以下は選択肢外の命題

B 武士が窮乏する 。 5 3 9 3 1 3 1 I 
1 0 商人の経済力が増犬する 4 & 5 3 3 3 4 3 0 

1 3 農村・で大地主と小農にわかれる 。。 D 6 1 0 

1 4 年貢が重くなる 2 2 。2 7 1 .1 :.1 0 
1 5 ききんや不作におそわれる 2 1 2 d 1 5 

18. 百姓一授がおきる 2 。2 3 1 :.1 :.1 6 

.0印は，選択肢の中の正答としたものである。

・0印および，選択肢外の命題については，小学校のときと同じく，他の史実と関係づけられず，孤立
化して述べた場合と，史実との因果関係が誤って結ばれてし・る場合は反応としてとらえてなしh
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前

後

ー，ー-ー事

績型別 事
選択肢の反応状況凶E

% 
100 

70 

60 

50 

命題

番号

90 

8u 

40 
5日

20 
10・

幽I

中 a

~も

50 

"5 

40 

35 

30 

25 

55 

% 

中 b

t 、

1日日

90 

80 

70 

ισ 
50 1 
40 

30 -

20 

中 b

"5 

35 

30 

15 

10 

5

日

開

40 

25 

20 

1白鳥

@⑬ 36 @@  @ 命題

番号

% 
100 

2 

中 c

- 7 0ー

日
正〉

20 

命題
番号 1⑪⑬ 36 <.2)@ (P) 34 39 
企印は選択肢以外の長毎な命婦

守口 ' 

60 

40 

30 

。印は選択肢の中の正答

50 

80 

70 

% 

60 

中 C

25 

20 

15 

45 

40 

10 

35 

30 

55 

50 



個々の生徒が，歴史事実をどのような論理で結合しているか，命題論理で分折したものの一部(中a

t cの生徒のー部〕を次に掲げる。この示し方に関しては ，26頁から 29頁を参照していただきたい。

工おさらに次の点を付け加える。

前にも述べたように， 記号論理学の規則を あてはめて分析しているわけでない。したがって

・(そして)によってつながれる連続文の場合，その中の一つの命遁が偽であっても，全体が偽で

あると していないし， コ (ならば〉 でつながれる条件文の場合，前件が偽で，後件が真の場合に

は，これを偽としている。(例えば，産業革命によって 。高品経済が発達したは 偽)

記号は，原員IJとして，その前の命題と関係していとのであるが，中学生の場合，多くの命過を関

係づけて記述するので， ( )にくくれない場合もある。終りの方の命題は，前の方まで かかる

場合が多いと思われる(正碗なとこるは，面接しないとわからない)が，( )をつけず，そのま

まにしてある。

・ したがって，後で考察する際，だいたい，どういう命題を，どういう順序で結合しているか，そ

の例として示しているので，他の先徒も ，ほほ，このような傾向にあるわけである。

出席

事前
番号

x x x 
1 I 3'"つ(@・@):@:/36 
31 ゅ@)三泊お
り@ざ 4ぞ1
71 @. 4::::>⑥-xiS@・ f
91 1も56.1]):屯為ぬt.(34ろ38)
1 1 1 1・51-:;>(@t・33・36・34・@)
1 31 (ふぷ1・30:::@'@ 'Q!，・-⑤
1 51 ~(10.9ì地・⑫・@.tó ・ 4品ろ 1
1 71 1・5口増 31・34与のき@
1 91 ，τおき@:34ろが 39
2，1 1・5・⑤コ⑥つ 8 (14・15)ー

中 a

署員型 |類 型
書匹 後

番号I I蕃号

8 1 (③ ・7:::>8))主計 (8つ14喝). ( 8つ?喝〉地・5号 5

8 IC<tID培 〉つ(7・8・?・10)地:14コ17}::::(ij :~o::@.: 21 1 
8 I必 X).(@::;8・9)・(@ち8)吻?日目y I 6 
6 I 35・1⑤.( 4-:①喝)):@::>( 7・8・りつ10つ⑪ I 3 
8 

4 

5 

5 

8 

8 

1・31つ(@・33・36・34・⑪) I 4 

4つ(@.@)::::>(i・8・9. 10)~-:::@::J 29 

1τ立つ(7・(['-8・T・10)ゴ!:D:(jl:つ14)・15ゴ16・ls):::@1 。つr22・24)・50 -， 
(@:唱)):?(10・(7コ8) ・?手~つり ・ 30 1 

((~)づ(7 ・8・りつ 14フ 17つ18 J~.J話!'o 21 (2ヰ T 
一ー ・NJ・50_ 

@ズID;:::>(7・8・10)式立:8つ仰・ 5口・ 12.ω ・38

つl8つの 50コ@ ・28・29 1 1 

0・4::@屯'!::J(7.E・9):(c 8:? 14)・15):;>@(22・24・

4 5)・50: ( ， 0・18・〕つ@つ⑪:::>3 8 
2 31 @:::>9::{g，:(込 38)・f必 X).@り)6 
2 71 30つ⑬つれち 36ろ@・ 39 1 7 

2 91 1 :?(3s・ 4)喝.4:?( 10・9't(u)っ13 
3 11 1つ(3 .4'泌@'X:::@.39・34-'1 6 
3 31 φ@)喝 jぎ4・孔 1 8 

3 51 1・5(c15 e'，⑫〉・(9・10)づ@)喝、 I5 

1・4つ((ll・⑤)フ(7・8・?・10)::@ 1 3 

1つ3~喝þ(7 ・ 8'9)つ~(2乞おう・50 ・58 I 3 
8つ(9ゅ (iy: ~b(1日 @) .(14 -1 5):? 1叫浦 1 I 
f⑥⑥〉つ(7:?8・p・10)::;:29(22・24・45)・50::@)つ58・542 

((@:::@)切っ(8 ・ 1~) つ17)::\2Y ・ 50:18・⑮ ・38I 2 
( 4つ「也).C&))つけ ・ 8 ， 9 ・ 10)コ~}22・ 23 ・ 24) ・ 5日 :(ピ

8コ14つ17)・15Jつ1i3:::@・45・50}:::@・58

3 71 (~j) .31.3'6 .@.@・3
391 @も56.31つ53ろ@弘.。
4 11 1・21dω  

7 1(.5，瓜り((7つわ14つ17).(10・9))コbgj-5bキ2
8 1 1 ・ (((5;:;⑫}コ7つ(8 ・ 1日) : 8::J 1 4つ 18)弐fp~) I 2 
8 I⑥ . ( 7コ8・?フ10)コ2j叩 :(14つ17ごつ18・@)コZPi 
(24・45)・50 I 

4 31 3日つぽ ・③ ・50 7 I 4コ「ω -@)つ[(7・8.9・10)つお:(14・15)つ18・〕コ !2 
121・50・38 1 
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I~ 51X コ@ろ 39 ::::>Xき⑮ 11 .@ ・2えっ7つ14ゴ17・(!?)) 
lill 

5 

中 c

1⑪ ・@ ・⑫・ 39 7 

長3崎号ト雪@f2)fコ三r〔もγ10・(〉 叫 亡嘩 [@ 什 4コ叩〉
3 I 36つ[10・(8コ9)J • ~4 ・ 39 ~・(29::@) 6 75コ0BJ)〕4量:[ ( 8コ14)・15J

5 1 ~ろ@ ぷ・@・ 10 ・ @
T 

B つ7::::>(E..9)イ8つ14つ18)地

71 Xつ⑮つx・39ろ⑤
• 50 5 

B t叩叫 [(8つ い 12J:::>18.@::;:>
50 1 

91 1・⑪ 7 3).( 18:::@) . (X~ ).(21'-:場 fふ 8) 6 
11 f⑮ ・@)::;:>38・39・34 7 降つ(8・10)::@;d③:(@・ 17)つ 18.19 ' 
13 f⑥・⑤)つ(7・9)e， 38 : ( 30 ::J31 )・30:::>⑮ 1 .@?(7つ8・10・9)::.@:( 12・13・15)フ 18・
つ38 4 @つ21・50・38

15 T ゴ3 ・(10 ・ 8)つ@コ⑬コ~ . 34 ::;:>.38 5 1 ・ 4 ::;:> (⑤ ・@)つ7プB ・ p ・ 10)~V (22・23・
24・45)・50・38 2 

1 9 43×U(Eつe，@.ノ、つd 34 8 f⑥・⑤)つ7つ(9・14)・10:::@ ・14コ18・@ゴ9
• 50つ38

21 @ . 39・36d 5・34 8 20.・⑪ ・⑤)つ7つ(9・1C);::@iヨ③ ・50つ@

23 1つ(35 .4)・fぎ'6::::@ ) :::@・ 10:30:::@?38 5 1・42f8⑤)つ.([2)宇J0つ・7コ(8・?・10)::::@:8:::> 14つ
(17・18).::>(21).50:::>38 2 

25 CID2> (@・@)コをち 34 品 4::;:>( 10・@).@⑪)・ヨic&ibつ7をコ17fE・9)・((14つ 17) ・
13)つ18::>@ }・ 50 1 

27 百つ fぎ6・@)つ@ ・ぎ4:::>@ B ~(⑫ ・ 弘) ・ 7コ( 8 . 9 ) 10コ@ 5 

29 ( 11フX)・(383 34)イ×場) 8 4:::>(⑤.@):::>7::>(8小 10)二@'14つ18::唱とコ
(~y .50 ? 

3 1 (Xつ36).()(ゴQ)). ( XゴfY) 8 し 17ろ53@f4U伺)ω地)• ( 8 
つ9・10) 5 

33 (38つx⑮つ~@コー~. (⑬うx⑤〕.5x 6 8 f告に極))つど10・7つ8・9)ゴあ:( 14・15)コ
1-9 (17・18)コ⑮つ3・50 1 

35 5・ぎ4::4わ③ .@.( 7つBつ9)・50 5 4コ( @-@)ゴ 10 ・7コ8)コ~ (22)・50二也、・3E 2 

37 ③つ(8・1口):30_:i!量・28・n・38 4 4コf?@)つ・6⑥〉コ10:(12・13)コ17::J18.@:信同7
(8・ ;ニコ@}・50 ・38 1 1 

39 @ろ必@・誌 .③ ・38 8 4つf⑤:つ・⑤む〉つ7::>{8・9)・1日三重D:15.::::>( 17・
.@ ・5日つ 38 i 1 

4 1 fぎ4・@)つ②・⑤ ・@ ι 
.15Jつ 18・⑮ 2

以上、主徒の再構成した時代臨の考察については、調査Uの結果と合わせて符なうとととして、 次

』こその結果を示すととにする。
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3，歴史事実φ関係は握客観テストの結果

前記の記述文では，主要な史実を，どのように関係づけて時代像を再構成しうるかをみたのであるが

そこでは ，幕府改革の内容と時代の動きとの関係や，より細かい史実と史実との関係を，どのようには

爆しているかは明らかでないので，月IJ表のような客観テス トの調査をしたわけである。

・1間を 1点として点数で示すと，次のようになる。

図表曲

% 

25 
中 a

1 ¥ I ¥ I ¥ I f ¥ " / '.." ~ ~"\ 

L-J~ー/!-LJ____ L/~斗ヘ
点 161514131211109876543 2 10
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点 161514131211109 876543210

%

5
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5

 中 c

20 

， 、
， 、、
、. 

、、
-、、、

点 1615 1 d 1312 11 '1日98765432 1 日
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点数
者E後
中a 中b 中c

前 。。。
16 
後 7 2 I 4 

前 。。 日
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13 
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前
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後 7 7 5 
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11 
l 後 3 5 ι 

前 2 3 

10 
後 ι 5 1 

前 8 4 日

? 
後 5 

前 2 3 2 

B 
後 4 5 5 

前 d ? 2 

7 
後 。 2 



o ，問題別の反応状態
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ιコ申学校仁二コ年仁三二|組仁二コ番 氏名

江戸時代になると .次のよう なことがおとってきま した。

幕府が社会のし〈砕を整え ，鎖国によ的国内に平和が続いている聞に，諸国の産業が発達ι.".ろし、ろなE抑が生産される己Eうになった。
そし て I ~市や交通の発達にともなし‘商業が発達 し，貨幣によ って生産物が売買されるようになっ た。

このような社会になってきて ，武士，町人 ，農民の生活がたいへん変わってき?した。どのように変わってきたか次の間し、に答えて〈ださい。

答は ，下のねいてある歴史的なことがらの I 'k.-C .よとのつな仰を考えiJ:i.1'明仁二|の吋山てくだ針。

(1 ) このよ うな社会になっ て， 武土 ，町人，農民の生活は .どう変わってきたでしょうか。

① 町臥人の叩生儲活Fは札…まL，Jどう叫変勅わつ吋て可さ♂た肘…で札しよう狗仇カ

@ 武士の生活は ，どう波変わhつて匂き付た肘でしいtう知カか主'0A岬群の仰申カか孟ら選んで，そ初の符号を「一寸 3I一寸 4に書き入れなさい。
@農民の生活は どう変わってきたでしょうか。 A群の中川選んで ，その符号を， 15'こじに書き入れた品、。
(2) 武士 町人，農民の生活が変わってきて，どんなことが起とってきたでしょうカh 一一一一一ι 」一一-，

① 町人はどんなしく今をつくりましたかo B iJ:fの甲から選んで，その符軒 己二]7に書き入れ笠竺
@ 幕府では ，武士の生活が変わってきたことや ，農民の生活の変化に対してどんなととをしま したか。 8 iJ，(? 

亡二J.15-~で ， B群か悼んで ，その符号を仁二! の吋8入れなさしb
@農民は，どうするようになってきました九時M 撰んで .:f-(})符情 「一一I11. 仰に書き入れ付い。

表

jも伊j A → の印は AからBへ変化したととをあらわします。

C .....> の印は Cが原因でDが結果であるか .CとDの僕慢を意味します。

r f /JJJL-

武士はじ二J3 農民は 仁ゴ 5

仁コデー… 一一… ・ 仁コ 4
・ ・…-j 》仁二J6 

l |幕府でム保の岬|

|ぐ 叩己 8 11コ
| |文武漢脱届 l二コ10 

中午戸
."二二二二:二二::;

i
一
2
一一ぷ晶品品長詰司詞ιJAJ川4何dリ伊'J下J陣|同;

| 、人:し，日示函Z忌L王司! 亡コ
16 

ψ 

亡コ 12↓にコ行
|天保の改革|

:1天保の 8さん l

〉仁コ 14亡ゴ1t

ア，るい亙正高物を貢ト生活ーがはでになっ正 7可 下請証事1をさを元り ，盃を責G示げたりする者が云モ云云

AIウ，年貢を多く かげられること竿なった エ武芸ゃ学問がさかんになってきた

群 1:方，換金作物をつく.ったり ，副業掛さかんになって8た カ，多くの利益をあげ， 経済力のある人がでてきた

キ，生活に困窮する:者が多くでてさた

ケ 株仲間を解散し，物価の引き下げをはかった コ，かとい来事蚕をもうげた

レ政治を粛正し，文武を奨励した ス新田開発や産業を奨励した セ公事方仰定

群 I tS=をつくった y 百姓ー授が増大した タ 目安箱をも うげた テ新ら しく株仲閣がつくられた
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間 m番号 1 2 5 4 5 b 7 8 ? 1口 11 12 13 14 15 16 

事前 18 16 16 11 19 17 24 7 16 25 16 20 14 17 5 30 
<=t a 

翠I 後 2日 21 35 30 26 31 35 24 32 38 28 37 27 39 38 42 

事前 15 22 15 19 17 18 31 6 18 18 21 23 17 27 6 38 I 
中 b

事後 17 15 34 36 2日 24 32 11 25 28 25 29 26 39 32 47 I 

準 的 10 11 18 7 8 7 13 6 14 12 8 10 7 10 11 25 
中 C

事後 22 23 36 29 27 28 32 24 28 33 29 27 25 31 29 40 
一 一 一一一一←晶一一一一一一ーーーー晶 ー

4. 調査結果の考堅実

( 1 )記述文について 調査 I

・事前調査では，大部分あやまった認識をもっているか ，そういうことがあった， という程度の点状構

造である。また使用される史実もきわめて少ない。

事後になると，図 Iにもみられるように，穴部分のi誤まった認識が是正され，多くの史実をあげて，

それを関係づけて持代l象を再構成している。とれず¥:'，小学生と比べてみると ，使用される史実が多いこ

と，数時間の学習が単線構造もし〈は網状構造となって因果の関係で再構成きれ，いわゆる匠!子の

串ざし型 (30頁参照)にならないこと}などに大きな相違がみられる。

・その関係を記述する論理構造は ，大まかにわけると次のようなタ イプにわけられる。(数字は命題の

番号を示す。 )

戸武士のはでな生活7ー窮乏&ー借金，質入れなど?寸 / 
/ 1 

産業の発達 4ー商品経済の発達5卜町人の経済力向上 10 1" 

L (農村の)自給自足経済が〈ずれる 4または 12

と身分制度の腕11

ト幕政改革21-失致50ー封建制度動矯38.
武士の | 

窮乏ら一年貢加重14ーー-----.
ー ト百姓ー撲 18.一社会不安 19_1

ききん・不作 18.-1

n ，番号で記す

a
 

zd 
内

u
kJW 

η
4
 

qa 

寸
|
」

寸
l
J

O
'
 

n
y
 

a

一
8
 

7

0

6

ド

D

「
|
「」

「
L

一

一

z

a

F

h

d

 

一

一

、‘
，
，
、
、
，
，，

a凡
守

凋

μ
マ

/

k

m
出

/

t

、

N 1.-.. slの中に， 産業革命36とか民主主

'義 34が入勺てくる

V 大部分誤っている。

Iの裂は，中a，中cでは ，約50 %程度で，中bはやや少なくなる。 EおよびEは，相当単線構造・

となるわけであるが，この型は案外多い。図表Eに見られるように，百姓ー紫に対する反応率は案外低

いのであるが，その理由はお、そら〈次のようなものと思われる。
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-社会不安という選払肢は，それで百姓ー授，打らこわしltどが想起できるであるうと患って出した

のであるが，その意味作用が成立しないで 武土と町人との関係のみが，非常に強〈意説化されて

いる。そして，これは 5校時の最終段階での授業記録た見られる思考の傾向と同じであるu

このことは，-im，Iの型のように，理解がじゅうぶん網状化していないことを示している。
・生徒の再得成した時代像の記注の論理は，前頁に示したごとく ，経済，社会的変動をあげて， それに

対して幕府は政治の改革を行なったけれども失敗した，という論理である。これが図表lの類型1，

n ，旺の生徒の75 10を占めている。単純な論理である刀九教材提示の順序という点から考えると重要
な意味をもって患われるので，後で検討したい。

・この記述形式の時代像の中で，もっとも位置づけられていないのは ，凶表Eにも見られるように農村

に関する史実である。とくに農村の階層分化，きさんなどが箸しい。その理由としては，

・選択枝の影響，これがもっとも大きいであるう。次に 25分という時間の影響もあるう。

・しかし，その他に，前の学習において封建制度という概念を形成する際，農村の重要性や，武士と

農民の関係などの基本的事項が，じゅうぶん意減化されていなかったのではないか，というととも

考えられる。このことは中cの仮説をたてる際，生徒は，幕府，大名の権力 ，主従関係 ，身分制度

などというコトパは容易に出てくるのであるが，農村がどうなるか，という予想には，教師が示さ

を与えない限り出てこなかった点からもうかがえる。しかし，との内容に関する知識の事前調査も

客観テストで行なったのであるが中a， bとも農民統制， 武士の経済的基盤についての知識は 75 

%0上は正解している。すなわち筒かれれば答えられるという程度の要素的知議はあるが ，封皇室伽肢

の基盤という意識がうすいと患われるc

・この農村の変化については， A裂では 1校時半， B ~訟では 2 校時を使っている。そのB裂でも，時

代像に出て〈ることが少ないのは ，明らかに前に述べたごと く選柄伎の影響であるが，もうーつは

内容のもつ困難さもあるう。農村に商品経済が発達することによって，階層分化をおこし，それが

荒廃，百姓-Hきの原因ともなれば，また新らしい生産様式のめばえとも関連するということについ

ての理解は 中学生にとって容易でない。したがってじゅうぶん意成化されなかったともいえよう。

(2) 客観テストの結果について 調査E

・全体をとおして，たてよこの関係で考えてゆけば，ある程度学醤してなくても正答できるとこうがあ

る。したがって，記述形式ほど事前と事後に大きな差は見られない。しかし， 事後に案外誤答が多い理

由は，このたてよこの闘係をあまり考えず，学習によって獲得した知識をただ，たての一面だけで記

入した傾向があるのではないかと窓われる。

図表vlにも見られるように.1・2の問題の誤答が多いのは ，カ・イと書くべきを ，イ ・カと書い

た生徒が大部分であるし， 5・6についても，ォ，ウと高いた生徒が多い。

また，幕政改革についても同様で，例えば中bの&が非常に悪いのは，公事方御宣誓や目安箱を

8に奮いたものが大部分である。

このことはし…印の意味がわかりにくかったということも一つの原因であるが，他の場所ではそ

れを考えて，らゃんと正解しているのであるから，結局《…印で示した事象との関係を ，この問題の全

体構造の中でとらえられなかった，というととができょう。

その点では，農村の方は ，とくに悪いともいわれないし，また記述形式では武士の窮乏と町人と

の関係、がよくとらえられていたけれども，客観テス トの調査ではじゅうぷんとはいわれない。
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幕政改革についても同様に， s.の農業政策， 1 1の株イ中間， I 3のかとい米，などの政策と当時の社

会情勢との関係の同慢が，まだよくとらえられていないことがみられる。

(3) A型と B裂について

・記述形式の調査については， A型と ß~ーにあまり大主主がない。ただB裂は，農村の変化に少し時聞を

かげたから，図表Eに見られるように農村における貧富の差が拡大したことについては，多少反応が多

くなっている。また幕政改革に対する反応も， A型より逆によくなっていることカみられる。

・しかし，客観テスト形式の調査では，かなりの差がみられてB裂の方がよい。との理由としては，次

のようなことが考えられる。

1校時毎に，どういう 史実が封建制度の動揺となるのか，予想をたしかbる形で整理してい

ったこと (57頁参照)

教材提示のl順序として，幕政改革を最後にもってきたので，封建制度の頚揺となっている史実

を一回整理して，それとの関係で幕政改革の内谷公考えさせるように学習を進めたこと。 (A裂

-σも，その点は配慮したが政策の内容が多かったので，その政策の意義をじゅうぶんに考えさ
せる余浴が少なかった。そして，とくに中 briそれが;顕著であった。)

中Cは 一番最後に指導したので，中 a，中 bの実践をとおして借導上留意すべき点，例えば

板書，最後の整理のし方，教材の選択などの改善がなされている。とれらは 1校時の指導の考

祭でさ砂乙検討をする。

( 4 ) 時代像を構成する論理と教材提示

歴史ばかりでなく，地理，政治，経済いずれにしろ，復雑な関係傍造をもっ内容を教える場合，どう

いう }I員~で教材を提示したらよいか，実施する際に判断に迷う問題の一つである。その場合提示のJ順序

には次の二つのよろに類型化して考えるととができる。 1 5 2 

4 

b製:下!??
0二 三.\~叫0:
l'・ 行手I: 
1;;.... 'i. I ; .... .:¥ I 
:(支・0 鴻そ てわ I

a型は， I・2 • 3 • 4という順序で考察して，それをとおして関係する史実をもとらえていこう

とする頃序であるし， bl!退は，O印の史実の背景となる問題点を，ひととおり 1・Zと考察しておいて

それから 5を考察するという 11原序である。前に実施したA型はどちらかというと a型に近く ，8型は

り裂に近い。

この場合，前述した時代像を再構成して記述する中学生の論還は選択肢の影響を受けているが明らか

にb型である。これを高校生の日寺代像を構成する論理と比較すると(指導内容や選択肢も異なるのであ

るが)中学生の論理の特色はb型のような単純な，やや平似化した形が特色のように思われる。この問

題を検討するには例も少ないし，謁金方法，指導の仕方の影響ちあるから断定はできない。 しかし a型

のような教幼提示は，生徒に相当論理的思考力を要求することは明らかである。したがって，学習内容

とする史実の関係構造の復雑さによって a裂の教材提示と b型の教材提示と使いわける配慮が必要であ
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るう。この封感制度の動揺のような ，細かい史実が復雑にいりくんで発展しているような時代の学習に

は.a ~訟の方は高校生Kはむ〈けれとも，中生学生ーには，少し夢求が高す宮はしない7ゼろうかとwうとと

が，実臓の結果をとおして感ずるのである。

ただ， b裂の場合には，気をつけなければならないことは，指導する際に教師が内容を構造的には援

して.指選しないと，生徒ほ提示の!I民序を，あたかも時代の惟移のように考えて.1・2・5を

2 3 関連づけず，ばらばらにして

0-0-0  0-0一一00-0一一-0考えてしまう危険がある。それ
故に，指導にあたっては，年表

による対比ゃ，板書の繕造化がどうしても必要であるう。これらについても授業の考察をとおして検

討してみたい。

JI[ -校時における学習指導の考察

I 直観教材から学習を発展させた指呼の考察 一←一一武士の窮乏 一一一

¥(1) 教材提示。J順序と指導の記録

中 C 中 b 

復習 2分 復習 2分

2 絵図 下級武士の窮乏(資料) 7分 2 絵図 下級武士の窮乏(資料) 7分

3 商人との関係 5分 5・下級武士の困窮した理由(教科書)

4 下級弐士の困窮した理由(教科書)1 1 ~分 -大名川事乏 (資料) 1 0分

-大名の務之 (資料) 4・大名と趨人の関係 5分

5 大名と高人の閲係 4分 5 .武士が窮乏した理由 (資料) 1&分

ι 武士と尚人の闘係の変化 6 .武士とI角人の関係の変化(資料〉 4分

7 身分1削!5tが動揺した理由 1 4分 7. .まとめ 4分

s 予惣の検証と盤理 4分

中 bの指導をとおして反省された点は，次のようなことである。

5の段階の経済の発達に基づく，封健制度の内部的なしく みとの矛盾樹係は.5の段階で行なうよ

り，武士と議人との関係の変化から，身分制度が動揺してきたことに気づかせ，その理由として，長終

段階に考察させた方が，より歴史の流れに位置づけるには合主主的であるうということ。この見解は，小

学校における「商業の発達jの因果関係について恋べた 42頁を参照されたい。

武士が潟乏した根本的な理由は中学生が完全に湿解するということは無理な面がある。そこで
-・ ・・・・・・・・・・・・ ・ ・・尚・・・・・・・ ・・・・ ・ ・ ・・・・・・・
教科書の記述文を中心に，そのコトパの意味なとらえさせるというととに重点をおいた。

3の段階の下級武士の困窮については，教科警の記立E文をとおして， その理由を考察さをたのであ

るが，小学校のときと同様に，生徒はなにが原因で，なにが結果であるか，よ くつかめないとこる

がある。ここでも，日ごろから教科書を利用して息考をさせる訓練が必要であるととを感ずる。

&頁に掲げた想滋商から，下級武士は，なぜ，このように窮乏してきたと思うか，その原因をこ

のプリントの文(教科書と同文)を読んで，傍線を引きなさい。と抱示して， 2分30秒提示した結
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果は次のとおりである。

勲章斗亨干の記述文

武士が 都市で笠活し，すべてにはでな年活をするようになると ，土地からの限られた収入では ，
a -b 

経済がたちゆかなくなった。とのような傾向は，元禄Dとろからいちじるしくなってきた。

そとで幕府は，綱吉以来，貨幣の質を港として矛峨をはかり ，符曹でも，年目ぞEくしたt，主主
c 

の修4慢を借りたリ，帯内の産物を専売;こしたりして急場をしのいだ。

それでも足りないぶんは，商人に献金を命じたり，商人から借り受けた.ζのため商人の力がだん

だん強くなり，なかには，名字を名のるととや刀をさすととを鮮される者も出てきた。ととに，大阪

の蔵元などの大商人は，大きな寓をたくわえていたから，その約には，大名でさえ頭が上がらないほ

どであった。幕府争議の財政が苦しくなると，禄をもらっていた武士の主活も苦レくなった。
e 

以上の中で，生徒が傍線を引いたのをみると，次のようである。

a二 39名付け) b二日名 (64め C=9名 (19の d = 13名

(2 s.的 E 二 21名 (45的である。芸の他h 年貢を重くしたこ 7名 (15め

商人から金を{普りた二二 4名， 専売制にした=4名 などがある。

cK傍線を引いたのは 優秀な生徒で，なぜ，そこに傍線を引いたか，と問うと， r幕府は ，貸幣
が沢山できて!よかったかもしれないが，そのため物価が上がってきた。しかし身分の低い武士は，もら

うものに変わlりがないから生活に図った。」と答えた。このような論理的思考をさせる場所は，教科書に

は沢山あるわけで，それを利用するか，しないかということも生徒の思考力の養成I'C.大きな影響を与え

るーーつである。

次に aが非常に多いのは，はで，ということばからうかぶイメ ージが窮乏の理由としてすぐ結ひ-っくか

らで，このようにイメークにたよって行なわれる思考を直観的思考といわれるが，これによってとらえ
同

られたものといえよう。

そこで中cでは，まず，板書を掲げ，ついで， 4と7の段階について考察をする。

板番
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6 

武士の綴威 一一一ー一一 おちぶれる .

身分制度くずれはじめる

数字は，前記の教材提示の}I質序により記入した順序を示すし，点線でかこんだわくは，教材題示の単

位を示すものである。このような板書をする際には，あらかじめ，生徒にのみこませて，メモをとらせ

る必要がある。 1笈蓄はだいたい，四列をなすから，ノートも四列に区分しておくように指示した。

ここで考察をするのは，主として， 4および7の段階であるが，前記の教材提示の順序，および板書

事項から ，おおよその5までのプ ロセスは，わかっていただけると思うので，その説明は省略する。

具象的な替、1象図(ß.頁参照)の認知から出発して，その他，下級武士の~.z.の実情を，資料で学習し

各人との関係について，考えた後，その背景を 教科書で考えさせたのである。

中 C 4 の段階

T
1 
a.…略……とういうわけで，身分の低い武虫ま

闘ってきたなーと思うとと会に線を引きなさい。

作業 2分5日砂

T
I9 
いいですか，1か所だけしか引かない人〈か

なり多く挙宅...・H ・-・以下略

T__ A君，ど ζへ引いた。23 ....，__" 

P25念 貨幣の質をさげたり，年貢を重くしたり

法士の俸禄を下げた。

T 年貢をあげたことが，どうして下級武土が
24 

因るの，武士は困りますか。

P 困らない。 P それは対策だ。26 ~~ ~ . ~. v -27 ~ .. -.-，._ Y<~ ' -O 

T 対策でしょうね。君のいったとこるで，あ
25 
たっていあのは，どこかi'J'.，

P28. …・……一無言

T それじゃあ，他の人でね，貨幣の質を下げ
28. 
たというとことうに線を引いた人，手をあげてご

らん。

EらC5名ほど挙手〉
1 はい ，あんた，どうして貨幣のJ貨を下げる
29 
と武士は困るの。

P3d♀ 物価があが.Qo
P ♀ 物価があがるけれども，武士のもらうも
31 

のは，変わらない。

、もののねだんがあがるわけですね。そこで武士

ばかりでもないでしょうが，人々のごと活は苦し

くなるね。(ほ喜・一一→の印堂書く)

それ以外にまだないかなNさん。

P32♀ 幕府や藩の財政が苦しくなった。

t そう，そこもよいーですね，それで幕府は，
31 
こういうことをしたのですが，大名はどうした

の，苦しく なったので。

P353 苦しくなったので，年支をあげた。

T 32 そういうこともしたな，しかし，それは身

分の低い武士の続乏に影響したわけでないです

ね，大名のとった政策の中で，どんなことが家

来に影響しているだろう。

九4O 先生，俸後というのは，どういうことで
すか。

T・33 藩士の俸僚というのは， 線高 200石なん

ていうでしょう。大名が，家来に米をやるわけ

ですね。今の時代でいえば， Jj給のようなもの

です。

P
35 
(1)ぁー藩士の俸t禄を大名が， 一時借りたの

P
36 
Oあーおれも，そうじゃないかと思ってたo

P
37
念俸禄というのがわからなかった。

T34 その家来にやっている俸禄をね，大名が全

T 30 そうですね，前に勉強したように，貨幣に i 部渡さないで借りている。この時代には， i割
入れる金を少なくして貨幣の質を下げたので，ノI'¥.か2割くらい借りたそうですが ，もっとひどく
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、なると 51評jくらい借りた大名もあるそうです。

オ~，そうすれば，生活も困るわげでしょう。

そうする と大名もやはり生活が苦しかったわけ

だね，そのほかにないかな。 (板筈 4 ) 

P3ω はでな生活になったが ，入ってくる収入

は一定で ，物価が上がるので苦しかった。

T なるほど ，そこへ引いた人 ，手をあげてど
28. 

らん。 ……・生徒，大部分挙手

ちq よし，これは， 重要な問題だな，これは後

でもまた考えてみまし Iう。倶板のすみに板番〉ノ

'¥.大名もお金に困って家来の憎禄を借りあげた。

貨幣の質をさげて物価があがった ，収入は増え

ないのに生活がはでになってきた。などが関係

しているね。そζで大名もお令に閃っていたこ

とがわかったわけですが ，どんな対策をたてた

のだろう。

以下大名の窮乏の対策として，命人からの借

金，f献金， 専売制，などの学習を宿導して，つ

いで大名と商人の関係を資料で ，考察させ，大

名も頭を下げるほどの大商人がでてきたととを

指導する。

※ との学習段階は ，下級武士窮乏の理由を記芯文で考察させ，同時にそれをとおして大名の窮乏を

も偲殺させようと意図した指噂である。との段階中 bの調査でもわかるように ，生徒は記述文の中か

ら因果の関係をは慢することが容易でない.史実の関係|輸が複雑になると弘のように原因と械

を混同するし， P7A  P，~ P にみられるようにコ トバの怠味は握ができないため関係をつかめない。34 -35 -36 

これは小学校と同様の傾向である。さらにろ?にみられるように，わずかな生徒しか既習の知識を利

用した論湿的思考をしない， ということもみられる。貨幣のとこるに線を引いた生徒でも ，P28.のよ

うに ，ほんとう にわかって引いたのでない場合がある。

次に ，a.の段。皆を考祭してみよう。

T
65
・・略… そうすると， 封建制度の中において

だんだん身分担l度が〈すヲもできたのですがなぜ，

こういうようになってきたのか，考えてみよう。

前に皆さんから ，はでな宇ー活と ，限られた収入

という ことが出てきましたね，それで ，なぜ，

はでな生活になってきたのか，それから武士の

収入は ，どういう性格のものか，この二つのと

とをよ く考えてね ，どう して身分制度がくずれ

てきたのかよく考えてみてく ださい。

となりの人と ，よく 話し合ってみなさい0

. 小グループで話し合わせる。 3分

166 では話し合ったものな出してもらいましょ
う。 h信

、ようになる。

P 63早 やはり渇品が多く出まわって， それを多

く買うようになってきた。

P
64O 武士の気持がゆるんできた。

(以上は黒板のすみの方に板答)

今 ，いぞういそうな答が出てきましたが ，これ
67 

は，いいな ，と思うのはどれですか。

P
6SO 商品が多く ，出まわってくるo

PU!> M，いや，そうじゃない。
T._. M君はどうして反対するの，
るB

PaO M，いくら商品が出まわっ てきても，世

(7)中が乱れていては ，はでな生活にならない。

T
69 
そうね ，しかし， 平和だから，すぐはでな

生活になるともいわれないでしょう。

P61 O 世の中が平和になってきたから ，武士の I P 68.O M 平和になって，貨幣が使われ，趨品
生活は ，自然にはでになってきた。 Iが出まわってきた。
号2♀ 械が発達して街品がだんだん多〈出ま IP

69
耐が必要だ仰の生徒の自由発言〉

わってくると， 武士がどうしても，それを買うノ T
70 
そうすると，平和になって ，品物が多く生
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産され， ~重品として出まわり ， 貨幣で売買する

ようになった。そういう経済をなんていうの.

号。 商品経済(口々に)…t元蔽時代で説明)

T そうすると橘品経済が発達してきた(板書7) 
71 

それで，生活がはでになってきた。しかし，

はでになったって収入がそれに伴えばよいわげ

でしょう。収入は，どうだ。

P71 -定， 一定(口々に)

T
72 
一定だと思うー人，手をあげてごらん。

P72 (大部分挙手)

ち5 では，なぜ武土の収入は一定なの， Eさん
ち5 ♀ 大名からもらう線高は決まっていたわり
でしょう。

ち4 そうですね，たしかにあなたのいうように
家来の場合は一定です。しかし，大名や幕府の

場合は ，なぜー定なの。

ち4O 農民から，とりあげる年貢そのものは，
あまり変わらない。それに幕府や大名も，農民

から，とれるだけとっている。

ち5O 0 年貢はあまり変わらない.
1、 しかし，なぜ，年震は一定なの
75 

P~ ， O 0: ，検地宏している.
76 

T しかし，土地を開墾したりして ，新回開発76 ~，~- ~ . 

をやったでしょう。その収入の向上はどうだ。

P 念 多少，増加したかもしれないが，田畑か76 

らとれる量というものは，あまり変わらない。

T 田畑からとれる量は，多少増加するげれど
77 

もあまり変わらない。だから年実そのものもあ

まり変わらない。いいですか. (.板番 7) 

Tn しかし，まだ問題があるよ。収入が年貢に

たよっている，あまり変わらないなら，ぜいた

くなんかしないで，検約すれば，よいわけでし

ょう。そうすると，とのはでになった，という

意味をどうとればよいのかなJ
P ガヤガヤ話し合う77 ，".，.... QU'_'  q 

わかりません。

ら そんなら，L_(J)資料を読んでもらおうかなノ

¥冶

踏 まず衣服ですが，慶長のとろ仙台

平という待を着て殿様の前へ出た武士がい

ました。殿織は，それを見て「拘のれ，も

うそのようなぜいたくぞしているか。 Jと

おζ り，御長万で，その筑士をおどろかせ

叱りつけました。ところが，今は，仙台平

という待などは，足軽のような下級の武士

まで着るようになっているありさまです。

〈世.唱耳見開銀から〉

こういうことわね，どういうようになった，と

いえばよいのかな。

P78.♀ 品物が多 くなってきた。

T
80 
品物が多くなり，みんながそれを使うよう

になってきた。そういうものをなんという。

P79O ‘わかりません。

Poo♀ くらしがね，だんだんよくなってきた。

T そうそう，生活程度が向上してきた。そう
8.1 

いう意味にとってよいな。(.仮杏 7 ) 

生活程度が一方では向上し ，支出が増加したが

ー方では収入は固定していた。そこへ，物価が

上がったりする。そうすると身分制度が，くず

れてきた。根本的原因は ，どこにあるの

P~.~ あのね，商品が出まわってきたこと

P
82
♀ お令でものを売冒する商品経済

T82 そうするとね，皆さんの袋初にたてた予惣

のどれが，あたったということになるの。

Pa 身分制度がくずれる。(口々に〉

T出 なるほど，どういう事実が，その予惣にあ

たったということになるの。

P
84
♀ 織力が弱まってきた。

T84 権力が弱まった，というのは ，まとめたこ

とでしょう。そのもとになる事実は，どんなこ

と。

九s♀ 武士が，生活に図って凶人から借金し

たり質入れをする。

P86 O 商人の下請仕事をしたりする。

T郎 教師補説，以後の過程は前掲6a.頁訟照
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調査結果

ζの調査は，次のような絵図を，わら

半紙で，その大きさだけ切り抜かせ教

科書の上にかぶせ，考察した結栄を問

( 2 ) 

題用紙に記入させたものである。

調査結果の盤王室は， 知能f旨数および

成績によって，上位生徒 1 0名，中

位生徒 20名，下位生徒 12名にわけ

て鐙鴻lをした。

問題は ，以後のものもそうであるが

学習の過程に即応するようにつくったu

下 12人

ーーー ・「ー

i盤 昔そ 肢 事前 遭耳認を 事官官 事後 事前 事後

-武士が金に困って内職をしている 1 C 1 0 2 0 2 0 1 1 1 2 

-ちょうちんをはる職人が武士のかつ乙うをして C D 。 。 1 。
いる

-他の選択肢には反応なし

中2J人上10人この絵は，なにを示していますか(選択肢)

2 ，このような状態の生じてきたわげはなんでしょうか(選択肢5つにOをつける)

i塁 訂そ 肢
事鴨 事 後 事前 *後 事前 事後

-新回開発をしたので 3 。 1 。 。 1 

-大名がお金に1Alって家来の保ぞ借りるげたので 5 10 6 1 6 4 4 

-戦いがなくなり，ほうびがもらえないので 7 。 7 日 5 。
.王手買が五くなったので 。 。 J月 7 2 

-特産物の生産が盛んになったので C 。 4 D 

-いろいろ品物ぞ買う支出が増加したので 1 0 1 0 16 1 5 ヲ 4 

-武士のもらう禄高は同定していたので 6 1 0 5 18 1日 1 1 

-専売制にしたので 。 。 5 4 2 10 
. ..・ー................・ーー・・ ・曹・....ー.........・ ・・.....・・・・・・・・・....晶晶咽p・P晶・'"・ .・ .‘ー ーーー...晶争・. 4・・ー ・・...ー....ー
上 E己の関係は握について

• 3っともできたもの 。 10 2 1 5 。
• 2つだけできたもの 8 。 8 5 8 日

• 1つだけできたもの 2 。 ? 2 5 4 

.11嘱曹己，I'J耳ま り 日 。 。 。 。
一 一

3 ，このような状践は，だんだんなにが，どういうようになったという変化をボしていますか (記述)
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成繍上10人 中 20人 下 12人
書己 述 内 一企ヨ「 事前 書停後 事前 事後 ! 事前 事後

-武士の樋威がおちた ， (弱くなった〉 日 6 1 f D 3 

-封感制度がくずれた {おとろえた〉 5 2 6 5 3 

.lIt士が貧しくなった.。 5 2 7 

-幕府，大名のカが弱くなった(財政苦しくなった) 1 。 5 5. 2 

-自給自足経済から商品経済に変わってきた。 。 。 。 1 

-身分剣，賓，主従関係くずれた 。 。 2 2 

-その他 。 日 。 5 

4 ，ζのような状態がおきてきた根本的な原因はなんだと考えますか，説明して〈ださい。 (記述)

.(商品経済が発還して")，いろいろな品物が出ま

わり， 武士のま活がだんだんはでになったが 。 6 。 4 。 。
年賀にたよる収入は固定していた。

.(商品経済が発iI!レ勺，いろいろな品物が出ま
4 ..・3， s b 7 2 5 

わり，俄士の樹首がだんだんはでになった

.世の中がZ宇和になり 品物が出家わって成士 。 。 。
5 

め忠治がはでにζEってきた

.Jit士のまf雷がはでになったので 。 。 6 5 1 

-その他 5 8 5 ? 

喝・婿品経済というコトパは，元禄湖の産業 高業の発達，貨幣制度の学習で教えてある。

・その他は，ある特定の傾向がなく，武士の生活か苦しくなった (同義語) 淘人のカが強くなっ

た，封遇制度がおとるえた ，などい6いどうである。 司

5 ，このような状態は，.封感謝j度の中のなにがだんだんくずれてきたということになりますか。 (記述)

E己 述 内 容 成績よ10入 中20人 で下12人
1・

事前 理匹後 事前 事後 事官官 -事後

-身分制度がくずれてきた 6 10 ? 20 4 1 0 

-主従関係がくずれてきた 。 5 。
幕府のカがくずれてきた 。 。 2 。 1 日

-その他 5 。 4 。 ι 

(3) 指導および調査結果の考察

絵図に対する低次の認知，これは成績のいかんに変わりなく，ある段階まではできるのである。こ

れが，どこから差を聞いてくるかというと，それを考察し解釈し ，意味づけるととどうからである。

ここでは，絵図を分析して，その特色をとらえる段階の問題は出さなかったので ，主と して因果関係

および変化 ，歴史の流れに位置づけて解釈した面を考察する。

囚果関係，この指導では ，下級武士の窮乏の実情をとらえ.その狸由を考えさせて，そこから大名
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財閥耳乏とその対策へと学習を発展させたわけである。との結果は ，間選2にみられるように，上，

中，下とかなりの差がでてくる。 5っとも正解したのは約60婦で， 中の一部，下位の生徒は， 1つ

もしくは2つである。その誤まりの原因は，窮乏の原因と大名のとった対策 (結果)の混同で， それ

が，下位になるほど著しい。とくに下位の宝伎は ，年貫が重い，専売制，に多く反応している。 専売

1告については，説明したのであるが，そのコトパの意味が ，じゅうぶん理解されていなかった，とい

うことになる。年震が重いということに反応した生徒は，武士の収入の基にな『ていることの理解が

ないからで ，封建制度のしくみそのものがよ く理解されていなかったというととができるo 6蓄の支

出の増加が事前に多いのは ，経験をとおしてもっている常識的な考えを適用したものも多いことが考

えられる。

問題5の変化という面で絵図を考察させた場合， 学習前では ，次のようなこつの特色がみられる。

一つは，イメージ (心議)にたよって解釈すること…..…・武士がまずしくなった。という反応がそれ

である。 非常に抽象的なコトパによって解釈すること， ...・H ・-・封建制度がくずれた。 (衰えた)

そして，この二つは，学習が終っても，なお残存しているわけである。 前者については ，生徒の学

習では，イメージにすがって2理解宏発展させるものと， 理解の発展に伴ってイメージを深化させるも

の，~or::プT型を僧摘するととができる (4)が，具象的な教材を中心に学習を進める場合，前者には，じ

ゅうぶんを注意をはらわなげればならない。それと同時に，逆に，非常に矧~的なコトパで認知して

しまう傾向もあるわげで，それは中，高校生がおらいりやすい欠陥のーつである (5)というととがで

きょう。そして学習後を見ると.案外ζれは上中位の生徒に多いようである。

・具象的なものを，錨象化して(意味的には，虚史的な特殊性をは題することになる)歴史の流れに位

置づげて考察する点については ，まず，問題，V1の方を先に考察する。これは，学習前においても身

分制度が動掃しはじめた，ということは，比較的よくとらえられ，学習後も結果は非常に良い。

その理由は ，学習の長初に封感制度がど うなるかという ことに対して， 予想会たてさせてねいた

ので ，身分制度の動揺という課題愈漁をもって絵図を認知したといろことがあそうう。それと一番身分

の高い武士のみ じめなようすが比較的 ，その意味をと.らえることを容易にしたとも 考えられる。

次に調査 4 の結果であるが，これは前掲の学習段階7の結果である。指導したとおりに答えた

者は，約24 'ibである。商品経済の発達に伴う 武士の生活の変化という点については，約71 % 

の生徒がよくとらえている。しかし，武土の経済的基盤が貫租にたよるものであることの矛盾関係を

害かなかった者が多い。

この問題は，前の因果関係の調査で，武士のもらう 禄高が固定していたので，というところに対する

反応が最も多かったことを考え合わせると必らずしも当時の武士の収入の性格を理解していないわけ

でない。そうすると， 1九からTs.1までの指導が非常に強く印象づげられたわけで，とく にち?の資

料の影響が強かったということができょう。この問題はもちゐん米価に対する他0)諸物価の相対的な

識貨が強く影響しているわけであるい)が，それらは中学生には難解であり ，主として教科書の記述文

をもとにして指導をすすめたのである。 その際，T7ρらちyまでの指導において，封建制度における
経済的なしくみを図表化した資料を使ったならばより効果があがったと思う。高度な論理的思考を要

するとこゐは ，やは り図表などの視覚に訴えるζとが必要でるる。

次に武士の眠乏が，身分制度の動揺という意味をもつことを比較的容易にとらえたということは，具

象的教材によ る武土のおちぶれたようすのイメージが伺当影響している。もし ，言語で提示したらも
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っと主要なった患い結果を生じたであるう。その点，具象教材は直観的思考で相当なとこそうまで進むと

とができる。しかし ，問題Eの考察で述べたように，そのイメージからなかなか抜げされないために

f自主表的思考ができないという欠点、も，も 4ている。

次に ，謁品経済の発達とか ，封曜皇制度の動揺とか他象的なコトパも ，生徒には容易に定着し ，それ

を使うことも多くなる。それは抽象的で包括的であるから ，なににも適用できるという長所をもって

いるが，それと具体的な事実との結びつきができないのに使用するという危険性がある。しかしこの

点は ，最初の第1校時だけで評何するのも無理で，議政改事や，農村の変化などの学習をとおして漸

次深められていく性格のものであゐう。

ここでは ，主として教紛の性質と指場の関係を考察する。 60頁の指導計画，第2校時，提示の順序

2の段階で提示したグラ フは，次のようなものである。

るため上決はねいてある白)

農村のl渚j溺分化

80 l 
70 

2 .視覚象徴から ，学習を発展させた指導の考察一一農村の変化・百姓ー授一一一

(横に統計衰をつけ ，グラフはわかりやす〈す

民村の変化. (1) 

t更津国東成郡下小坂村のi?C (古島，氷原「緬品生産と寄生地主」より)
8日ー

大地主

一一一一一

70 -

11 0 -

5日

60 

五日中良

60 

50 

4日

5日

20 20 

10 

% !-ー

プて( 穴( 七( 八( 八( 年 六( プて(

O慶五明三享四天七別 代 0面 一前
七長七暦 O保一保一治 七長 与暦
12 3 15 12 II 12 七 3

、.._/ '--' <._;7 ー

とれを提示して，どのように忍考合させたか，中aおよび中 bを5る。

中 a 中

このグラフを見てください。 これはある村の

(
明
治
4

)

一
八
七

一

(
天
保
げ
)

一
八
四

一

(
享
保
げ
)

一
七
三

O

大地ぜ 0

% 

年

代

b 

T
1 

1 6 0 7年，江戸時代のはじめから，明治まで

その資料をみてくださし、。この折れ線グラフは司
2つに分かれていますね。その左の方を見てく

ださい。それを見ると縦軸が，家の数の比率， の，ある4寸の農民が，どう変わっているか示さ

れています。小農は ，面積が出ていませんが，

土地の少ない人，中農は中位 ，大地主は土地を

沢山もっている人，それが，グラフを見ると少

しずつ変わってきています。農村では ，どうい

そして小脇，中農，大地主の三つにわけてあり

ます(統計は上島もあるのであるが，わかりや

すくするため，ぬいてある。統計表は，そのそ

ばについている。〉検の軸が年代，慶長という

と江戸時代のはじめ5，それからずーと江戸時代 うととにおきているか知りたいと思います。

この村では，どういうことカ1おきているでしょ
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その三つの中で農家の数が減ったのは，どの

農家かな。

町 中農です。

ち中農が減ってますね。逝に農家の数が増えた

のはどとでしょう。

挙手多数 1 5秒

P2 小農

1i小農ですね。そうすると中盤はだんだんなに
に変わっていったのですか。

挙手ずっと減る。

だんだん減ってどこへいった。減つてなにに

なったの。

P3 小島 3 7.秒

九なるほど，小獲にいったわけだね，それで右

側のグラフを見てごらん。これは大地主，m農

小患の土地の持高の比率を見たのです。そとか l

ら考えると，さっきの中農が減ったというのは

なぜだろう。

差手，さらに減る。 2 0秒

九 あのー，大地主のとこδに土地がいった。

もうん，大地主のととるへ集まったね。そとで

右と左を比べてごらん。大地主の数は増えた。

見 増えない。 15秒

九 1そうすると，数は増えないが土地の持高が増

えたととはどういうこと。

P6 地主1人の持高が増えた。 20砂

ち ろん，そこで，土地が中農の手から離れて小

農の数が多くなる し，大地主に土地がどんどん

集まるのは，いつどるから激し〈なる。

P7 享保から

Ts.享保どるからですね。今までのことをまとめ

ると ，享保ごそうから，中位の農家がだんだんお

bふ・れて小農になるし，大地主は数は少ないが. . . . . . . . .. .............. . 
多くの土地をもつようになった。そういうこと

が，とのグラフからわかりますね。

以下 その理由へと発展する。

可から Ts.まで 5分

う。 15秒

Pl 中農が減少して小農が増加してきている。

ち小島が増加してきている。その反対に中農が

減少している。 o板書) えーこれは，小農
がi普加するということは ，外の村から，どんど

ん入ってくることでしょうか。 15秒

P
2 中農は，お金がなくなって土地を売った。

P
3 貧富の差があって，だんだん〈らしをよく

するために中農はだんだん土地を売った。

P4 中農は，くらしが困ってきて地主に土地を

売った。

T3そうすると，中農の少なくなった土地は設の

とことbにゆぞの.

P
5 
地主のとこ会に，

T
4うん，地主のとこるにいったかも知れません

ね，となりの土地の所有i高の変化のグラフを主

てく ださい。中農の面積はだんだん減ってきて

いますが，大地まの土地はどんどん増加してき

ている.これは，中農の手放した土地がだんだ

ん大地主のと ζるに集まったことを示すグラ?

だと患います。 (板書)

こういうことは，時代がたつにつれて村ゃ農民

は，どういうようになってきているといわ九ま

すか，

P6 地主と小農

T
5 うん，大きな地主と小農の二つにわかれてき

た。農村では，大地主と小作，小農ですねc

それに，だんだんわかれてきているということ

ができますね.

TからT まで &分 T
1
および宅 の話しはr---5 

少し要約してある。
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さて，以上の提示の仕方と，それκ貨やした時閣を比べると ，どららが効率が高いかは ，明瞭であ合
う。中bのIs:後の商接において ，この図表を提示して質問したとき ，男子下，I Q a. 9は「付の中農が

だんだん小爆に変わったことを示しているし，大地主が増加したことを示している」 と答えている。男

子中 1Ql I 7.も，女子中下 lQ I 0 9も問機である。いつどゐから，ということについては ，はくぜ

んと江戸時代の半ばごるからと答えている。中 iは，このグラフをとおして，なにを読みとらせるか，

じゅうぶん配慮して，それを子どもが答えられるように，ー段ずつステップを細かくふんで意図したと

とるに到達させている。中 bの九月九は資料をよく見て答えていあのか，どうかは疑問である。だ

からちが次に右のグラ フを見よと掴示しているわけでああ。時間合かけた割にあまり思考:をさせず，到

達点も低い。 ，視覚象徴の場合細かい注窓をはらわないと，生徒はたいせつなことを見のがして誤まった

認識をもってしまうのである。しかし ，生徒の学習が倒当訓練をつんでいるなら中bの方法も効果的で

あゐう ρ との教材自体は，子どもが，イメーヅを内面化して，心像を形成するには抽象的であるし ，

また，なぜ，このように分かれてくるのかというように学習を発展させ， 約25分できりあげて享保の

改革に入ったことは計画が無理であったことを感じた。そとで中cは， 63頁の計画のように ，改め

教材も変えてみたわけである。

その教材としては，グラフでなく(グラフは効果的でない ，というのでない)もっと生徒に多くのイ

メージを与て ，しかも ，いるいるな角度から考察し ，意味づけられる性格のものという観点で変えた。

やはり，一種のi見覚象徴であるが，下記の俣津の箇の農家の収支の表である。ある教材を提示して，そ

こから，できるだげの多くの意味をみつけさせることが効果的であることは指摘されているのとこるで

あるが，それには多くの意味を含んだ教材価値の高い資料を利用するととが必要である。

商
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2の段階から掲載する。

T
1 
…略… えー寛政年間というと ，1 a.-t世紀の終りどるだね，この 弓たりです(年表をさす)摂津の

国とあるが，太阪の付近です。その峨家をよく見てごらん。米や安のほかに ，なにをつくっている。 I
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P，綿や菜種

ち綿というのは綿花ですね.そういうものを作っている。そのほか農業以外になにか副業をしていま

すか。なにをしている。

P2わら仕事，木綿，木綿(口々に)

T
3木綿(もめん)というのは ，どういう仕事u

九織るんだ，俄るu(口々に)

九そういう仕事をしている。そういう仕事をするのにね，どうでしょう。人をやとっている。

九やとっていま一定(口々に)

五ほう，どこでそういうことがわかる。

PS書いてある。やとい人，というのがある。(自由発言)

九支出の方を見るとね，銀730匁雇人にはらうとあるね，そこを，もう少し見ょう"との農家では

ね，雇人を庖って，なぜこういうものを作ったり，副業なんかやるの。なぜだと思う。

九♀
号平 収入を多く して， 農具を買ったり肥料を貿う。

Pa. ~ 泊品経済が発達してね ，そういうものが高く売れた。

い いるいは蝦掛ったり肥料法うの問掛かかるから，時をとるようにしなければな

らない。

ち良いとこゐに気がついたね，そとを見ると農具，肥料など貿っているね。そのために綿や菜種をつ

〈ったり，副業をしている。そうするととの農家はすでにとういう仕事をするのはどういう経済にな

っているからなの ，

P10尚品経済(口々に〉

TS偽品経済に入ってきているからものを貰う。買うために売ってもうけようとする。そういうように

なってきた。ここでまとめま しよう。

(板番 2)農村も稔品経済に変わってきたね。依奮しながら説明)

。涙著書 2)米，表以外に菜種，木綿を作った。こういうものを ，売ってお金に換えるので換金

作物とか商品作物と言いますね。

そのほか量1]業として，わら仕事ゃ ，綿織物なんかつくっている。(板番しながら説明)

九このように変わってきたのだが，街繍併発達以外に もう一つ原因があるのですよ。

昨日の学習から考えてごらん。

P， 1 ~ 米や表だけでは，大部分が年責にとられるので 生活がなりたたない。

~o そう ， 年震が重いということがあるね。年貢が重いからなんとかしなげればならない。ということ

になる。(板番 Q 

それから人々を雇うと言いましたが，庖われる人々はどんな人だと思う。

P'2水呑百姓(自由発言)

T
11
水呑百姓と思う人は，手をあげてごらん。

(大部分挙手J

T そうすると次呑というのは，土地を持っているの。
12 

P13持っていません。(口々に)

一9 1-



T'5それは ，~ょっとおかしいね。 なぜなら江戸時代の初めにはね ， 幕府の方針として ， みんな土地を

持ったお百姓さんをつく るうと したわけでしょう。土地をもたないお百姓さんなんかどうしてできた

のかな。

P14生れてく る，生れてく る (2 ， 3の生徒)

T14えー， 生れてく るというのは ，

P15 念あのね，人聞が増える。

T15あっ， 次男とか三男が増えそね.なるほど，そういう場合も考えられるな ，しかし ，それ以外にな

いかな.

P
16 
~あま り年賀が重く て ， 年貢が納められず土地を失なってしまうo

T どうでしょう。
16 

P17教科書にも奮いてある。自由発言(笑)

p ♀ K君と同じに，生活が苦しくなればやはり土地を売る。
1S. 

T そういう ことがあるな ，生活が苦しくなって土地を手放す。じゃあ， いったい ，どうだったかな，
17 

資料を見てください。

-ととから 88頁と同 じ順序を在る。ほぼその過程は'.初出，中avて同じである。

・提示の順序 5の段階で ，大地主と小屋皇にわかれた理由を整理し，資料の農家が その大地主の方

に入ることを学習してから次のような補説をした。

1is.もうー固まとめると， 農村では自給自足経済から 商品経済IC変わってきた。ものを売り買いする

ようになる と， お金を沢山持つ人と お金がほしいという人がでてくる。一方年貢が重くなって生活

に図る農家も出てくる。そういう農家は ，自分の土地唱と質に入れてお金を借りるそして結局，-七地を

多くもっ少数の大地主と， わずかしか持たない多くの小鐙に分かれてくる。そして大地主は.そういう

小屋きを居って副業をしたり ，像金作物を作るからますます大きくなる。 一方は庖われて働いたり ，創

業をするようになる ，ね。 (板書 6) 

以下 問屋損尿内工業に入る

板番 番号は提示の11民序ひ旨導計画と同じ)点線のわくはその段階での板害事項

邑'盛村の 統制がゆるu"

土地売買禁止

移動の禁止 1 

般物以外の生産制険 ; 

1 長村での売 り貿い制限;

7 

-
1

0動
{
一

る
工
一
-

め

内

一一

築

家

一↑

カ
常
一
一

屋
屋
一
-

問
問
一
-

工銭嗣j，手工業

宮Rいテヨー クで笹く
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※ 農村における貧富の差が大き〈なることの理由は生徒には難解である。そこでT
I
8-の程度にまとめ

たのであるが，それは.，T
7 
-T 17の問答および，.それ以後の問答をもうー回整理したものである。

との教材をもとにして考察を進めた順序は，換金作物T「冨|牒T2一人を雇って行なっているT4ーな

ぜ，そういう ことをするかT6ーどういう経済に入っているかT7と進んでいる。 T{>の発聞に対して ，

. P 8-の穐品経済の発達といった答は，良い答のようであるが教材を良〈見ないで答えているもので， ζ

ういう答に引きずられると，生徒にじゅうぶん思考をさせないことになる。 P7 P 9'の応答はよく教材

を見た答で，そとに根をつけさせてはじめて， P
10
の他象化が楽になってくるわげである。T

I3
の発聞

は 非常に重要で，もし ，P1日の発言で満足してしまったら ，P16 PI8.のような思考の結果がでてこな

い。つまり分解の理由がま疋じゅうぶん意識化され7いないにしてもここで理解されてふるわけである。

o調査結果

・前掲，農家の収支の表を提示(プリント)して答えさせる

1 米，表以外になにをつくっていますか(記述)

百己 迷 内 容

-麦，英語費を作っている

.その他

2 どんな副業をしているか (記述)

-もめんを織ったり ，わら仕寧令している

・上ううち 1つだけ答えたもの

・2っとも答えられないもの

3 人を震っているか (記述)

よ10人
事前 事後

8 1日
2 日

中2日人 下12人
事前 事後 事前I 事後

1 7 1 7 11 1 2 
5 5 。

.廃っている 9 

1:|1:|2:|:|1:| -履っていない

4 どんな人を雇っているか(庭ろに反応した生徒)……… (記述)

.水呑百姓，または貧農

.恋 人 {同義語〉

5 この資料の農家では，なぜこういう仕事をするようになったのか (記述)
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-商品繕済の箔遂による生館鈎の売買 ・年買力日;震 。 5 2 7 。
-商品経済が発達して ，肥料 ，銭具も貿うように 五 。 2 日

なったから

-商品経済が発途して ，品物が売買されるように 2 。 5 o I 日

なったから

-年貫が重く ，米麦だけでは主活が苦しいから 6 。 1 0 2 ι 2 

-主活が苦しいから 2 日 6 2 2 

-お金そもうけようとレて 。 。 2 

.その他 。 。 2 2 

6 .とのような現象は ，農村に対する統制のどういうととδがゆるんできたのか(記述式)

前掲の板脅自の点線でかとんだ農村統制のゆる
事前 事後 事前

み ，四つについて

-四っとも全部記述したもの 。 日 自 4 日 。
-その申の三つ記述 したも の 。 。 5 。 。
-ニつだけ記述したもの 。 。 6 。 2 

-一つだけ紀述したもの 。 2 。 4 

.銭村に対する統制がゆるんだ 2 。 。 。

.誤まり ，または記入r.cし 7 。 1 7 3 1 2 6 

(2) 百姓一校

前掲 貰の指導計画によるもので ，提示の順序 ，3および6について主として考察する。

ぽ審 議号は提示の順序(f旨導計画と閉 じ) 点線はその段階での板番事項

百姓 一 後 2 

6 (:ィ、差益.と.大泊乏にf弘元iれるー :1 f;-J・rr戸時ト;t-終りど，.;う
:商品経滞の発達:i 1: 貧治多くなる

l=?J :年質量三なる
>， 0 

'年賀にたよる武 I1: 6公 4民

二文の深み・・ー…:ノ 1: 日公 2民(ひどい例〉

5 

ほど増加

:fTち乙わし : 

・都市

・米価上がる:

.都市の貧民:

米屋
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封建f!iIJ度一武士と農民の関:

〆係が基本
ごうそ:

集団でおしかける 強 鯨

える

学習の中心と した教材，使用した教科書では ，一授の発生件数を遂年別にグラフ化してあるため ，
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俊寛承延元 正 事宝安

長永応 宝 禄隠保麿永

十十 十

八 二元六三八 三 ニ
年年年年年年年年 年

百姓一撲の発生件数

T
1
さっきのグラフで享保のころから多くなりは

じめた ，ききんの時多いとわかったのだが享保

天

保

四

年

文

化

十

年

寛

政

五

年

というのは，昨日勉強したことによ去と， 農村

では ，なにか変化がはげしくなってきた年です

ね，どんな変化がおーきてきたのだδう。

Pl ….. 

T
2息い出せる人，手宣あげてごらん。

挙手-少数 (5・6名)

T 3 5人ですからもう 1回前に配ったグラフを見

ましょう。

8 8頁の農村の|稽層分化のグラフ提示

享保ごろというと農村では，どういう変化が

はiずしくなる。

挙手多数になる。

P
2
平 小農が増えて中良治報少した。

T4大地主が，土地を沢山もつようになマたね，

そういう大地主と貧農に分かれてくるというこ

とは，百姓ー撲となにか関係があるでしょうか

あると思う人， 手をあげてごらん。

挙手多数

T5はい，じゃあ，なぜ，大地主と貧農に分かれ

ることが百姓→突に関係するのかな， ノ

教材提示の順序 1では， 復習と農村でどんな問

題がおきてきたか予想をたてる。そとで生徒か

らでた百姓ー授という発言をとりあげ，そのコ

トパの意味を問答をとおして説明する.

ついで， ー撲の発生件数のグラフ (左図)を提

示 して，どのように一授が発生しているか考凝

をさせた。その結果，板書の2のわくでかとん

だことを生徒に認知させることができた。

それから提示のjl関序， 3の工部皆κ入りー撲の発

生がどんな農村の事情から発生してきたのか，

差益明

永治
という常習に進んだわけである。

との段、渚は，中a，中cほとんど同様ずあるの

で，中 このみ掲げる。
六六
正若 年

¥皆さんは，関係ありと考えたのでしょう。なぜ

そういう ことが関係するの…・・・間 1分…・一

P.3 O あのね，小島の人がね，土地が少ないか

ら結局，田畑の収穫が少ないからね，年貢が多

くなると生活に図ってー摂をおこす。

P 4 3 山崎君と同じです。

P 5 O 同じです ，…---P6古 同じです。

T
6同じだということは，同じようにいうことで

す。同じですというのは，ちっとも同じでない。

(笑)

T
7そうすると農村で貧富が大きくなるというこ

とは，収入の少ない生活に困る人が，非常に多

くなっている。そこへ.(iiJが加わったの。

P 6年貨が重〈なった。 P7ききんがおきた

T s. • ~年貢は どれぐらいとられたか知ってますか

P 8・tPs. "'~r白う。
T9そういうのは何公何民という

・以下年震が貫主くなる ，ということについて学

習する。

-次にきさんについて ，資料を提示して学習 ，

T こういう状態になって〈る。君たらが農民だ
20 

ったらどうする ，だまって座っていて死ぬか。
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P よその土地へにげてゆく
21 

P22 -撲るfおこす

P ダEんでしまう
23 

ち5庄星から，米などをぬすみだすo
P 集団で，武士に文句をいう。
26 

ちlそうだな，今みんなの言ったようなことを行
なったわけだな。だからね， ー授というのは，

広い意味をもつんだよ。

一つは，にげるという場合がある。これを逃散

といwます。もう一つは ，代表者が直接に領主

とか森府に訴え出る。こういうのを越訴という

ね。そして，最後には，集団でおしかげて，交

渉がまとまらないときは ，暴力で争う。こういノ

¥うのを強訴というのです。(訳書 3) 

教科替の文章では ，百姓一報というコトパをせ

まい意味で，第三番めの意¥]7長で使っているわけ

ですね。

農村では，このような現象が，おきてきたわ

けですが ，一撲が多くなっているときには，ま

た ，なにが多 くなっていた・…-

以下，ろらとわし〈提示の順序 4に進む)

※ ここでは，農村の階層分化が一後の一つの

原因となっていることの理解が困難であるので

既習の教材および知識を利用 して考えさせたわ

けである。

指示の順序 7の段階百件ー撲・打ちこわしの意義

中 C

T
1
…略…百姓ー授や打らこわしが多くなってき

たのは ，世の中がだんだんどうなってきたとい

われるでしょう。

p'， o 乱れてきたと患います。
P 2 e 暗くなってきた。(笑)

T
3
まつ〈らになった ，ということでないんだよ

ね ，そういうのをどういえばよいのu

P52 不安になってきた。

P 
4
♀ 乱れてきた。

T4社会的に不安になったね，別のことばでいう

なら封建制度が乱れた。 (ほ畜 6) 

TSしかし ，どうして封建制度が乱れたといわれ

るの

PS♀ 封建制度の中では幕府とか大名に絶対服

従しなければならないことになっていたが，幕

府や大名にたてつくようになった。

P 
6
♀ 同じです。

P 7
早 百姓ー僕 ，打bとわ しがおきるというこ

とは， 幕府や大名がそれをとり指さえることが

できなかったから乱れた。

T6しかし ，随分びどい処罰したんだよ，首謀者

は片つばしからとらえて殺したんですよ。

中 a 

T， この ヒうに苔姓ー検 ，打らこわしがおきてい
るわけですが，このような百姓ー撲や打ちとわ

しが多〈なる ことは ，封建社会はだんだんどう

なって含たのだるう。

P
1 
O 乱れてきた。

T2 そう思う人，手をあげてごらん。 挙手多数

Tろじゃあ ，どうしてー療や打らこわしがあると

封織全士会が乱九てきたととになるの。

P2 会 農民が，武士のいうととを聞かなくて身

分関係が破れてきた。

P3 ♀ 武土と銭民の主従関係がみだれてきた。

T4 封縫社会のしくみは，なにをもとにした主従

関係

P
4 
O 土地を中心にしている。

TS うん，そこでね，土地を中心にした主欄係s

そうすると，武士は土地を直接自分で耕やして

いるわけでなく，言佐が耕やしているのQ

Ps念農民

T6 うん，そう，だから封建社会は，土地と農民

を苅己するという基本的な支配関係がある。

だから ，殺さぬように，生かさぬように農民を

支配し ，いゐいそ与な規則を作って農民を支配し
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もう少しね，なぜ封建制度が乱れてさたといえ

るのか考えよう。

封建制度というのは，どういうしぐみなのか，

誰と誰の関係が基本的な関係なの治iりよく考え

てごらん。

Pa.♀ 武士と農民。

ち 武士は農民をしっかりおさえて，そこから年

貢をとっていたのですね。だから百姓ー僕は，

なぜ，封建制度が乱れたということになるの。

弓 ♀ 武士と農民の関係がくずれたω

Ta.くずれたというのはおかしいね。

P，O合 武士と農民の|却系がみだれた。
T
9
たいせつな収入のもとになっている震民が，

ときには反坑するようになってきたんだね。

(lffi:書 6)

T'Dそこでね ，こういう変化が対きてきたのはど

ういうととから，おきたのだ合う。とれ(板書:

の原因企さす)貧富の差がおきたり， 武士向身

がやはり困って年貢をあげたね。

こういうことは，どんな乙とから生じたんだろ

う。

PlI 合 あのね ，尚品経済の発達

円2O 商品経済が発達すると武士が財源に図っ

て年貢をあげたわけでしょう。それから大地主

と小漫にわかれてきたのも商品経済の発達だか

ら根本は商品経済の発達でないかと思う。

1、，，;たいへん深く考えたね， 君のいうとおり，た

しかに翁品経済の発達が，いるいどうな面の原因

になっているね，そういう社会で誰の政治の仕

方が悪たった0)0

た。それで，こういうことになったのは，だーれ

とげもの関係が ，ゆるんだの

九年 武士と農民 ・♀閉じです。

ちそうですね， 武土と農民の関係が財注しくな

る。そとでー撲をおこすのは，農民が悪いと思

うか，武士が悪いと思うか感想を述べてごらん。

P7 O 武士が惑い ，年貢を重くするという武士

のやり方

九 色村役人が農民たらに不正を働らいたり，
下ヲばの武土も悪いが，自分の意見がとおきれ

ないからといって，暴力をふるって自分たbの

要求をとおそうとするのは，農民が悪い.

P。平 武士が，農民をしっかりたすけ， 一授や

うらこわしなどおこさないようにしなければな

らない。

も 早 武土が財政治E困ったからといって年貢を
重くして農民を苦しめるのは 武士が患い。

中 c (左よりのつづき〉

、も 合 あUト 封建制度の中で ，商品経済が発達
してくると幕府や大名の財政が苦しくなって年

貢を重〈 したのだから，こういうものをな〈す

るには制度を変えるより仕方がないと思う。

む ♀ やはり，武士の政治の仕方が悪かったと
思う。

ノ

も ♀ 生きるためには仕方がないと思う。だが

ら，ゃっばり武土の政治の仕方が悪い。

し 百姓一授も後になると政治的要求をもっ

ようになったととを説明する。

o調査結果 前掲のグラフをプリ y卜して聞いに答えさせる

1 -授の発生が，どういうときに多くなり，どういう傾向を示しているか(記述)

百己 A率 内 ，全7セ?・ 上 10人 中 20人 下 12人

事前 事後 事前 事後 事前 事 後

-ききんのとき多い .終りごろほど多い 6 10 1 5 1 7 5 7 

-ききんとき多い 4 日 5 5 5 5 

-その他 記入なし 。 日 。 。 2 。
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2 百姓ー授とは，どういうことか (選択肢，数は限定せず)

上 申 下

選 沢 肢

事前 事後 事前 事後 事前 事後

E百姓が集団で代官所とか領主のと ζろへお 9 1日 12 20 6 1日

しかける

-武士が中心で，百姓をひきいておしかける 日
。 1 日

日 日

-土 ー撲のとと 8 日 1 1 2 
五 q 

-百姓が集団で名主や大地主をおそう 7 ， 0 1 4 1 9 ι 6 
-民主的な社会にしようとして領主串 幕府と 。 日 3 。 5 

戦う
トー一一一 一 一 一一一 一ー一一一一一一一一一 一ー一一.

• 2っともできたもの 1 G 2 1 7 2 2 

• 2っとよけ いなものそつける 6 日 日 2 2 2 

• 1つできたもの 。 5 4 2 

• 1っとよけいなもの 1 。 。 。 5 

.全部ま ちがも、 日 4 。 4 

5 百姓→突は ，どういう島付の事情から発生したか (選択校数は限定せず)

.農村 lこ工業が発逮 レた 。 。 5 。 。
さき寺 Iv ・ 耳~f'F 1 0 1日 1 5 1 9 7 7 

.農村に商業が行伝われた 。 口 。 2 。
-多くの貧農と大地主計二分かれた 5 1 0 4 11) 4 1 2 

.年亘書が重くなった ? 1 0 16 1 9 ι 1 2 
-署名市から貧農が入ってくる 日 。 。 2 2 

. 1f塾民 ;i)~ 封建制度を改めようと考えた 。 。 4 。 4 
ト }ーーー一一 ー 一一一一 一一一一一一一 一一一一
よ記のうち

ヤー一『一 一一一一個

• 3っともできたもの 5 1 0 。 1 6 日 5 

• 3つ以外につけ加えたもの 。 。 2 。 1 

• 2つ 6 。 7 5 3 
35 1 | 

L一一一一.一一そ一ーの一一他ー 一一一 一一一
。 1 1 8 

4 百姓ー授が多くなってくるのは・封達制度がだんだんどうなってきたことだと思いますか(選択肢)

選択肢

ア みだれてきた 8 1日 1 2 19 7 

イ くずれて しまった 2 日 6 3 

ウ 民主的じなった 。 。 日

そ の他の選択肢 。 。 。

5 なぜ，そのような考えま したか，わけを説明してください。 c記述式)
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ア 事後調査乱れてきた，というとこοに反応した生徒についてみると

E己 述 内 @ よ 10人 中 19人 Tご?メ、

.封建制度は践士が農民を一方的に支配するのだが，それがくずれた 8 1 1 4 

.幕府や穴名の憶力が弱く主主つて統制がゆるんできた 2 5 2 

.きさん，年貢が牽くなる位どのー撲の原習を述べたもの 。 2 

-その他〈あ串定 1)) 。 2 

( 3) 視覚象徴を中心に学習を進めた指導結果の考察

まず教材に最初接したときの認知であるが，具象教材の場合には成績K関係ぜず，一定の段階

まで認知できた。この場合農村の変化・百姓ー授は記述式の関係もあ合うが，この最初の段階にお

いてすでに相当の差が聞いてくる。視覚象徴はf自象化され，記号化されているからそのよみ方を知

らなげればならず，最初のよみ方、で差が開き ，次に，それをよんで一次の解沢をする際に指導の佳

方によって，認知したことに大きな差が闘いてくると占がみbれた。

百姓ー授とは どういうととか，とういう問題は図示されたことを示すコトパの意味をどうとら

えているか，という問題であるが，ととでは次のような重要なととがよみとられる。選択肢の中の

土ー授に対する反応が事前!Clo'いて上，中位の生徒K多(.事後政下位の生徒!f(多いというととで

ある。学習前にないては上，中位の生徒は矧似の現象K対して既習の知識を適用しようとする傾向

がみられる(とれは当然である)，したがって ，学習K沿いては，類似の史実『てついては その相

逸を理解させるととが重要となってくるのメンテンスカヤがコ:ζ質的特徴fそっ:'jぺ刊とは諸概念の差を

っかむととが必要(8)と阿ってるのもその点を指摘しているわけであろう。:学現後，よ中位の生徒は

分離できても，今度は下位の生徒が多く反応している。との生徒?とちは ，事前には，それKさえ反

応できなかったが，学習後は理解がじゅうぶんでなかったので ，今度は混河ナゐょうKなったわけ

である。混同もし~い知らない段階から混同 ・ その分離という過程がみられるのである。

-因果関係Kっしイてであるが，百姓ー授の場合，事前においてある程度ききんとか年貢が重くなる，

という原因がとらえられているが，貧富の去が聞いて〈るととが原因のーつであるというは還の

できない者が多い。したがって指導にあたっては，このことがー授とどういう関係があるか，グラ

フを比較させ実証的にたしかめるという僧導と，ききん，年貢が重い，階層分化などが並列的でな

く，相互に関連し合って多くの農家を窮乏におとし入れていたことを理解させる指導が重要となる。

中学校の場合は， 原因と結果という単純な直接関係でなく，原因と原因が相互に関連し合って結果

をうむ，その原因と原因の関連はまた，この時代の封建制度における武士の貢也にたよQ経済機構

と商品経済の発達という問題から発生しているわけで，そこに気づいたとき，最も大きな認識の構

造的変化が行なわれるわけであ会う。農村の変化の原因も同様である。そして，この点はたしかに

中学生には高度な要求である。しかし，掲載した記録は，それを，実験的にある順序をもうて， 最

初は直接的々関係をとらえ，終りの段階で，間接的な時代の直面している課題(封建制・商品経済)

との関係をとらえさせようとしたものである。直接的関係のは怪から論理的思考を要する間療的関

係のは縫へと進めることは指導の重要占 の一つであり，それκは適切な助言が必要である。…。)
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-変化という商について.

農村の変化では ，資料を事前に学習した農村統制jを想起して農村の変化という面で意味づけること

がほとんどできない。これは，以前に学湾した農村統制の理解が不じゅうぶんであったからである

う。この学習は教科書の農村統制jと比較させてすすめたのでbるが，これをとおして復習もなされ

るわけだから変化の認知に関する学習はきわめて価値の高い学習であるといわなければならない。

百姓ー授の問題 4jo.よひE虻つ円ては，事前において封建制度がみだれたという認知はできるωLかし，

その線拠となる考えは封健制度のもつ基本的性絡を考えてwるわげでない。それはー横というヨト

パからば〈ぜんと ，幕府 ，大名の力が弱まったと考えたわげである。学習後は 54 ~がそこから脱関

しているが，他はまだその状態にとどまっている。一倹の学;醤て叩C7の尉渚は ，中学生には少し無

理なくらい深〈入っている。しかし，ときには上位(半分程度の)生徒をうんと考えさせるような

学習も必要である。小学校でも遊べたごとく目標はー定の固定したものでなく， 腐をもつべきで下

位の生徒には，また整理の段階で ，それに即した泌 考含させるべきであろうと哩う。

五 記述文から学習を発展させた指導の考察 一事保の改革一

教材 (教科書記述文)

1 8.世紀の前半，8.代将軍徳川吉宗は，家康の政治にならい ，質素.検約をすすめ，文武の道をおこ

したが， ことに吉宗が力を注いだのは，新田の閣発と産業の奨励であった。吉宗はさらに，裁判のより

どとと〉と して公事方御定書をつくり ，致治の引きしめをはかった。この改革を享保の改隼という。(そ

の他，上i蘭に白安箱のことが記載されている〉 以下 田沼時代田香

板番

4 __..守一 .，.......一回……・・・……・・・・ー…・ー一一・・一一一 ー、 1 
7訟を..…-ー・・・ー・ 事保の改革 徳川吉宗 1 7 1 6から . • 政村

; ~主活がはでになる ー~: 質素倹約 一一一←--S: 1上出を減らす ー・ 換金作物， IU業・

ー財政審しくなる _-文武ぞ奨めるで一---3>-:詳学ぞ併す一実用的学問: / :がさかんになるー

武士の播eilGおろる:---'":(新回開発 計/才収入ぞ地やすー町人のカ:r
‘・

.ベ産業ぞ奨めと出 青木毘l場 利用 : 年賀mく仕る
町人 ;/ : t9 安 箱 一一一骨投書箱 大地主と多くの

:経済力強まる/ i ・公事方御定書一一一司罰の規則 主従胸係 小震にわかれる

金貸.・~……一一・一‘一一 …ー・ ・・… ..C!)震解 . 
__________ : 7 田沼時代 (忍次窓知〉

6 ......______ : 
.育姓-t受

j盟丁人の力錐村に入る~込町人グヲ力を利一一←ー 「株中間を偲める

._用して産業の I (運上金をとる): 
8 ~ 1 
:ますます町人のヵ ιア ;開発 |良崎貿易

:伸びる 、平 和

:武士の気風すたれる毛一一一わいろ政治

この板書は量が多すぎてメモする時に時間がかかるだろうと患って，中央の作業をする2亨IJを空:爾に

した後掲のようなプ リントを配布して，そとに記入させた。番号は下記の提示の順序，点線はその段階

での被害事項を示す。
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提示の JI頂序 (実施結果)
〉

1 封建制度の中で生じてきた問題(復習) 6分 / ~ 5 改革の内容と時代の背景 問答 1 7分

2 幕政の推移の概観 (年表) 6分 I 6 その意義 2分

5 事保の改革，徳川吉宗について(肖像画) 3分 I7 田沼時代 1 1分

4 改革の内容と時代の動き(作業) a.分20秒/' s. その意義 2分

A裂では，享保の改革は農村の貧富の差の拡大とともに第2校時に実砲の予定であったが，中 bは農

村の変化に時閣をとり寄H校時に実施した。その際には，改革の内容として次のようなものをあげた。

武芸学聞の奨励，足高の制，上米の命1]，新田開発，定免制，新らしい農作物，目安箱，公事方御定書

実学の奨励，株仲間，などで，これらについてひととおり説明して，政治を改める 財政をたて直す

の二つに分類させ，それをさらに収入増加，支出を減らすのニつに分類させ，また一つーつの意義を

考えさせる方法をとった。(とれは計画によるものより少し多くしてある)また板警は，問答，説明に

応じて脅さ，黒I仮の板商が不足すると消して書くというほどで多量の板番であった。この学習の結果

は，面接をとおしてみると，

・男子中 IQl 1 7. T i享保の改革というのは，いつ頃，誰が行なったのJP 11ら世紀前半倒1/.....t 

T iどんなことをしたJP i内容としては，質素倹約・・……・あと忘れま した」

・ ~子下 I Q ß. 9 pil8.世紀前半のとそうで， a.代将軍吉宗が封建制をひきしめるために改革をおと

したJT iどんなことをしたJP r内容は， …・一生活をはでにしていけないとか…・・…・百姓の年賀を一
定にしたり…・…ーいそういと〉きまりをつくったJT 1どんなさまりJp rえーと…..…ゴ
・女子中上 1Q 1 1 7. P rその内容としては…・…・質素倹約とか文武の奨励をしたり，きまりをつくっ
たJ

・女子中下 1QI 0 9 P r年買をあげたり，新回開発をしたり ，回安箱をつくり，公事御lt蓄を決めた」
・女子上 1Ql 2 6 P rその内容は，えーと，えーと，えーJT rなんか，きまりをつくったねJp r 
公事方御定書や目安箱をつくったJT I!財政をたて直すためにJP l'年買を一定にして，産業を奨励し

た」

・男子上1Q 1 3 7. P i身分制度がくずれたり，農村にいゐいるな変化がおきてきたので，もとのよう

な政治に返そうとして，大名から 1刀石につき 10 0石とったり ，質素倹約を進めたり ，武芸をはげむ

ようにしたり，新田開発を進め，株仲間を認めたり，新らしい良作物を栽培したり公事御宅蓄を決め，

足高の制をびいた。 JT 1感心だね，よ くおぼえたね，なにかコツがあるのJP i後で聞かれるだろう

と思って，先生が説明しているときに資料をよく見ておぼえようと努力した」

以上のごとく，内容を多く与えすぎたこと， 恢蓄などで構造的は涯をさせ得なかったために，生徒に

は，内容がよくと らえられていなかったのである。これらがまた 75頁の5校時をとおした調査結果に

もあらわれ，図表Wの示すように事事政改革のとこゐがあまり良い結果を示さなかった理由でもあさうう。

そこで，中 cでは，享保の改革については ，内容を教科書の言己主Eに限定して ，時代の動さとの関係、の

は1屋に重点を入れて実緬してみたわけである。
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国T人4L

① 経済的な力が

向上

@ 武士に下請をさ

せたり ，金ぞ貸

したりする¥

産業が発途して ，自給自足の経済が

くずれ，商品経済が先遣してくると

@ 宝活程度が向上 しはで

にタる

そのために

r・華客府の財政が苦しく r.J:る
¥.4)1 
ノ t・大名も図る

ふ i縫村では

@ 換金作鈎(綿花なたね

などを)つくったり

刷業さかんになる

① 年ぐが抵くかけられる
「ー一一一一一一一一

板番事項 6

板寄与項 8

身分制度がく ¥.聖夜来も生活が苦しく借金

ずれ!まじめる| や内職，質入れなどする

~ 武士の権威や気風ゆるむ

型車制改革

"tJll 1 61 1=( 
1 (8) 大地主と多くの小鐙に

i仮毛主事項 4 : 欲.害事項 5 1"'" 
| 寸コかれはじめる

(作業) : I 
・・1(9) 百姓ー祭多くなりはじ

1 7 7 2 I 

から

ι 

Jよ

-， める。

t 被害事項 7 I 一.•. • • • .• • .. .. •.• .. • ....... .• • • ~ ...・..........・......一一一・ 0・・4
(作業〕 ・ | 
ー・・・・ ・田・・・・・・・・・・・・一一一・・--、 ー・・・・・・・・・・・・...........・ ぺ

・・いい....................ー・・ 4‘・・・・ ・ー・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・4

提示のl順序 4の段階

T そとで吉宗は ，どんな改革をしたか，表(前 l、※ ζ の作業の状畿をみると，制局の記述文程度

掲)のこの場所に ，教科書をよ くみて響いても | でも ，8.分でもじゅうぶんといわれないくらい

らいましよう。そのとき教科書の上の欄もよく | 時閣がかかるのである。観察でみられることは

みるのだよ ，そして，奮いたら君たbが最初の| 次のようなことである。

復習した町人や武士，農村の変化と闘係あると | ・成績下の一部 の生徒は ，どこを見ればよいの

思う とと6をね ，醤号をつけて結びなさい。は

い ，でははじめ。

かわからない。頁を言ったぐらいではだめで

指で，ここと僧摘しなければならない。

作業約&分 20秒机問巡視 ノ| ・下位の生徒，中f立の生徒の一部には ，どこまで
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が享保の改革で，どこから田沼持代の記述なの

かわからずに，混同して奮いているのがある。

.教科替のニ欄には整理して番号までふっている

のだが ，それと照合してたしかめようと しない。

.全部の生徒が困難で ，一番時閣を費やしている

のは ，時代の動きとの関係を番号で結ぶととゐ

である。。

提示の順序 5の段階

T いいですか，なかなか面倒ですね。25' ~ • N ， 

私が今主義i板に書いたようなこと (4の枠でかこ

んだとこそう)を書きましたか。

P32 ハーイ (口々に)

T26質素倹約ってどういう意味だかわかる。

p__ o むだ使いしないこと
33 

T そう，むだ使いしない，ということなんだな27 ... / " 

吉宗は，人に進めただけでなく ，白からが率先

しでもめんの着物を着たり ，玄米をたべたそう

です。どういう情勢だったから ，そういうこと

をしたのでしょう。

P ♀ 5の生活がはでになってきたととと， 4 
34 

の財政が苦し くなってきたこと。

T そう， そういうように考えた人， 手をあげて
28. 

ごらん。

P
35
・はでになるという番号もつげた。(私語〉

.財政が苦しくなる もですれ，(秘語〉

T
29そうだよ ，両方に関係するわげでしょう。

(板書線を引く〉

T30そうする と，これは財政困難なので，なにを

減らそうとしているわけ。

P
36支出。

T31支出を減らそうとしているわけだ久，

(板書 5 ) 

T
32
文武を奨める ，学問や武芸を奨励するという

のは ，世の中のどういう状態に対して進めよう

というの。

P
37字
5の武士の権威がおちてきた。

らうん，そういうように考えた人一一挙手半分

程度……よし，武士の権威がおらて ，平和が続?

くから， だらだら している。そこで気分を引き

締めようというわけでしょうね。吉宗はたいへ

ん狩が好きで， 多く行なったそうですね。

馬にのって 狩りなどに出かけた。

学問としては ，なにを奨めたかという と儒学で

はなくて，実際に役だつものを奨めた。とくに

自然を研究する科学を好んだのですね。そうす

ると日本の学問ではふじゅうぶんなので，どこ

の学聞がよいか。

ミ&外国，外車 (口々 に〉

T
34
外国でしょう。そこで吉宗は ，キリスト教に

闘係のない，自然科学の本で中国語にほんやく

された洋書の輸入を許したのです。

〈板書 5と線を引く)

宅5新回調発や産業の奨励，とういうことはどう

して，こんなことをしたのだろう。

九?♀ 7の年貢が重くかけられるから

136どうして ，そう考えるの。
P
40 ♀回畑が軌て米がとれなくなり ，年貢に

よる収入が少なくなったので開発して収入を多

くするため。

もなるほど，彼のとるに年貢による収入が滅つ

たわげではないのですよ。 しかし， あなたの言

った後の方は正しいわけですね。だから ，もっ

と妥当なとこると結ぶにはどとだそうう。

P
41 
O 4の財政が苦しくなった。

τお財政が苦 しい，というとこゐと結んだ人。

挙手 2 0名程度

T 新国を開発したり産業を奨励するのは ，吉宗
39 

が，なにをねらったんでしょう。

P ♀ 収入を増やす.
42 

T4Q収入を糟やす，なぜ収入金増やす必要があっ

たの

P 財政が苦しいから(口 k}'L)
43 

T そうすると財政が苦しかったからだね。
41 

(板番線を引く 板書5)

T 新国の開発を盛んにするために，年貢の盆を
42 

普通の田畑より ，ヂーと減らしたのですυ
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それから産業を盛んにするために ，例えばね ，

教科書に若手し‘てあるぷうに， 有名な宵木昆陽 と

いう人を腐ってね ，なにを作らせた。

P44 dつまいも (口々に)

T 43 さつまいもなどね，しかも ，ζれらの新田

開発ゃ .産業を盛んにするために町人の刀を利用

したのです。町人は ，お金を沢山もっている

ので，お前はひとつ開墾してもよいぞ.とし、

うようにすすめたわ行です・・ ・以下略

以上のように， 教科書の記述文を ，そのヨトパのもつ意味のは緩と，時代の勤きを示す史実との関係

係は鍾に革11mしたもので ，この結果は .5校時をとおしての調査11.図表 N (74‘頁)のとおりで

ある。
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その他の参考文献

沼 国次郎著 日本金史 7 近世日 東京大学出版会

読売新聞社 臼本の歴史 7 士農王国

B ゆらぐ封建制

史料による臼本の歩み 近也篇 吉/11弘文絵

日本史料集 山川出板

日本史料渠w. 平凡社
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第五章 「幕藩体制の動揺と幕政改革」の
学習指導とその考察 (高等学校)

指導計画と指導の概要

f旨導内容の概要は，土地経済を基調とする封建社会が ，商品経済 ，貸幣経済の発展に伴い，しだいに

動揺していく過程を政治，経済，社会，思想などの面から総合的に考察させる ことをねらも?したもの

で，そのうらの「幕政の推移Jでは，幕府や諸落が封建社会の維持について懸命の努力を払った事情や，

その政策と現実との矛盾について理解させ，とくに，幕府，諸藩の財政や武士階級が窮乏し， ー部の商

人層に富が集中して町人階級が台頭したため，身分制度が〈ずされていったことに注目させる。また，百

姓ー撲，打ちこわしなどが天災地変の災禍や一部領主の悪放によって起こり，封鐘社会が動搭していく

過程を考えさせる という趣旨のものである。
。}

なお，実施した学級は， 2年と 5年の就職コースであり ，使用教科書や週における時間数も異なるの

で，指導計画はそれぞれわげて放列して縄戦する。

高 a (3学年〉

・幕藩休制が，その内在的諮矛盾の成長により休

捌lの危機をはらむようになり ，幕府がそれに対

する幾度かの改革にもかかわらず次第に動揺し

その打開は封建制度という枠の中ではもはや不

可能になτてきたととを具体的に理解させる0

辱藩体制唯立の諸方策が結果として商工業の発

達をうながし ，それが武土の現乏宏まねき，さ

らに町人暗級の台頭，農村の変質 〈商業資本お

よび高利貸資本の侵蝕と封建支配者の搾取によ

る)百姓ー撲，打ちこわしを頻発せしめたこと。

そして ，これらが封建権力，身分布1]度，封建的'

基盤などを動揺せしめていったことを理解させ

る。

。時間配当

第 1校時 時代の直面した課題と享保の改革

第2校時事保の改革と田沼時代

第5校時寛政の改革・調査

第4校時武士の窮乏

第5校時農村の窮，乏と百姓ー僕

2. 指導の概要

高 b (2学年)

・前代に確立した封建制度が変質しはじめ，封建

支配が動揺してい 〈過程を次のような点から理

解させる。

ミZ保の改革，田沼時代，寛政の改革にお

いて，この動揺をくいとめるためにどのよ

うな対策がとられたかを理解させる。

封建制度を動揺に導いた理由を ，溜品経

済の発達，農村の分解，とれから自然に生

ずる民衆の封建制への抵抗の激化，および

一方における武士の窮乏と町人の台頭に探

り， 上述の政治改革も結局はこのような動

揺の原因を除去することにあったことを理

解させる。

。時閣配当

第1校時武士の窮乏と農村の変化

第2校時享保の改革

第3校時 田沼時代と寛政の改革

第4校時農村の荒廃と百姓一被，打らこわし

高校の指導形態は，ほとんど講義であるので講義の概要を掲げて指導内容および教材提示の順序を示

すことにする。なお一部録音をしなかったととるもあるが，それは事前に作成した指導計画を示すとと

- 1 05ー



にする。 (~号 ， 符号は執筆者がつけたものである〉

両 a 高 b 

第 1校時 事保の改革 議 1校時 ÎË~士の碍乏と農村の変化

1・時代の直面レた課題 T ・復習，文治政治と幕府の財政翁乏

7 ・封建社会の選本将軍造 支配階級と しての I 2・器財政の窮乏

武士 が土地を交配しμ民 から年買をとる | 借金，献金，像械の倍リあげ，賞租の噌徴

イ・ その[期係 の中に ，商品生産，貨 幣による交 I3・旗本 ， と家λ 議 士 の閉乏

決経苦手が発達 ア ・借金 ，ど家人株の売買 ，内職 (史料〉

ウ ・その影響 | イ ・身分制度の動嬬

・武士のはでなま活一一一金に因る ←財政忠之 I 4 .段村の変化

.農 民 の自給自足経済の破壊一一商品作物 | ア ・毒事府.路務の対策としての貫主Eの地徴

-年質C土曽徴一一一銭民の再ま霞過程が危機 イ・商品綴済の発途 自給自足経済の脱駿

に おちいる。 I 貨幣の椛通 ，肥料， 処具の脱入

試 士と織民主き申 心とする封媛備1Jf.支にかえそうと | 主建物の販売

する | ウ・ 階層分化

2 .吉宗0.:'~文革 I .水呑百姓の地力口と大地主の出現

ァ .吉宗の人物について ，その根本政策 I .寄生地主の発生

r!lll事の事 ，権王見積お定めの通り J I .商業資本の進出

イ ・質素倹約について I 4 .時代の直面した課1m

ウ ・武 芸の奨励，鷹狩りそ好む l 自給自足経済の崩疲一一一筒晶経済の発達

エ ・民主政政策 | 本百維が分解一一ー貧農の熔加

I .足高の伽1] 武士の g拝

。rr.よ米 | 政治の改革が必要

m.定免侍Ij
オ ・ご家人の救済棄損令

カ・結果と影器禁 財 政的危機をきりぬける

しかし米価の調節に苦労 米将軍

米価をあげて歩定δせる乙とが不可能

第 2!交時・事保の改革および田沼時代

1 .事保の改革 猫皇室興業政策

ア ・農業の奨励

・商品経済の発達

・商品経済の発達に 着服レ ，そ の利益を吸

いあげ ようとする武士階級のねらL、P
・吉宗のn;z策

-商品作物の栽培奨励朝鮮人容，ざと

うきび.~つまいも

.そのための自然科学の知識としての洋

学の導入

・新田の開発

2 .行政面での改革

青 木亘陽

ア ・公事方御定書 刑法の整備

裁判の公立をねらいとする

第 2校時事保の改革

1 .字保の改革の時代的背景

2 事 保の改単

ア 基本方針文治政治から武断政治へ

イ・吉宗の人物について

ヴ・正文治の改革

I・気風の刷新 武芸の奨励風俗のきょ

う正

1I .倹約令

駆・足;寓の制

IV .公正な政治

v .公事方街l定望書
¥'I .閏望号箱の設置

エ.財政政策

.上米の制

-宮署損令

-産業の奨励

・新田開発を奨励する

・新らしい縫産物の奨励

. 貸主歩包帯1]
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縁 F甚法号ゆるめる

イ・目安箱の設置 投主磐箱

3 .亨ー保の改革のまとめ

ア・支出を減ら 1，，収入を上回やすて十嵐ぞひき し

め 、政治の嘩苦勢をなおす

イ・ 財政政策 主役価の調節できず

ききん一一一全国的に百姓一俊多 くなる

4・霊求基・*治の時代

5・回沼時代

7 ・白羽窓次・沼知

イ・都市の商業資本を積極的に利用する

貨幣両蓋済を積極的に利用する

ウ.，株朱制{伸中喝の設鐙一一苧 連-よ仁金 冥力加口:金金をとる

エ.l専g克『智制到刊J とくに金E腐耳喪類買

オ.長崎重言易の奨励

書司.俵物ぞ輸出 して金銀ぞ肉入する

カ ・殖産興業 平拓家業 (因I路沼 ・手賀沼〉

カ ・笑学一一洋学の奨励

自然科学に関する実用的な学問

キ.米価の調節

・米価の下落とその対策

・享保の き さん百姓ー挟打ち乙わし

ク・その影響

.都市の商人が 畿 村に進出

・階層分化を感んにする

・商品圭{fi_，貨幣の流通;aますます盛んに

する。

.財政的には 1時的に立ち直る。

務政の中興

第 3，校時 ，田沼時代と寛政の改革 (事前計画〉

・田沼の政治について，その腐敗の面だけでなく

事保の改革のもっている一面との連続において

正しく位指づけて 理解する.

北海道の開発 計画 商業資本ぞ利用し | ・寛政の改Z訟は ，田沼の政治を修正して，幕府初

て進める

キ・わいろ政治

期の政治のやり方に復帰させようとして， 復古

的 ，反動的政策をとったととを坦解さ せる。

との時代の傾向・それを罪軍基視せず

ク・時代に対する傷者諺 1・田沼政治の性格 側近政治

-士風がみ だ れる | 商 品・ 貨幣経済の発展に即 した現実主説的

.盛村に商業資本が入り ，ji討 すの変 化 激 し | 積極策

くなる， ;1lI:百舷 でお定す るもので る I 2・政 策
・天 同月のききん .浅間山の爆発 | ァ.新田の開発・印1f{相手賀沼の平拓計画

島村 首位一役多くなる | イ・専売 制 度 銅.真鋳，鉄， 朝鮮人参など

都市米価騰貴 ，打ちとわし | ウ・移転仲間の公認逮よ ，冥加金の徴収

ケ ・回mの暗殺，失脚 | エ・長崎貿易の積極化 銅 ，俵物の輸出

6・田沼政治の性格 | オ・蝦夷地開拓計画

商業資本の利用という特色，しか し封建制度 I 3.結果

をますますく す してゆ< ，士風もみだれる | ア・わいろ梢行，士風の たい催

定慣の登場 | イ ・天明の大ききん 育姓一被，打ちこわし

第 5校時，寛政の改革 〈事前の計画i) I ウ・失銅，意知暗殺より害事ち目
・社会政策に重量点のおかれた， ζ の改革ぞとおし I 4・意義

て 18世紀以来の政治 ・社会の混乱を現解させる | わいろ政治展開 ，しか し新気還の 動き認められ

・社会政策や復古的・反動的政策が都政のゆきず 1 る

ま りを打開できなかった艇史的意寵誌を理解させる。 I 5・寛政の改革

1 .社会政策

ア.町会所 〈七分金積立)

イ ・人足寄場

ゥ.固い米

エ・再建盤制限

2 .緊縮政策

ァ.性格 事保の改革ぞ目標・緊縮 ，反動的

政策

ィ.財政改革

I倹約令

E葉領令

町 長葺村復興策 .固い米;の 制
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ア・ 綱紀の蹴正 | 七分金積立

イ・ 財政立 て直 し | ウ ・商業の取り締り

ウ・寛政奥学の然 | 商品作物の殺培街IJ限

エ・ 風俗出版の取り締 り | 諸隆の勝止と株仲間の終王製

オ ・海防策 I .T..・人足竜野滋

ォ、言論 ，恩燭の統制

E腎4校時 武士の窃乏 | ・寛政典学の禁

1・爾藩の政治改革 | ・林子平の禁国

ア・ 藩政改革の共通点 | ・町人文芸の取り締 まり

起量村統制の強化一一年寅地徴 I 6 .結果
組居資興業熊一一 専君主制 | 締酬な政策への反感 ー失脚

イ・ 成功レた滞 ， 頑摩 ， 長州 ， 熊本藩などの四 | 鐸~ 4校時 総村の荒廃と百雄一被

南諸藩 I 1 .段村の荒廃

2・髄階級の納乏と対策 i ア ・商業資本の道出と年貨の加盆一本国畑
年賃繍書紋 ，専売制 ，借 金， 献金 ，働時の借り | の煎関

あげ l ィ.天災地変による不 作 ・ききん

5 下級武 士 の府乏 I .ききん

ァ.羽乏の実情(t盆事見開銀〉

イ・ 内職 ，質入れ

ゥ.借対

天明のききん f史料利用)

天保のききん f 同よ)

ウ ・能村

エ・ 町 人 との縁組み 武士株の売買 | ・出様ぎ，身売り

4 ・3己配階級と しての武士 の楢威失墜 | エ ・間引き

身分制度の動揺 | オ 人門停滞

5 ・封建制 度の土台と生ってい た農民は .どうい I 2・育佐一量産

う変化をとげたか. ア ・一室突発去の原因 荒鱒について豊整理する

イ・育雄一喫発生件数 (史料利用〉

第 5校時 段村のお乏 〈事前の計画〉 ・事保期のピー ク

-山村の変質が覇軍海体制の動揺においてもつ憲章Ii I ・天明期の ピーク

ぞ理解する I .天保期のピーク

.育雄一 際 ，打ちとわレが ，封建制度における身 | ・絡来のピーク

分秩序一一武士と盛民の関係ぞ破たんさせる:0: 1 3 ・ー撲の怠図と形態

味をもっととぞ題解する@

1 • 1i釜本寸変化の諸相

2 .変化の原因

ァ.商業資本 ，高利貸資本の農村侵蝕

イ・ 封慾支配者の収奪の激化

ウ・ 天災地変

5・農村の変化

ァ .農村の荒廃

ィ ・::$:百姓体制の分解

ゥ .'iIl'笠泊三主の発生

4 .育雄一4突

ア ・性格

イ ・変せん

ウ・ 歴史的窓鶴

ア ・初期 年震海挽 ，機地反対などの直訴

イ ・中期 経済的要求に政治的袋求加わる惣

育姓ー祭

・格府の貸幣改鋳による物価変動から改

惑に反対

・専売制に反対

ウ ・後期 だいたい 19世紀 ，政治的要求が

より強くなる0

・貧績が中心となり ，t貫主 ，および領主と

結びついている村役人 ，高利貸 ，地主を

おそう (史料利用)

例 ，近江一 銭

4 .歴史的窓厳

ア ・本 l吾宜・良の見解{史料利 用 }
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5・打ちこわし 〈乙の校時は，乙 ζ で終る。〉

ァ.天明の打ちとわし

イ・大堀の乱

以上のごとくで，高校では，ト，中学校とは指導形態も臭なる上，生徒の発達段階からみても，また

学習能力からみても非常に異なっているので，第二章で述べた仮説をここで全面的に適用して計画をた・

て指導したわけでない。しかし， J'旨導にあたっては次のようなことをとくに配慮した。

・生徒が課題意識をも司て講義を聞くように教材提示の順序，講義の仕方に留意すること。

.史料の利用に留意する ζと。

したがって，第 1校時において，この時代の直面した課題を生徒に意識させるよう留意し℃指導がな

されたわけであるu

II ，指導結果についての考察

ここでは， 4・5校時をとおして学習した結果，生徒がどのような時代像を再構成したか，また幕政

改革の攻策を時代の動きと ，どのように関係づけては極したかを調査結果をもとにして考察するこ とに

オC-u

I 生徒の再指成した時代像の分析とその考察

。調査問題は次のとおりである。

次の 12のととばの中から 6つを選び ，それぞ使って「事事務体制の動揺と事事政改革」という.1mで

あなたの考えをまとめて響いてください。使ったものにはO印をつけなさい。

商品経済 鎖国 百娃-4突 参勤交代

資本を利用した積額政策

?政条約

身分制度の動指

文治政治

明治維新

.調査時期 事前学習前 1週!自前 事後学習直後

・澗査時間 2 5分

議長の動き 商人

緊縮政策 鎌村の荒廃

・凋査人員 高 a 4 0名 高b 4 7名 (放課後実摘したので， 学校行事との関係で欠席者が

あった。)

-生徒の再構成した時代像を類型的に分鎖すると次のようになあ。

類型 事 前 事 後

番号 類 Z魁

高a 高 b 高a 高n

園内の経済，社会，政治の動さについて，選択肢を 。 。 I 2 15 

6づを選び説明する

2 選択肢5つ宏正しく使って開〈 ζと説崩ずる。 4 18. 14 

ー-1日宇 一ー



5 |蹴4つを正しく使って説明する 2 6 7 7 

4 類型 1;から 5程度の時代像で ，一部の誤まった認議 6 ι 2 ら

を含む

5 l圏内の動揺については，選択肢の中から5ないし2 10 & 5 

程度のことにしかふれず，間際関係，幕末の国内情

勢の説明が主になる

6 |圏内の動屈にはほとんどふれfず，主として森務体制 5 6 。 。
の成立，国際関係，幕末の情勢を説明する

7 l類型5から 6程度の時代像で一部の誤まった認j裁を 7 1 4 日 。
含む

B I 5つ以下の判断の結合による単純な考え ，または誤 ι 6 。 。
まった認識が多い時代像

o次に選択肢および時代像の再構成に必要な主要な命題に対する反応状態をみると次のようになる。

命題
事 前 事 後

番号 命 題

高a 高b 高a 高 b

⑤ 商品経済 22 22 36 32 

鎖 国 28. 24 13 10 

⑬ 百姓 一校 20 27 27 4る

2 参勤交代 20 20 6 4 
、

20 文治政治 11 7 5 1 5 

28. 薩長の動き 15 18. 2 。
@ 商人資本を利用した積極政策 ? 12 26 36 

⑪ 身分制度の動揺 19 16 34 40 

41 明治維新 10 。
@ 緊縮政策 7 10 35 35 

⑬ 農.村の荒廃 q 1 6 33 42 

32 安政条約 4 5 。 。
以上は選択肢である。

ト一一一 トーーー←ーーー 一一一一一 一一 一一一一一 一一一一一ー一一一一 ーーーー
9.8. 武却)~または，武士の内職，質入 2 2 2.4 33 44 

12・ 農村の自給自足の経済がくずれる ・商業資本高利貸 4 8. 2 2 

資本の進出

13 農村における階層分化 。 。 4 1 0 

14 農村に対して年貢が重くなる & 15 27 26 

15 ききんや不作におそ材1る 6 10 27 

- 11 0ー



選択肢の中のO印は ，正答としたものを示す。この6っと選十周安以外の5つについては ，他の史実と

関係づけて記速されない場合，また関係づけても，その困果関係が誤まっている場合は反応と してと ら

えてない。その他は記述された易合全部反応としてとらえてある。また ，正答とした6つの選柄伎にO
印をつけて ，なお鎖国，参叡佼代，文治政治などのととばを使っている生徒もある。その時代像に誤まり

がなければ類型別分類ではもらゐん 1としたが ，上記の選択枝別の反応には ，それを反応としてとらえ

てある。(図表は次頁)

o生徒の再機成した時代像の論理を分析すると次のようになる。

・命題論理による分析の方法は ，小学校 27頁中学校 7 1買を参照されたいが ，だいたいの記号 ー

の意味は次のとお、りである。

・(5)のーは ，'でない，否定を示す。との場合は商業が発遥しなかった。

・・ は がそしてs という連言の意味 ，14・15は年貢が霊くなb、， そして，きさん托なった。

・コは'ので， 'ならば，の意で二つの場合に使用する。一つは因果関係の意味で ，1 4フ

1 7は年貢が重くなったので農民の生活が苦しくなった。

もう一つの場合は ，含意の関係で ，武士が身分(株)を売るととは身分制度の動揺を意味す

るという場合は ，9っ11と示す。
. は記述文の大きい段落を示す。

• xは誤まった認識を意味する。

・命題番号は 29貞の}JIJ表によるもので小，中，高校共通である。重参考古でにだいたいの番号と内

容との関係は ，1-3は幕藩体制， 4- ιは産業経済の発達，7 - 1 1は武士と町人との関係価

1 2 - 1 9 農村の変化 ，社会不安 2日- 1 7幕政の推移 ，28-29，尊王様夷 3日-36

黒船来航 ，開港 ，その影響 :; 7 - 4 1 幕府波亡などに関係する命題である。

・だいたいの傾向を示すため1tL，高a，高bの出席番号奇数の生徒の事後調査の分のみを示ナ。

出席

高 a ( 3 学年)
番号

1 I 3・(10つ⑪〉コ@・ 15コ@. 38・@ ・5日
五 1 ( 1コ4)・@・12コω.8コ@:12・@・(1 0・8・9)コ⑪

51 21(20)・⑥・(⑬コ24')・@:27・(8・9)コ⑪・(1 2コ13)・⑬・29

7 1 (，ωコ 0)・7・(8羽)コ14コ(⑬・⑬)・⑪(⑫・⑪〉
1 1 I (1・2)コ5・(CQiコ(1日・ 9)コ⑪・ (8コ14コ17-:J⑬) Jコ21・50・@・38

131 (草)・8::>⑫ ・P誕b・42・29.41
x 

1 5 I 1・5・〔⑫⑬:8コ⑫ま@コ(8・10)コ⑪・ 38)つ22・24・45・50

( 2・@)コ 7コ9: ( 4 7・1日)コ⑪・@コ19コ (24・22)・@ ・50

-111-

類 晶 型

番 号

3 

2 

2 

2 

2 

5 

4 

5 



19 I 2 ・1つ33・(@つ 7つ(@・14)コ@:10 ・9 ~ 43) =<>@・38.
~ 1 I ((⑤・10】つ?・@: 14・⑮ ・ C17 :::J⑬)) :;) 21 (@ ・⑧〉
23 I (5)っ@・8.)::>22 (14)コ C17 ・13)ニ@・(23 (@・⑮・ 8・?・@)フ24 (24) 

15 :::J⑬つ 45 (@)・ 50

25 I 1:::::> 3 ・ (4つ@コ 10・ (8.・17)・⑬つ⑮〕コ@・w・31・2S.・ 42・38.

5 

27 I ((⑤つS.:::::>14つ@ :10)つ⑪ ・38.):::> 21 (@・@) ・50 ・@・ (17つ⑬) I 3 

29 I 3;:::> 20 : @つ 12・@ ・〈⑤つら〉つ@つ 14つ⑬ ・げ ・@

31 22 (20)フ⑤・24 (⑬つ@)・ 27 . (8.::> 9) ::::>@・(17 ・12)つ⑬ 2 

331 ⑤フ8.:::::>14・ ( 14・15) :::::> 17 :::::>⑬・⑬. (9:::::> 23 ⑩ :::::>1日つ⑪〕つ 24 ⑮ I 2 
35 I 1・5・(4均つり⑪コ 21 (22⑮〉田23⑩.2 4 @)  . 5 0 : (1 4 • 1 5 )つ⑬つ⑬・381
37 1 (⑤つ(7 ・8.)フ 14:::::>⑬・ 13 ・⑬〕つ38..:::>21 (@・22 (22) ・23 (⑧) ) I 2 
391 3 ・20・@コ 10・@つ21 (⑧・@)・50・ (15・14)つ@ j2 
411 1 .37 (⑤つ 7)・@つ2122@・ (15 .1 4) ::::@. (15つ⑬コ⑬)フ剖 (@r • 50 I 2 
43 1 22 (20) つ&つ@:14:::::>⑮・ 22 (⑧〉 ニコ 10 つ@

47 1 20 ・〔⑤つ(14::;) 17 ;:::::>⑬〉・ 10)つOつ22 (⑧〉 ・23 ⑨) I 4 

3 

7 

? 

11 

13 

15 

高 b (2学年)

( (⑤つ 47)・ . (14・15)つ(@・⑬)):cs.つめつ22(⑧〉 ・23 (⑧〉コ 10つ⑪

1・2 ・IDコ(10 ・8・9)つ⑪ (14・15) :::::> (17 ・@】 〕つ22 (@) ・×

(@つ(10・9)コ⑪〕 コ21 (@) ・50 ( 15 ・14)つ⑬

1・s.::::>20 (46 ) ・50・22 (③・@):::::>47・14・15つ(17 ・⑬ ・⑬) ( 2・

7 )つ 8つ9 ・10コiY
( s.・17)つ⑧ ・50・@: (ぷ⑧つ47)つ (12・13)つ〈⑬・⑬)) ::;) 24 (③〉

20 ・22 (⑧・22)つ⑤・24 (③・?S)コ 17 ・15コ⑬

( (⑤ ・12)_.:::>13 (15::::>X) ::::>8.::::>9つ⑪):::::> 22 (⑮〉・(15つ⑬〉 ・23 (@) 

17 ・⑬

19 1 8.つ 21 (@)コ47つ@:8.つ@・50・げつ 43つ@) ・(14・15)つ⑬ ・17・@

己

4 

5 

2 

2 

4 

4 

21 I 20・8・47 • (47・14)つ 12・aコ22 (22・@) ・23 (23・@. . 50 : 47 ・ 13

( 15 ::::>⑬〉・⑬・45・50

23 I ⑤つ(8.・10)フ (2:: (⑧}・ 23 (@)つ 10 ・50) (15::>(17・⑬ ・⑬). (s. 

・9) )つ⑪

251 8.つ 22 (22・@):::J (⑤・ 47)コ 13 ・23 (@) ::::> 19 ( 15 :::J (⑬・ ⑬). (8.つ

9 ) )つ⑪

27 

29 

31 

33 

35 

37 

39 

20 (⑧〉・〈らつ 9)つ⑪(14・15)つ(@・げ・ ⑬)::::> 21 (22・24・45) 

50・⑬

らつ(9・14) ・ (14::>17) ・13 ・( 12つ⑤〉 ・ ( 17つ⑬) ・⑬ .S.::::> 9っ43つ⑪

⑤つ(s.・10)フ⑮.::::>22 (③ ・@) ・50・47・23・24・50コ⑬・⑬

〈⑤つ 10) ・20 (8.)・ 〈らつ9)つ⑪つ@:(14つ 17) ・⑬・⑬

( 8.つ③〉 ・(48.つ8.)つ?っ⑪つ⑧つ (47・10)・ 17つ⑬・⑬

( 1・2)つ5 ・20 (( 8.・ 10)コ@.・17:::J⑬〕コ 22

20 (e.)・(8.つ?っ 43:::::>⑪ ・【 47・@)ヲ (13 ・15)つ⑪つ⑮〕つ21(23 (@ 

〉・24 (⑮) )・ 50

4 

5 

2 

411 (20::::>8.)・(( 8.コ 9)・(14つ⑬〉 ・(47 ::::>⑤) ) ::>@・22 (22) ・50・15;:::::>⑮13 
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前

後

一一一挙
ーー・ 4 挙

凶表I
領益目別分術

% 
45 

高 b(. 2年 )

2 

ヘ
ト
¥
¥

¥
¥
ヒ
/
，，J

8 7 5 4 5 

4日

30 

25 

10 

5 

20 

15 

35 

高 aく5年 )

/， /' '" 、、 -， 
l' ，，../ ー 、 一，

'" I ¥ /、、ノ¥
/ 吻官、、
/、、k

d ¥  

1 2 3 4 5 6 

% 
50 

45 

40 

30 

10 

5 

35 

25 

1S 

2G 

6 日

選択肢K対する反応

企印は選択しKない命題

7 

図表且

ヘ¥ I ¥ 
I ¥ I 、
I ¥ ¥ I ¥ 
I ¥ ¥ I ¥ 
¥ ¥ I ¥ 
¥ ¥ I ¥ 
¥ '.. I 
・" I へ‘、、I I、.、、I J 、( 、

ノー，、、、
12 ， 3 .14 15 
47 L>. A L>. 

L>. 

高a( 3年 〉

o/c 

70 . 

10日

90 

8d 

60 

5日

40 

5日

20 

守口

9
8
A
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% 
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40 

90 

80 

70 

60 

50 

15 

L>. 

14 
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13 

t込
32 ⑮ @ 
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43 I 1つ(33・37)・10・9・2日 (f， )つ22 (22)つ(47・⑬)・ 23 (⑧〉・ 50・I2 
⑬つ 24 (25) 

45 I (C &つ 14つ 17) ・【⑤つ 10) ・〈らつ 9) )つ⑬ ・23 (③〉 ・24 (@)) ・(15コ向 1
-⑬〉フ50

49 I (20 (7) -:;J &)つ22 (22)つ(をつ(10・aつヲ〉つ⑪・23 (@) ・50・⑬ ・⑬ I 2 

・3&

51 I 1・20・ (@つ(7・8・10)つ⑪〕つ 22 (20・22)・23 (23・@)つ 19・24I 1 

{ゆ ) : (14・15):?(17・@・⑬)・ 3&

以上の考察

，図表 Iにみられるように，事前において生徒1勺再構成している時代隊は，類型5および6・ (開園前

後の事情や幕末のようすを主にして述べる)フ(その中で一部誤まりを含む)が多く ，また&(多く

の誤まった認認や単純な考え〉も多い。この己とは.高校生といっても中学校で学習したことを忘脚

し，主観的な誤まった認識をもっている者が多い，という考えのもとで指導を進める必要のあること

を示している。学習後においては，大部分が正しい時代像の再偶成ができ，著しく不完全な時代像，

誤まりの多い時代i像， (類型， 6 ， 7 • &)はいなくなる。この点は義務制の中学生と非常に異なる

とこと〉である。その再待成した時代像は ，ヰ学生ほどー定のタイプをもたないのであるが概括すれば

次のようになるう。

「武士の窮乏 &-， 
商品経済の発達@一| ト身タ制度の動揺⑪一享保の改革22ー趨人資本の農村進出47
(貨幣) LI渇人のカ ，O_J 
一回沼i時代23 (趨人資本を利用した積極政策⑧)一一寛政改革 24 (緊縮政策@)一一失敗50ー

(ききん 14) や年貢の増徴 14と相まって一一農付の信廃⑬一一百姓ー撲の犠発⑬」ー封達制度の

動揺玉& ( 47・15は反応が少ない。)

だいたい以上のようになるがこれも中学生cみられるように一定のタ イプがなく ，むしδまちまら

なとこるに特色がある。例えば，ごく一部だけをとってみても次のような差がある。

身分制度の動揺⑪一一享保0)改革 22 (その内容)一一回沼時代23(商人資本の積極的利用品)

ーさきん 15 および年貢の増徴 14で農村にー授増発 1&寸
トー寛政改革 24 (緊縮政策⑧)

武士の窮乏s._.J

というものから ⑪一一義政改革21( @・@)

⑪一一一 21 (23 (@) ・24 (③) ) 

などといのいそうある。謀まりとはいわれないが適切であるとはいわれないものも多い。とのことは ，

選択肢を固定したとこごうに位置づけず，自己の考えを述べるために使う，という能力がみられる反面，

指導が一方的コミュ ニケー シπンであるから，その受けとり方は千差万別であり ，指噂がなかなか徹

底しないととそ〉があるとともうかがえるわけである。これはさらに別の調査や面接においてもみられ

るとこど〉である。

-次に中学生に比べて大きな特色は，選択肢，および指導内容の影響もあるうが幕政改革と時代の動さ

との錯綜した関係がある程度とらえられて記述されている，ということである。中学生では ，との点に

関しては客観的調査形成の場合はよいが記述する場合は ，選択肢の影響もあ合うがやや平板化して時

-1  14ー



代の動きを述べ，だから幕政改革含したが失敗に終わ勺た，という論理であった。両校生の上記のよ

うな論理的構成力からすれば， 79頁の教材提示の順序も明らかにa型で授業を進めても，じゅうぶ

んその背景をもとらえて権造化することが可能であどうう。

次に，中学生は習った範囲内でしか命題を使って時代{象を構成しないが，高校生には事後においても

鎖国とか，文治政治，参勤交代などの選択肢を使うものがかなり銭っている。これは誤まりというよ、
り幕藩体制の成立から ，または文治政治のこどうから記述をはじめて動指期を説明しているのであって

中学生より広い時代の流れの中に位置づけて時代像を構除する傾向がみられる。そのため正答とした

選F岐を5つしか使わなかった生徒も， 6つ使った生徒と時代構造のは濯にはあまり差がみられない

といってよいと，思う。

-次に選岡放に対する反応，図表日をと汚して考えられることは ，選択肢にない農村に関する主要な命

題に関しては，中学生と同憶に反応が低いということである。 18.の百姓一授 ，1 6の農村の荒廃は

選問支として出ているのでその反応は高い(高aはやや低いが)しかし 13農村における|翁層分化，

1 2の農村における自給自足経済の崩壊， 4 7の趨業資本，高利貸資本の進出， I 5の不作，ききん

などは中学生と同じ傾向を示している。中・高生のこのような共通の現象は選明防を選んで，それを

つなげて記述uたことのて彩醤が非常に大きかったものと考えられる。しかし一面， ここでは農村の荒廃
とか百姓ー授という刺戟が与えられているのであるから，それから 13 ， 1 5 • 4 7など相当連想さ

れてくるべきなのであるが，その点学習をとおしての意識化がうすかった，ということが言われ工う。

その点、高 bの方が相当反応が高く農村に関寸る学習の成果がよりあがっていることがみられる。

2 幕政の推移についての調査結果とその考察

との点については，次頁のような問題で調査をした。

・調査時期 事前は学習開始の一週間前 ，事後は，寛政の改革 (第5校時)学習直後

・調査時閣 1 5分

・調査人員 高 a (3学年)4 1名 高 b (2学年)4 8.名

1聞を 1点とした場合 得点の分布状況

高 a (3学年)

点数 1 1 1日 ? 8 7 6 5 4 5 2 。 昔十

事前 。 。 5 5 14 5 6 4 2 。41 
事後; 25 4 4 。 5 。 。 。 。41 

ー-1 1 5 -ー



次の手事政改革の図章受について ，たて ，よとの側速を考え，下の麟砕から，乙と，;tぞjaU'，その記号ぞ

口の中iこ記入ーいパー の印は ，考えるてがかりとして，盛史的なととがらのたてよ乙の関

係をしめすものです。

村正是人町

ー--;Cコ
商人資本民村

に進出する

4仁コ一一一5仁コ

|田沼時代 |

のたい宇j i 

こ ιにむ

育実佐一授増大

7ヒコ
わいろ政治

独占蛍業の特

口
口

大商人の独占

強まる

特定の御用商人に

じよそが)!V

定免命IJ

きえ}v

棄 j貸令

レキそう きぞう

社倉義倉

あげまい

よ米 オ二巳ウイア

新田開発と新E量産物の栽培奨励

問屋独占 の禁止や株仲間の護

キ機仲間をmめ運上金をとる
印路沼.手賞沼の干拓計図

カmを組織させる
コウー

政治の粛清と文武の奨励

公事方街1定都

そ9・

ク

理

高 b (2学年〉

点数 1 1 10 ? 自 7 6 5 4 5 2 。曽十

宮前 。。。 2 2 7 1 0 20 6 1 。 48 

$ 後 1 9 5 ? 4 2 2 5 。。。 48 

一ー， '6-
一↑直一一
一



高 b ( 2学年〉

1 1 23 7 。45 36 1 1 44 11 30 6 
33 38 36 30 47 43 39 45 38 45 4 2 

※ 問題2は，全体の側係からみるときは ，アが妥当であるが ，財政窺乏との闘係だけで考えるとき

は ，キ，エでもよいので .2の問題は ，キエもIE答と して処埋した。

事詩i1

得 点の分 布 挙後

21 % 
6日

50 
高 a 50 

高 b

40 
40 

30 
， 

5日I 

t 、
， 

20 、 20 
、

1日 〉2主 ¥ 10 

ー一一----ペま言 11 10 9 B 7 65 4 3 2 1 ι.<a 11 

以上の結果な考察すると， 事前の得点分布では .5点 .4点あたりがピークである。中学校で習わ

ないものもある し， 習っても忘れてしまったものもあるう。前択こも述べたごと く高校生とはいえ ，事

前には学習内容について未知な部分が多いし，また誤まった認識も多いととがうかがわれるわけで，

そのため指導が高度なむずかしいものにならないよう注意しなければならないととを示している。

さらに ，問題別にみると事前において反応の多いのは選択舷がいずれも文であり ，反応0)悪いのは

上米 1・公事御定書3・定免制4・棄損令9 .社倉 1 Iなどの単語で ，いずれもことばの意味がわか

らないためl間違 4 ている。このことは ，高校になると非常に多くなる歴史学上の周穏については指導

にあたって じゅうぶん留意しなければならないことを示 している。

写F後においては， 事前に比べてコトパの;若;味安は後 し，史実の関係を理解して認識は深められてい

る。しかし高bでは定免制 4.上米2の位置をまらがって容いたものがやや多く ，そのため .1から

4の高閣での反応が低くなっている。 4にアの上米を入れたもの .1・5に定免嗣jをいれたもので，

そのコトパの:意味がよく狸解されていないため問題の全体熔造の中にうまく位置づけられなかったと

割高
"主" J。

匁識の役得とし、う点では中学校よりはるかによいが ，若干点数の低い方に分布している生徒が気

にかかるa 一方的なコミュ ニケーションによる伝導形態では ，意図したようには慢する生徒もいるげ

けれども，全体の出去にまで徹底するには限界があることを示してし、ると思われる。
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さらに，生徒の理解状態省r面接で検討してみよう。

3 学習指導後における面接をとおしての考察

これは，高a(3学年)には実施しなかったので，主と して高b (2学年)の第2校時，享保の改革

および第4校時，百姓ー撲についての記録を掲載する。なお，面接者ば授業担当者である。

¥l) 事保の改革について面接記泳 (Tは教師 .Pは生徒)

・女子成績中 . T r享保の改革でね，武断政治から文治政治に封コった理由を説明してく ださいJP 
「将軍綱吉の乱費とか，物価向上によってー般の武士が困窮し ，農村に商品経済が侵透し， ・・H ・H ・-自給

自足経済がくずれてきたので，その変化に応じて政策がきりかわらなかった J T rなぜ，そういう
状厳に対して，武断政治に変わらなければならなかったかJ P r文治政治というのは形式的で…
ぜいたくであったので質素倹約をして財政をたて直すためJ T r政策の面で具体的にあげられるとと
を説明しなさい。政治の屈ではJ p r会事方御定書J T rその他にJ p rわかりませんJ T r 
財政政策としてはJ p r新田崎発とか .I万宥につき I0日;石の米を出させる上米の制，それから定
免制・年貢の率7)引きあげ，などですJT r新田開発などをとおして，どういう変化がおきてきたJ P 
「寄生地主が発生してきたJ T r享保の改革を結果的にみて，どういう意義をもっているといわれま
すヵリ p r・・……登かな農民は，ますます豊かになり ，貧しい農民は，ますます貧困さを増してゆく」
T rぞれは，どういうことが影響したのJ p r新庄開発を大治人に請け負わせたことJ
・女子成績上

T r享保の改革で文治政治が否定されて武断政治にもど勺ていった ，その理由はJ p r文治政治が
朱子学中心で儀式をていねいにやるので費用が多くかかり，それは政治としても，よいものでなく ，す

ごくお金がかかり…H ・H ・お金を使いすぎて財政困難で，それを引きしめるために武断政治にかかったJ

T rそれから，政治と財政の2つの面にわけて説明したのですが，政治の函ーでは，どういう政策を実施
しましたかJ p r生活も向上しておるが，土風が乱れてきたので武芸宏奨励した。それから，お金を
使い過ぎるので倹約令を出して引き締めた _ T r人材登用策としは J p r足高の制J T rそ
のほか J p r刑罰とか裁判の基準を決めるために，会事方御定書をつくり………一般の声を箇くため
に目安箱をつくったJ T r財政のたて直し策として具体的にあげてみてくださいJ p r上米として
大名から 1万石につき..I 0 0 石ずっとり， そのために参勤交代の市ij~ゆるめた。それから産業奨励と

か新回開発を行なわせた。また ，さつまいも p朝鮮人参，さとうさびなどをつくらせましたJ T rそ
れに付随してなにを奨励しましたかJ p r実学を奨励して，自然科学を盛んにし，ョーヨツパの進ん
だ科学技術省tとり入れるために，キリスト教に関係のない洋奮を許した J T r享保の改革をふり返
ってみて，はたして成功したか，どうかといそ点ではどうですかJ p r幕府の財放は ，いくらか楽に
なったが，農民は前とちっとも変わらないで，そのかわり富農とか大商人をかえって向上させる結果に

なった。 農民で没絡する者が多かった J T rどろして貧富の差が生じてくるのJ p r新田開発な
どで ，大白人が農村に進出したので ，ぃ。いそうな地代などとられたり，また商品作物などつくったので

すが，必要な資金，種子とか道具とか前借りムて，できた作物を安いねだんで貿いとられるので ，ちっ

ともよくならなかった 」

-女子成績下

T r享保の改革で文治政治が否定され武断政治にもど弓たのはなぜですかJ p r文治政治とは形式
とか儀式を重んずるために政治が華美になって経済が伴わなかった J T r政治の面でどんな政策を
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うち出したか知っている限りいってみてください J p r目安箱たつく勺てー般民衆の意見を開いた
り，会事御定書かして裁判とか刑法の基準を定めたり，倹約令を出したり，足高の嗣jをもうけた 」

T r足高の嗣jというのはどういうのJ p rあのね，身分の低い人があの高い位についたとき，それだ
けの縁高を与えた それで人材登用一一…J T r人材登用だけの意味?J p r…...・H ・"J T rそ
れで財政の面でどういう政策そもちましたかJ p rるのね，棄損令，上米の制，産業奨励J T r産
業奨励なんか，具体的にどういうととをやったのJ p r新田開発と，それから商品作物の栽培を奨励
し，実学の奨励，それから宅免制J T rそれで，新田開発はおもにどういう人たちがやったのJ p 
「大商人J T rその結果はJ p r大商人はますます富んだが.農民はますます苦しくなってくるJ
T rどういうわげなのJ p r新田開発をするためにはもとでが必要ですが，そういうもとでを出すのは
やっぱり農民が出すのだからますます苦しくなる.J 

・女子成績下

T r享保の改革で，文治政治が否定され武断政治にもどったのはなぜですかJ p r文治政治は学聞
を奨励したので，武士たちが儀礼的なものになじんで，きらびやかな生活になり，財政が困難になった

ので質素な武断政治をすすめた J T r事保の改革で，政治の面でどういう政策が出されたか具体的
に答えてく ださい J p r武道会奨励して，文治政治になじんだ気風をびきしめる。それから倹約令
を出して武士の支出を防ぎ，足高の制をきめて人材登用をなし，それから支出を防ごう差した J T r 
それから，まだ法制面ではどうかJ p r公事方御定蓄とか目安箱を設けて民間の声を聞こうとしたJ
TI!財政面では ，どういう政策をとったかJ p r新田開発売 したり.新らしい農産物を奨励したりし
て，幕府の政治を たて直そうとした J T r新回開発は誰がしたのJ p r大商人J T r大商人
が新因調発会するととによって，どのようになっていったかJ p r寄生地主となって多くの貧農を支
配したJ T r産業奨励の面では考えられるととがあるかJ p r上米やって旗本 ，ご家人の窮乏を救
ったり，定免制含行なったり，実学を奨励したり，米価が上ったり下ったりするの左紡ぐJ T r実学
を奨励したのは，具体的にはどういうことJ p rヨーロツパの進んだ科学技術をとり入れて，それを
農業面の発達の助けにしようとした J T r享保の改革は成功したでしょうかJ p rそのときだけ
一時的に成功したが，大商人や，富農をよけいっくり，貧農をよけい没第させた J 

・女子成績中

p r文治政治は，形式とか，そういうもの合重んじて生活がはでになり ，乱費して費用が多くなり，
財政が苦しくなって質素な武断政治にもどった J T r政治の面では，どういう改革をしましたかJ
p r公事方御定書，裁判のことについて決めたJ T rどうして決めたのJ p r刑罰に関するきまり
が一定でなかった。きまりがはっきりしてなかった。それから目安箱なんか設けて庶民の声を聞くこと

をやった。...・H ・..それから・H ・H ・-・わかりませんJ T r財政政策として，どんな政策があげられるか答
えてく ださい J p rやっぱり上米といって財政の根本的な収入念増やすこと，それから宅免剣とい
って豊作，凶作にかかわりなく 一定の年貢含おさめさせる……田・それから産業主t奨励して商品経済か発

達させました J T r必品経済を発達させた，というのは具体的には，どういうことJ p r青木昆
!場にさつまいもを作らせた り，さとうさび，はぜ ，なたねなどをつくらせた J T r関連して，なに
か考えられる点はありませんか J p rよくわかりません J T r実学を奨励したのは ，なぜかJ
p r実際に，いそういゐ天文学とか，そういうことを知っていれば生産があがるから実学を奨励した J 
T r享保の改革は，結果的にみて，どうでしょうJ p rだいたい成功したと思うが農民たちは全然楽
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にならなか4 たJ p 1どうしてJ T 1農民たちが栽培するにも道具とか農具とか吋料を貰うための

お金が必要でそれ;金大尚人から借りたり，安く買いとられて農民たbには利益はなかったJ

応答が，中学生に比べて内容が豊富であり ，知識や多く獲得しているととはうかがえる。 しかし，上

中・ 下と比べてみると，上位の生徒は叙述がきわめて具体的であり，かつ適確であるけれども，中・下

位の生徒は，コトパとし℃政策の内容をあげられるが，その内容をどの程度理解しているかはまだ不明

である。とくに下位の生徒は，街業資本が農村にはいりこ .むようになった理由とか， ζ免制や上米

σ，劃米がよく理解されず前記の調査と問機の傾向を示している。つまり ，指導された政策や，その意義

を，さらに徹底させようとするならば，内容の重点化，指導形H誌のくふうがさらに必要となって〈るわ

けである。

(2) 百姓ー倹の事後面接

，女子成績上

T i百姓ー撲の原閣についてJ p 1農村が荒誕して，また大きさんにおそわれたのでJ T 1なぜ

そういうととをしたのJ p 1自分たらが， 一俊を起こさなかったら，そのまま ，うえ死してしまうJ

T rそのほかに原国はないかJ p 1領主のやり方，政治のやり方がまずかった J T 1具体的には
どうなんでしょう J p 1商品作物などの持産物を奨励しておいて，ぞれす領主の方で安〈買いとっ

て農民たちに利誌をわたさない J T 1年貢はどうですかJ p 1どんどんあが「ていったJ T 1 

そ九も一つの原闘ですね，ー授は その時期によって形態とか要求に畑違があるわけですがどんな違い

があるでしょうJ p 1初期は，年貢減免，検地反対，中期になって貨幣改鋳によってびき起こされる

物低変動に反対J T 1主体は誰ですかJ P i前期は，農民の代表として村役人が訴えましたが，c1:4現

になると農民全体になるJ T 1後期になるとJ p 1専売制度陀反対して貧農が申心となったJ1'1 

こういうーベ慢に対して幕府諸議は，どういう越度安とりましたかJ p 1関係者は処罰しましたが，首

謀者を密告したものには感賞金を出したり ，名字情刀た許した J T 1そのような蝉圧にかかわらず

多く発生したが，それは時代を解決する力になったか ，どうかJ P i社会の改革守することはできな

かったが，封感情III変を動揺させるととになった J T rなぜ，時代を改革する力にならなかったのかJ
P 「農民は役本的に幕謹体制IJ ~iíl宣δ うとしたのでなく ，自分たらの生活宅甘ささえられればよい，という

ことだけだったからです J T 1組繊の商ではJ P r首謀者はいなくて農民だけでおこしたものだ
カ・ら弱かった 」

・女子成績下

T r百姓ー僕はなぜ起こったのJ P i，農村の荒廃のために農民が苦しくなったJ T 1農村が荒廃
したとは， J P i.本国を耕作しないで，年貢の逓い新田胡発会やり，商品作物の栽培をして婦人が，

寅い入れるために農民はなにもなかったJ T 1そのほかに相発させたものはないかJ p 1ききんと

か凶作が起とゥた J T 1それから ，まだないか根本的な問題だJ P r...・H ・"J T rそれでは，
百姓ー撲は多くあったわけだが，前期，中期，後期にわけて性格がどんなふうに変わっていったか， J

P 1初期は検地反対とか年貢減免， ct期には物価変動に反対して，後期には専売網!などに反対した J 

T 1それぞれ主体ほ議ですかJ P 1:最初は代表者というか村役人が直訴したわけでしょう。 それがだ

んだん一般農民が参加するようになった J T l'後期はJ P l'後期は，農氏が一致して館主に直訴

したりするJ T rそれでは ，百姓ー撲に対して幕府 ，諸務は，どういう対策かとったかJ P l'した
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人には市j罰か与え.それを密告した人には名字帯刀とか賞金を与えたJ T 1こうした百姓一俊は，当

時の社会を改革するほどの運動になったかJ p 1ならなかった J 

-女子成績下

T 1百姓ー授は，なぜ起きたかJ p 1農村が荒廃したJ T 1，具体的には，どういうように荒廃し

たのJ p 1新田開発だの，農民が負担の騒い新田に力を入れたので本田が荒廃した。それから………」

T 1それから p 1貨幣経済が，………J T 1それがはいってきたことが考えられるねJ T 1それか

ら大きな事件が .おきているね JJ P 1大ききんが起こっているJ l' Iそういうことでー授が起き

てきた，ー授は，初期，中期，後期にわけて，どんな相違がありますかJ P I初期は，農村を代表し

て，村役人などが検地反対，年貢減免などを直訴した。中期になるとー般農民が多数で特産物の専売制

に反対したり，貨幣改鋳にすると物価があがるので反対した。 J T I後期になると，どういわれるかJ

p 1世直しー撲J T Iそれでは，百姓ー授は，社会を改革する運動になったが，どうかJ P Iなり

ませんでした。 J T 1なぜ ，ならないのJ p 1農民にそれぞれの力がなかったJ T 1それだけの

力がなかったのはなぜかJ P i大ききんや，上からの弾圧で貧しかったのでj

・女子成綴中

T r百姓ー授はなぜおきたかJ P I農村が荒廃して，農民たちが苦しくなったJ T I'いつどゐか
ら多くなったJ p r享保の改革ごるからJ T I前期，申期，後期と比べてどんな畑違かもっている
か説明してください。 J P r初めのう bは，百姓の代表者が話し合いにいったが，最後には，一般の
農民や貧農が巾心になっているJ T rだいたい，どんな要求扮したのJ P Iまず，減免J T rな
んのJ p r年貢の ，それから検地の反対，それから改革が行なわれて貨幣が改鋳されて物価があがっ
たので，それに反対した J T IそれからJ p r専売制に反対したJ T r百姓ー授は封遇制を倒
すだけの力たもったかJ'P I要求は，少しずっとおったけれども，社会制度を変えるまでにはいたら

なかったJ T IなぜなのJ P I百姓は自分たちの生活が苦しくてやったのだから，自分たbの生活

さえよければ，社会i制度を変える必長がなかった」

l3) 百姓ー載の面接援分についての僧導の記録

以上が ，面接の概要で上位のもう 1人の生徒は，ほぽ掲載した上位の生徒と同じ程度の応答やしてい

る。そこで，ここで問われているー撲の背景sとなっている農村の荒廃， ー授の時期による形態や性格の

相違について，前掲の指導の概要のこの部分について少しくわしく掲載してみる。

o第四校時，百姓ー撲，前掲，講義の概要 1のア

……略ー…享保の改革，田沼時代，寛政の改革と幕政は移り変わってくる。しかし貢租はますます加

重し一方では貨幣経済が農村に進出してくる。そういうことで農民をますます窮乏させてきます。

農民がそれ会きりぬけようとして，本田畑の耕作をさらい年貢の軽い新田に精を出す。あるいは商品

作物の裁縫というような副業に椅・をだした。少しでも利益を得るようと一生懸命に請を出す。その結

果，本田畑を荒廃させる。こういう状態のときに天災地変がおそってくれば大変なことにな ります。

o 講義の概要 1のイ，きさんについて

本田利明という人の奮いた西焼防語でみま-tと，プリント会みてく ださい。これは天明のききんです

が.rそれより，だんだん仙台領の村里をみるに山ぞいの郷村を集めたならば5郡余も死に絶えて空
家のみ建らならぴたりJ(読む)

仙台領の山ぞいの村々が全く死に絶えて空家ーばかりであったというのです。
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「それより奥地に ，のぞめば， な潟大きさんl亡て相馬領(福島県です)岩波領(宮城県，福島県南

方にまたがります)南部領(岩手県ですね)津軽領仙北部辺みな同じJC読む〕

ですから，奥羽地方にひどい大きさんがおしょせたことがわかるわけですね。

「往還端に死体白骨おびただしくJ(読む)

道ばたに宛体白骨おびただしく横たわっていたわけです。

「前代未尚とは ，かくのごとく ζと会いうべしJ

当時また別の本によれば 「苑体白骨が ，回の中，すくのは1，軒の下に満ら満らて珍らしからぬことなりj

などとも書いてあります。以下略

0 1のウ ・エ・オ………農村の策廃について

・・ーその結果，村を樹もて都市に出るという離村の現象もおきてきたわけです。例えば ，身売りをーする

奉公にいく ，出稼ぎに出る，あるいは無絡のばく徒 ，とじきになるものもでてきた。越後の出稼ぎも ，

この時代から随分多くなる。その出獄ぎの代表と して酒屋の在L氏，米つき .JA¥.呂屋の三助，屋根ふきな

ど多積類にわたって季節的に出傍さ・に出たわけです。………以下略………天明では I4 0万も農村から離

れたと本に出ています。 それから，彼等院

ot'Jl引たやります。 ………略……… 生活の苦しさで子を育てられず，涙をのんで非人間的行為がな
されたわ貯です。 こういうことが多く行なわれたのは，奥羽地方，関東，I虫歯 ，九州など，どららか

といえば当時の巌もた地方です。

。そういうようなことから，人口の停滞が河きてきます。だいたい紙要2a. 0 0万から 3000万とい

うととゐを上ったり ，下ったりという状態でした。いっこうに増加しない。したがって農業労働力が非

常に減少してきた。 しかも働き手が農村を出るという ようなことがいっそう農村を荒廃せしめたわけで

す。

とういう農村の策廃を背景にしておこったのが百姓ー授です。との百姓ー授がなぜおきたか，これま

での荒廃でも話したのですが，まとめてみますと，

.貨幣経済の侵透による貧農の増加や本田畑の荒廃

.そとへ重い年貢

-さらに凶作やささんがおきてくる

・そういうことで農村が荒廃して農民が窮乏のどん底におらいった。

そういうわけで，生活の苦しさに耐えかねて村役人とか，領主に百姓ー授が起きるようになります。

仁指導の概要 5・一野3意図と形磁

百姓ー授は，時期や場所によって非常に異なるのであるが ，しかし，だいたい時期的にみると ，初期

中期，後期によってかなりの畑違がみられます。

・初刻，だいたい，代表者が代官とか役人を経ないで直接領主とか幕府に騒い出る。年貢減免，検地反

対などの経済的姿求が強いようです。

・中期 ，経済的要求にだんだん ，政治的要求が加わります。そして農民全部が参加する惣百姓ー撲が多

くなる。この代表的なものと して久留米藩のものは， 2 0 万人も集団で領主に宣伝える。…・..~.. . .

・あるいは教科書の I5 9頁にあるように .I 7 3 9年以来 ，ほとんどすべてのー授が e直接間接に幕

府の貨幣改鋳に伴う物価変動から a貨蔽改悪K反対するようになってきます。
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-あるいは ，また特産物の専売市Ulと反対して ー授がおきてくる。専売制は ，特産物 ，綿，さとう ，う

るし ，油 ，などをつくらせ ，越が非常に安いねだんで一手に買いあげ，それやまとめて海外に売り出

し 高い利益かとる。そのため総民はもうけが少なくなる。専売制をやめて〈れという要求を出す。

そういうわけで経済的要求だけでなく，政治的要求を出すようになってきますu

・後期 ，だいたい 19世紀と考えてよいと思うが ，政治的要求が ，よりはげしい月三になって出てくる。

貧農が中心になってー換合起す。 ζれ全世直しー授などとよんでいます。

賞展が団結して領主に抵抗する あるいは ，領主と結びついて不正な利益をむさぼる。村役人，高利

貸 ，地主をおそう。その例として，教科書 15 9頁 ，9行自，佐渡ー授がある。 これは ，年貢の斗量

を農民に一任することを求める。当時，年貢をおかみに納めるには役人がますではかる。そのはかり

方が必らずしも正じくない。それを農民にまかせてほしいと代官に要求すゐmです。以下略

以上の僧導の概要と面接記録を比較して読むとき生徒が講義やどのように受けとめているかがある程

度わかる。巾学生に比べればはるかに概括能力もあり，よく一方的なコミュニケーシヨン?とらえてい

るというととができる。しかしどの学校でも学習指導の共通な困難点である具体と抽象の結びつきの問

題がここでもみられる。すなわら，教師が，百紘一~背景となる農村の事情を 1 のオで四つをま

とめたわけである。それに対して生徒が面接であげたことは農村の荒発という非常に抽象的な答である。

これをさらにつっこんで聞いた聞に対して F位の生徒はきわめて不じゅうふ・んな答しかなされてない。

1のアからオまでは農村の荒廃という他象概念の説明で ，それをとおして生徒が具体的なイメージかも

ち，それた支えとしてオで要約したような四つにー般化がなされることを意図しているわけであるが ，

その具体と拍象の結ひ・っきカ咋位の生徒はできていないことが明らかでさる。このような点はー授の意

図，形態などについてもみられるとこゐで，具体から抽象への一般化は学校段階を間わず学習指導にお

ける重要な問題となっていることがうかがわれる。具体的に内容を豊富にすればイメージは豊富になる

が ，それだり抽象し一般化することがむずかしくなり ，また錨象的に講義をすすめれば抽象的なコトパ

はおぼえたとしても ，それをささえる具体性のない空虚なものになるう。そして講義の場合 ，最も危険

なことは .具体的な史実とそれを僧し示す抽象度の高いコトパ .歴史事実とその意味，などの結ひ・っく

過程 (それが認蜘深まる最も重要点、であるが)が一方的に与えられるから生徒自身が思考して気づく

より ，間いておぼえるか，もしくは徹底しない指導結果を生みやすいというζとである。その両者を生

徒自身が理解をとおして結びつけ封もるように講義治紬象の・邸債を飛躍しないようになされる必要がるろう。

う。

参考文献 注(1)(2) 文部省高等学校学習指準要領解説 社会編 P 9 6 
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ガァ六輩 研究諒題の総合的考察

との章では、とれまで考察してきた、小、中、高校の学習指迄を主主にして、 歴史認識を深める学習と

f旨導の関保を考察し、教材提示、必よびコ ミュェケーシヨン!I(~~ける指導のフ干途を検討する。

歴史認識を深める学習と指導の関係

とれまで実随し、考察してきた学習と海洋の関係を図示すれば、次ρ工う十てをろう。

扇面言語長lJ五日
jの認識を深める指導過程j
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上記の関係閣のIう ， :!，:，，，~: f騨土の仮説的っ7亡異!粍.~)叫J.f .~r\IÇついてf1 と材 :c考察.l-.tとが執

を剥舟して、総合的に考察し、整理する

E 教 材 を提示し、諒題意識を発展させる指導

1 指導内容の構造化と児童生徒の歴史像を再構成する論理

との点に関しては、小、中学校では僧導内容を構造化して街導計画をつぐり、指導にのぞんだのであ

るが、とのよう左操仲OJ意掛まどとにあるのだろうか。最近ζのよう左研設が盛んに左弓てきているの

で、ぞの意義を芳察しでかきたい。

その一つは、 教師自身が史実の関係構造をは患できる、というととであろう。教科書の叙述を読む

だけでは、ちょ唱、と気づか左い幽果関係や時代の推移VLついて、ある程度明瞭K在るし、;1:VCが省略さ

れ、左Kが中心かというととも明瞭vcなってぐる。したがうてとのようを操作を事前VL11'-J.，-というとと

は、指導陀相当効果をもつものと考える。しかしが1)，構造化するというととは、ぞの内容を構造的には握

するととであるから. 教師自身が簡単念ものでもよいから白から試みる、というととろK意義があるの

で他人の構造化したものは一つの参考κ過ぎ左い、といってよかろう。

次U亡、との操作をとかして児童生徒の学習を箔導するに当って、何を中心l亡、どのよう念順序で教材

を提示し諜題意識を発展させてゆ〈か、指導の選本的左見と会しが得られるという薗をもっ。しかし構

造化されたものが、ぞのまま児童生徒の思考を進めるJI頁序とは左ら念いととK留意し念ければ念ら念い。

児童生街Ó~理解しやすい順序は、酬のもつ論理的系統性を駄としながら、』越生徒の発達段階同日
応した思考の論理に合ーったものでをければ念ら念い。

ぞのよう左考えから、児草生徒の記述した時代像を、命題論理で分析した のであるが、そういう時

代像を再構成する論理の特色をのみとんでか〈左ら、教師が構造化した内容を指導する一つの手がかり

に在ると思うので、 との研究でみられた特色を以下K要約して述べる ζ とにする。たちtし、 ζれはf旨導

し?と内容かよび、問題とした選択肢も異なった条件VL:I砕いて記述され・えものである。

o 小学校

小学校6年生では、再構成K使われる史実C命題】の数は少念〈 、中学校に比べれば単線構造f印象

1'[残っている史実が直線的陀因果の関保で結ぼれる 27j{参照3であり、 4時間程度の内容を全部関係

づけて記述する、という者は少をい。大部分は、 f左陀左jrL;1:ので左U亡がかきた}ぞして「なにをに左

のでをにがかきた』という連続文であるが、項目的K記述する者が多い。

0 中学校

小学校に比べると時代像を再構成する史実の量口、はるかに噌加し、 5時間程度の範囲の内容を、約

70%の生徒は因果の関係でまとめて記述でき る。 小学生氏比べて概念の成長、拡充は大きぐ理解構

造も網状的( 7 7頁象照 3とえt-aている。 しかし、高校生に比べてみると、後雑左史実の関係構造を

複雑左ものと して時間的経過陀よってとらえるというより相当単純化して、商品経済が発達して武士が

窮乏し、農村では年貢が重ぐ念り、百姓ー撲が多〈左与え。ぞとで幕政改革を行なったけれども失敗し

て封建制度が動揺した、という論理である。これも高校生K比べれば、やはり単線構造とい うべきであ

ろう。ぞして、との型の中V亡、農村の荒廃をも細かに位置づけて記述しうる者と、そうで;1:v>者との2

通りの型があるわけで、との場合は前者あたりが指導をとかして到達させたい段階であるというととが

できよ・う。
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。高等学校
高等学校では、再構成(1(使用される史実の数は、中学生よりあまり増加して左いが抽象度の高いコト

パを使って簡単K要約するという傾向が目だコ。とれは、 2年生K比べて5年生がより顕著である。次

K幕政改革K会ける諸政策カぞのように農村や商人に影響し、ぞれがどういう変化を生み出したか、さ

らにぞれに対して幕府がまたどういう改革をしたか、という複雑念錯綜した関係を、後雑念ものとして

とらえ、記述しうる倫向がみられる。さらに、事前、事後をとたして、幕藩体制の成立どろから崩壊あ

たbまで述べて、ぞの中(1(動揺期を説明しようとする傾向もみられる f事後では、選択肢の影響が強〈

左り、 ζ の傾向は減少するが)2lとのようえE点から、より広い時代の中K位置づけてみるp また、ある

史実を中心Kして後ー雑?を関係をとらえて記述する傾向がみられる。

Qt上の工うK異念、った傾向がみられる。したがって児室生徒K要求する時代の特色とが、歴史的意義

のは鐙というものは、ぞういう傾向を無視した高度念要求はでき左い。しかし、時代像の再構成がより

よぐできるためには、教師が伝導内容を構造的Kは還して信導陀あたり、全体と部分の関係を児童生徒

がよ ぐのみとんで学習が進みられるように街導する配慮が必要である。

2 教材提示の|噴序と諜題意識

以上の児童生徒の記迩をと b してみられる傾向は、提示の順序、課題意識の発展のさせ方を考察する

うえにも若干参考にするととができょう。

。小学校では、学習課題を一時間づっ発展さぜ、ぞれに対する予想、をたしかめる形で教材を提示した
のであるが、とういう方訟も児童の思考K合ヲた方法の一つである、というととができる。ぞの場合の

学習課題は既習の知識から論理的に発展するものであり、しかもぞの時代の性格を示す歴史事実Kよ守-・ .・.. . . . .. . . . . . . . . . . . . . .. ..............，..... 
てたしかめられる性絡のものである。 C例えば.商業の発還κ工る町人の経済力の向上一一幸町人の生活

は、変わって〈るか一一一一ーラ町人文化の学習JたYし、 ζの場合、ぞの諜題tて対して予習してきた

児童にたよって授業が進められをい工うに留意する必要があるロとの諜題意識と教材提示の関係は、 5

8頁でも述ぺえように、次のような関係をもっといって よい。

児童の予想一一教材←一次認識、予想、がたしかめられるー問題の発展一教材 ← 認識の発展ー

問題の発展一一 教材一ー認識がさらに深められる、という過程をたどるわけでるる。 ζの発展の過程が

児童の認識の深まるすじ道K合わず、平板的V亡教材が提示されるとお二章でilSべた累加方式と左って〈

るわけである。

0 中学校

中学校で試みたf共同研究としては、 37年度(1(千葉県立教育研究所で試みられている)その時代 ・

の直面した時代課題「荷品経済の発遂に伴う封建制度の直面した課題}を意蔽化させるためK、商品経

済の発達を強〈意識づけ、ぞれを中核托して史実の関保構造をとらえられるように教材を提示し指導を

進めてゆぐというやり方f高校では、とれがさらK高次左かたちで時代の課題が先に提示されている』

は、たしかに効果的左提示の順序というととができる。とのよう左方法は惰導内容や生徒の学習能力を

じゅうぶん検討し、さらにぐふうを加え左がら実践されるべき方法の一つであるというととができる。

さらに中0で、実胞を試みた産業や淘業が発達し‘いろいろな商品が出まわってくると封連制度がど

のようK変わってくると思うか‘それまで学習した封鐘制度をよく考えさせ.ぞれをもとV亡して予頼を

をたてきせ.その意織を基にして教材を提示し指導を進めてゆ〈方が動機づけも強〈全体構造をとらえ

やすいということができょう。もし学習が訓練されて〈るなら‘自主的な学習形慾をとり入れ、いわゆ
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る問題解決学習を進めてゆぐことも可能になるであろう。

0 また、中学校では錯綜した史実の関係構造を錯綜した形で提示をしてゆ〈より、史実を誤乃aて認識

し念い程度に単純化して提示の順序を考える方が、義務制の中学生の一部優秀老生徒を除〈大部分の生

徒陶工理解しやすいのではをいかと思われる。例えば、献すの変化を二つKわけたいで、農村の是主化、

百姓ー撲と続けて指導し、封建制度の直面した問題を明らかにして、ぞれK対して幕府はどういう政治

を行左ったかという順序の方が中学生が芳える論理に適しているように思われる。た Y、ぞの際、年表

をどによる時代的左対応にじゅうぶん配慮をはらわ左ければ左らない。しかし、とれは中a、中 b、中

巴が同時Uて実織されたもので左〈、中cは、中a、中bの実践結果をふまえて実指されたものであるか

ら決定的左結論はぐだせ左加。

E 歴史事実の→次認識から歴史的意味をは握させる指導

ζの研究では歴史認識を深めるというととを、歴史事実の一次的危認識から、その史実のもつ歴史的

意味がは握できるとと陀恥いてf旨導を左し、ぞの結果を考察してきた。児童生徒が学苦手前K卓会いてもう

ている誤まった主観的認識、あるいは未知の段階から史実を知り.史実のもつ意味がは爆できるようK

なることもとおして、I史実に即した客観的K正しい判断をもつようになるというととは‘具体的な史実と

その意味、コトバの面からいうなら史実を示すコトパと解釈による命題とが結びつ〈ことで.認識の世

界が再構成されることである。これを思考心理の面からみるなら認識の構造的変化、再体制化がなされ

たというととができょう。歴史認識を深める'ということは肢史に対する認識の構造制変化をねらうもの

であるとい ってよい。

ぞして、 'J'.中学校の児童生徒陀とっては、このよう左燐造的変化は記述文でも具象的教材でも、ぞ

れのみでは不可能で、どとかに、ぞれに気づかぜる指導が必要K~る。気づぐととによって認識の僧造

的変{匂rTとる、ぞのメカニズムを明らかにするまで、との研究陀公いては究明でき念い。 f思考心理

学てb いても未解決の部分が多い問題である。 )ζとでは研究課題に基づいて上記の問題を考察すると

とKする。

工 歴史認識の深まるすじ道と教材提示

第二章陀述べた歴史認識の深まるすじ道を想定して教材を提示し、指導を進めるととは、提示。意図

が明瞭Ktとり、学習が組織化され効果的在方法の一つであるといえる。提示する教材の表示形式が具象

的を直観教材であるか、記注文であるか、という相違があったとしても、いずれKしろ史実の一次的認

識と意味は爆を結ぶ過程を飛躍し左いようK指導する。 ζの場合、教材提示は次のよう左)Ii!序で左され

るわけである。

o -tの授業KT¥r>て考察の出発点と，zt，考察の中心となる教材は何か、ということを明確にして&

いて、その考察を深めるため陀他の教材を提示し、認識を深めてゆ〈順序をとる。

Q 小学校では、例えば百姓ー挟K対する誠哉を深めるために、絵図を提示し、ぞの一次的危誠裁を

もとl乞して、とれを深めるために教科書の記辺文、ぎらK、その中のコ トパの意味を理解ぎせるた

めに資料、そしてー擦の回数がだんだん多〈左ったととを理解さぜるためのグラマ、ぞとからー摸

の一般化へ、という順序をとった。た Y し、小学校の場合は、一次的~認知の段階が低いから、 ζ

ういうのを百姓ー撲だ工、とか蔵屋敷というの宅、という、そのものを借し示ナコトパで認知でき

るようにするまでK非常に多ぐの時間と指導上努力をはらわ左ければ左ら，z¥.r>。したがる3て務三章
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にも.l1Sべた主うに高度在意味は纏は無理で箆二段階の変化、移り変わりの認識あたりで、 6~生を

りの一般化を行危う程度-br妥当のよう陀思う。

中学校では、例えば、中cでは第1校時は具象的左i直銭教材 (8 5 頁 》第2校時は農家の収支

の表(9日頁〉第5校時 百姓一安の発生件数( 9 5頁)(臥上は視覚象徴〉第4校時第5校

時、教科書の記必文を中心陀して、ぞれを考察するためV亡、他の教材タ提示ぎれた。例えば、武士

の窮乏の場合は、絵図をとkしての一次認能、ぞのよう念事態が生じた背景をヨ考察するために教科

書の記恋文、町人との関係を考察するための資料、その変化を考察するための幕落体制確立期の身

分関係を示す史実、身分制度の動揺の根:aI:(向原因を考察ぎせるための資料、というように認識を深

めるすじ道に吃って教材を提示し.考察を行宏わせる方法をとった。との工う左方法をと診して、

いわれるととは、教材を提示する順序は、思考を重ね乏がら認識を深めてゆぐすじ道をよ<.}.~さえ

て決定ぎれるべきである。というととがでEょう。 記述文のよう念一般化矛れた教材の場合は、そ

のコトパの意味をは控室させるための資料、ぞの史実のもつ歴史的意味をは燈ぎせるための資料を提

示するととが必要でるるし、直線教材の場合紅、ぞれを考察し解釈するために教科書の記恋文とか

資料会ど提示するととが必要とをるわけである。

また、小、中学交ともに一次的左認知から、ぞれは念ぜか、という因果関係の考察にはいり、教

材を提示してゆ〈順序は、学習が力動的に展開される場合もるるが、fJi雑tl関係「例えば、商業の

発遂と他の史実との関係 】あるいは抽象的で間接的念関係「例えば、経済的変化と武土の窮乏】左

ど、いかKあちたか、いかに盆化したが、というととをじゅうぶん学習してから因果関係の考察Vて

はいるた方が効果的である場合もある。因果関係といっても、史実と史実の直接的左関係もあれば

ある知識を媒介陀しをければ理解でき左いよう左間接的危史実の関係、さらに、その時代を性格づ

けるよう左基:aI:的左史実との関係念どいろいろあるわけだから、提示の順序を公式的K固定化して

考えるのは効果酬でをい。

Z 認識の構造的変化ε指導の関係
小学校

ζの紀要K掲載した指導例は次のこと伊りである。

・教科書の記述文から出発してぞれを考察し解釈をぎせるためK資料や直観教材を提示する。

.直観教材から出発して、ぞれを考察し解釈さぜるために教科書の記述文や資料を提示する。

以上は、認識過程が質的に異左るけれども、直観教材の方の順序にしたがって、ニと&りの裂につい

てぞの相違を明らかにし左がら.整理してゆ〈ととにする。

(1)提示して、露一次の認識をする場合

との場合、左Kを知覚ぎせようとするのか、というととは発問VC.l:'5>て誘導され左ければ走ら念い。

そして直線教材の場合、上、中、下位の区別左 〈下位の慨念を使容，ての認知はできる。 f例えば百姓

が竹鎗やかさをもろ3て武士と争ヨている。 》しかし、との認知の段階から、とれば百姓ー撲を示して

いる絵だと認知する段階K重要念問題がひ吃んでいる。百姓ー撲だとすぐに認知できる生徒も一部昨

在する。しかし、 百姓ー撲とは、どういう ととか、まだよ〈 知らをいわけだから絵図陀よゆて形成さ

れるイメージと百姓ー擦というコ トパが結びついて、一般化を妨げられている生徒がいた。面接の際

に、百姓ー祭とは、どういうととかと聞いたらある生徒が 「百姓が竹鎗やかまをもちて武士と戦かう

とと。 jと答えた生徒がいた。をた、変化を考えぎせる段階で 「だんだん戦いの世の中U亡左ヲプヒjと
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いうととをいった生徒も問機である。また、中学校t1:らとの絵区トつだけなら百姓ー撲とは武士と箆

民だけの争いと思うであろう。ぞういう点、では、最初の絵、ぞのものの認知からー撲という コトパで

認知さぜ工うとする指導の際l宅、相当捨象ぎせ本質的左ものを分離する指導が重要に左つτ〈る。 f

例えば戦い・e:，'_¥P>ヴ Iう左イメージを捨象する Jまた一つだけで左〈二三コ、三つの具象教材を提示し

たらより効果的というととができょうコ

記述文の場合

との場合は、最初から第二1次信号系の段憾で与えられるから上記のよう左心配は左い。最初に提示

ぎれるものが:再i岳ー僕が多ぐなフ光、という段階で提示ぎれるわけである。また、ぞれと関係会も

フ史実と関係省ー町、られ冗捷1示されるから最初に全体的左概観をするととも可能Uてをる。-1:"ういう

意味Vcj;.~いて小学生は事前VC j:.~いで素地と君主る知識が乏しいので記述文を最初K提示して全体的左は

径をしてから部分の理解へと指導をすすめることは効果的左方法の一つであるということもできょう。
(2) 

との場合も認識過程は一般から特傑へという進み方をするのであるが、問題点は、教科書が簡単陀

記述ぎれているため、t1:んとたぐわかったつもりで読み流してしまう傾向がある。教師は、ぞのコト

パの背後VC:hる具体的史実がわかるから、とのコトパK疑問を感じてもらいたいという要求をもっpて

も、児童はコトパの背後κあるものへ疑問をもたず、学習が左か乏か発展しにぐい点がある。との段

階では、一般的念表現の中陀深い意味がζめられているととに気づかぜるととが指導上重要左ととに.、。..・
t1:る。 4どのためにほ、少~<とも教師自身が教科書の記述文について教材研究をする必要があろうし

ぞの方法のーっとして紀要40集陀沿いて紹介された記号論理陀よる分析も効果的左方法の一つであ

ろう。j_た指導のつみ重ねをとかして、児童が教科書を読む場合、とのコトバは、どういう意味のζ

とだろう、左ぜとういうととがkきたのだろう、と疑問の般をもって読む学習態度を形成するととが

必要である。ぞのために、ぞれが中心的を教材であーっ:光ら提示する際陀f資料の場合でもぞうであ

るが 人 明確を僧示を与えて作業的左形で学習ぎぜるととが効果的であるととがみられた。ぞのとき

は後でも芯ぺるが、コトパの意味を考えて、相当思考力を働らかぎ左ければ左ら左いからである。

(2) 提示ぎれたものを分析して、ぞの機能とか特色をは渥する段|箸

との段階は、商業の発速の指導の場合には記述文から発展した問題をたしかめ、当時の状況をたし

かめる目的で資料が提ー示された。ぞの際、作業的を形で学習が進められたが、言語教材の場合は提示

してカ毛湾察する時間を相当とらをければ左らt1:l.r>。なぜ左ら、との場合、単K商業の発達を示すと とる

に線を引かぜる簡単在学習のように見えても児童陀とつ'ては、商業陀関する気識を使、て、コトパの

意味を考え左がら弁別し、分類するという論理操作が行なわれているからである。 ζのよう左分ける

とと をとなしてーつのまとまり「築合}をつ<aてい〈操作はあらゆる学習陀も適用されうる基蝉守

t1:思考力のヶ・つである。したが9て、ある程度の時間が必要であり .前掲の資料程度では二分でも不

じゅうぷんを傾向がみられた。

直観教材を利用して、あるものの機能をとらえる、 という認識過程は蔵屋敷の指導をとkして検討

したのであるが、ステ yプを細かぐふんで、順次件をもった意味づけ会してゆ〈左ら意図したととろ

K到達ぎぜるととはできるとと、しかし、発問に反応しているからといさるて金部の生徒がぞとに到達

しているわけでな〈、教師が定義づける指導陀際してー適確な言語表現が左ぎれ左いと児童の知識が

あいまい陀~る、という傾向がみられた。
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( 3)他の史実との関{糸を意味づける場合

学習している史実が、他のある史実との聞に閃巣の関係がるる、という意味づけの判断が、どうい

うメカエズム古文立するかは明ら1;.陀するととはでき左いが、どういうことがぞの成立に効果があIろ

たか、というととはできょう。ぞの一つ口、百姓ー擦の場合Kみられるように、ぞの関連する史実を

示ナヨトパの意味がは窓ぎれた場合である。とのととは、角度を変えてみみをb??デ?孝学宇早苧
するとと1'[1: 01て、史実と史実をつ在ぐ媒介と~るととがらが明瞭Vζ 左った、というととである。し

たがって教科書だけではは僅できない生徒が資料や類推によ る説明で、 Eきんとか年賀が重h、とい

うととの意味がは慰されるとと Vてよづて、ー撲を必ζすのも当然であ~、という瑚平を示すようκ左

る。

もう一つは、商業の発達のように複雑左史実とからみあヨている場合κ伊ける関遥のは鐙は、いか

にあδたか、という状態をよ〈知る ζとをと伊して帰納的陀は爆されるととである。克丞の発達や都. . • .. .. .. .. . .. . .. .、-
市の発達との関遁は、大阪の港、問屋、蔵犀敷の位置 越後尾とh うズ商庖のイメージ、そういヨた

ものが嫁介とをつて、関連するという意味づけがでEるようK在ってぐる。

(4) 変化とのう国から意味づける場合

との場合、百姓ー擦の場合を例Vてとると、 百姓一撲の件数増加のグラ寸を提示して解釈させると、

ー撲は多〈左うてきた、というととは誰でもわかるが、ぞれを意味づける場合陀走ると、成績の上、

中、下位の生徒によって異在ってぐる。ぞの場合に直観教材によるイメージが効果的に、影響して世

の中が乱れてきた、不安K在宅党、という意味づけので理る生徒が相当いる。しかし逆に悪い影響を

及ぼ して前迩のようレ亡、戦かいの世の中K左うた、という意味づけをする生徒もいる。との段階では

武士と多〈の縫民との関保に変イ凶a.~ きている、と ーのう方向K気づかせるととが必要であるが、 ぞの

点では直観教材によろ、て形成ぎれるイメークが効果的左影響を与えてハる。ぞれは商業の発達陀つい

ても同様で、スライドの影響で、大阪や江戸に各地から品物が集まるようにをヲ先、 というととは大

部分の生徒(rCよ9 ては爆音れている。したがって、直観教材を利用 Lて学習jを錐泊込町・場合、ザン

コマがすで陀指摘しているよう陀 、 *質的~ものを分離する過程が長後交で強〈影響して〈る:Q_' らぞ

の過程K注意して指導するなら効呆をあげるととがで発るといわれ Eう。

ぞれと同時陀小学生できは、ある社会的変化K気がつきをがら、ぞれ:r凶いあらわナ適切左ロトパをも

子t:l，ヰぜヂデ子予????f??子手???子??2??千十島載した百姓一擦のf時例でもわ
かるようVζ、ぞの誤まったいい方を従えてゆぐ抱導が必要である。

小学伎では、変化と因果関係から君主探づけて一般化の指導をしたりとあるが、一般化するとは、児童

が学習した結果にもとづいて定義づけるととであるというととができょう。定義の完全左姿は、ある

コトバよりも、もう一段と抽象的在コトパをまず出し、ぞれに、そのコトパ特有の性質をつけ加えて

としらえるのが論理的友やり方である(3) r百姓ー撲とは、武士カ年主主を重〈かけたり、ききんや不

作で百姓の生活が図上大勢で武士K年貢をまけてぐれと要求をだし、聞いてもらえぬときは争ヲえ

ととです。 jといえるよう念るととでるる g しかし、ととでは、言らレてとれを解釈して「ぞれが多〈

在ったのは、だんだん世の中が不安に在つーてきた ζ とであり、武コの政治のし方が悪か合たのですj

という解釈陀まで到還させるととをねらうて実験的を指導を進め売のでめる。との過程Kつhては、

他11[小aVCJ託ける町人文化の指導例を参照されたい。 r町人がJ託金をもつよう K会り、生活にゆとり

ができて、文化がだんだん貴族、武土から身分の低いi町人vc.移ってきたjという意味がは鐸されたξ
-・・b ・・・・・・ .. .. .. .. . 6;・・・ e ・・ ・・ ・・・
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珪際、認識の構造的変化が左されたというととができょう。しかし、 ζと「到達させる主でに前広のよ

うを指導の過程が必要である。 ζの点Kついては、ピネーが出摘したよう陀、思考の発展K、列挙、叙

述、解釈の三段l衝がありp 漠然としたものから正確左ものへ、どれでもいい一般的宏平凡なものから、

ぞれで念〈てはいけ左い特殊左ものへの移行から左りたってhる{41 といわれるが、児童が直観教材か

ら認知したものをあげ、ぞれを教科書や資料をと長して叡庄できるように左る過程をと h して、はじめ

て正しい解釈がで理るようt'Cuる過程は、との研究をと J，'しでもみられたととるである。したがって、

多〈与えすぎ左い、という恨界に留意して、知識を正確l宅管得させるととが解釈には必要にさとってぐる

わけである。

o 中学校

中学校では、具象的左直観教材、.f:>.工び視覚象徴から学習を出発さぜて、記lZ!5文や資料を利用して意

味づけをしてぬぐ学習と、記述文から出発して、資料を革l防相してその窓味を理解してゆぐ学習の三つ

の型を掲載したのであるが、一応、具象的念直観教材から出発して意味は侵してゆ〈過程を中心陀、

ぞの三つの相違を明らか陀しながら要約しτゅぐととにする。

(1 )提示して第一次的左認識から分析をすすめてゆぐ場合

・由 直観教材の場合、一次的u認知f例えば、武士がみすぼらしいかっ ζ うをしてちょうもんをはっ

ている}は、よ、中、下の区別左〈 誰でもできる。次Kぞれを分祈をして、身分の低い武土が、内"・:

織 jをして、ちょうちんはりをして問屋に寅ヲてもらちているから町人I'CIIJ:頑があがら左加、という程

度の認識も、主受業I'Cj;~ける反応の状震からみて容易K理解できるとみてよい。直観教材はある程度の

線をで詮でも到還できるととるに長所がある。との分析による絵図の意味をは鐙してゆ〈段階は、後

で必べる変化の段階とともに、時代の流れに位置づけて意味をは握する上陀重要注ステクプと7iちて

いるので、との段階に絵医|から窓質的なものを分離する操作が必要となってぐるわけでるる。

。視覚象徴の場合
直観教材と具7i勺τ、 ζの場合は抽象的であり、数量主化、もしぐは図式化されているので、第一次的

左認識の段階で、上、中、下位の生徒によって認知の段|替がすでに異左る傾向がみられ7ししたが.::::;

て、ぞのよみ方をよぐ指導しでき名だけぞの差を 少左ぐする配患が，0.凄となちでぐる。向時K、分折

をナすめる際K、教師の発聞の仕方が、生徒の知覚。やぞの意味づけに大き7i影響をもちているととが

みられた。イどして、何をよみとらせるのか、観点を明確にして順次性をもった段階をふんで考察をす

すめるととは時間的にも皐〈意図するところにゆきつけるという ζ とも加われる。

次Uて、教材の性震に関する問題K7iるが 豊富注意味を含んだ教材価値の高い資料を利用するとと

ができるなら、福導の効果はよりあがるとと忙なる。ぞういう教材をすべての面にわたづて探すとと

は困難左ととである。しかし、ぞの反面、教科書に掲載されているものや教科書会社発行の倍導魯

あるいは資料集などを見てもぞの教材価値に気がつか7ilr>場合もある。日常の僧導で使用した教材の

反省や、教材研究にふいて掲載ぎれているものについて、ぞれが掲載ぎれた意味を考察してみるとと

が必要に左守てぐる。

記必文の場合

との研究では幕政改革K関する指導は、記述文Kよって一次的7i認識をぎぜ、資料、説明をと会して

その窓味を理解してゆ〈という手順をふんだ。そのとろの社会の動量をまず整理して、幕府がどんな

政策をとら'たか、ぞの政策は.どん左時代の動き陀対して7iされたものであるか、関係づけてみると
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い う作業の形で記注文を利用した。とのよう左作業の形にすると短かい文でも相当時聞がかかるし、

机間巡視をしてみると中以下の生徒の中には、とうい5敬策と とういう政策という ように抽き出すと

とがうま〈できず不完全な作業をしている生徒がいるのとぐ陀時代の動きと関係づけるのに時間を要

している。中学校の教科書には歴史的用語が多〈入っているし、史実の関係僑造も復維に左つでぐる

ので、作業の指示を具体的に(7zにをどういう工うK書〈か 】し7z凶と時間ばかりかかってぎほど効

果がるがら左いのでは左いか、という ととが 前掲のよう7z作業用紙を配っても、日分も時閣がかか

っているととから階摘できる点である。 との段際vcJ;.-いて生徒が接するものは、一般化ぎれたもので

あるが、生徒自身の一般化はま だ形成ぎれてい7Zv.。コトバの意味や、命題と命題の論理的左結合の

意味を王理解する過程をたどさヲて、はじめて生徒の一般化が成立するわけである3

(2)他の史実との関係を意味づける場合

るる史実とある史実との聞に因果の関係があるという判断の成立を妨げτ¥i.え日もむ乏じて次のことb
hの場合がみられる。

。手事き干すヲ ?マ?李珍苧ヤ主治会亨v、ため、
。既習の知識を利用して論理的思考ができ乏いため
前者については、例えば掲較した街導例陀あるごとぐ、俸後という意味がむから乏いため、ぞの関

係がは虚でき乏いよう君主場合である。後者については、ぎらにいろいろな場合がある。

。間接的主主論理関係!tL7Zって凶るため、媒介と7zる既習知識を想起して関係をは援することがで
.・・・・・・・ ・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・.. . .. . . . . . . . . . . . . 
き7zい。

-・-例えば、武士の窮乏の原凶として、 幕府のとった貨幣改鋳をあげた生徒とあげ得在い生徒効a;，
仏あげ得をい生徒出既習知識衛費幣eg鋳に伴う物価勝賞を媒介にして考え られな¥dJらである。

支え、百姓ー撲の原因となる農村の|轡層分化についても、前lζ学習した、少数の大地主と多数

の貧践にわかれてきた4 という知識を媒介として理解す透る喝の.できないものがいるわけであ

る。

0 関係ありと判断しても、ぞの根拠を問うとわから乏いも@がいる。

例えば、中a0事後面接で、享保の改革の政策で、新回開発をしたのは財政窮乏のために行左

った、という判断をした生徒に 左ぜ、ぞういうととが、財政窮乏に関係するのかと問うと答え

られZとい生徒がいるし、既習の知識を利用して、財政収入の主主本が年貢であるから、ぞ うナれば

収入が増加すると答えられる生徒もいる。年貢を減免した論説は必要でるるが、前者Dような傾

向は面接でよ〈 みられたととである。ぞういう既宮の知識を利用してi論理的陀思考することが左

か乏か容易で乏い。

。時代の発展の根底となっているよ う左史実との闘係は、抽象的左論理的思考が必要であるが、
ぞれができ左い場合が最も多い。

例えば、武士の窮乏の理由と しての商品経済の発遂に伴う当時の社会一般の経B写生活の変化、

主た、農村の変化、百姓一撲の諸原因も、ぞういう磁品経済の発逮K伴って生じてきたものがあ

るととK気づかぜるというととは、中学生κとヲては高度な要求である。しかし歴史認識の構造
的変化は、とのととろに気づいた場合に大量左転換をする し、との時代!rL交すする歴史f.J見方を形

成するというととができょう。

ぞういう意味(1(長いて 百姓ー模、武士の窮乏の実験的左指導例を掲載したのであるが、とζ
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でとった指導の方法は次の二点である。

教科書の記述文[そは、 一般化した抽象的主主命題と具体的命題とのニつが記述されているので、

一般化した命題の意味を生徒に理解させる指導をとbして気づかぜる・

ある o OlJえば武士の生活がはでve:友る、という教科書の記述は適切な表現かどうかは問題として

も、経済的発達を気づかせるーフのかぎ陀在っている。

というのも一つの方法で

百姓ー擦の場合は、掲載した提示の順序、 7の段階でそれを指導したのであるが、前陀ー撲の

諸原因を考察して_t:.-¥Aて、さ らにその諸原因がど とから発生したのか、とい うステップをふんで

伝導をすすめた。

因果関係K気づかせる指導として行なわれたものを3審理する と次の工うに在る。

ある史実との関係、または、ある史実とるる史実との聞を媒介さぜ

または金ぐ新らし〈、とういう原因があるのだ、というと

とを知らせる目的でまだ学習されて在い新らしい史実を提示する場合

生活経験によって形成されている判断C例えば、金K困れば誰だヨて内織をする }で直接推理

をする場合

コトパの窯!朱をは慢させるため十亡、

て
-
ぜ
.

。

さ
・
合

起
・
場

想
・
る

を
・
す

識
・
纏

知
・
は

の
・
'
乞

習
-
A
m

既
・
関て

とれが効率的に行以上のうち、 論理的思考力を形成してゆぐκ江、第一昏自の場合が重要であるが、

左われゐか、 Eうづ6保既習内容をよぐ理解しているとととそれを再生できるととが必婆であるから生徒

ve:とヲては非常Vζ困難7i学習と1.lるが、知識含再構成してゆぐうえV亡きわめて重要左fla'導であるとい

重E化という観点で意味づける場合

ζの場合陀は、生徒の意味づけの仕方にこと長りのタイプがみられた。その一つは、非常に抽象的

在意味づけをする、 「例えば、封建制度が〈ずれた}というタ イプと、 イメージ陀たよづて意味づけ

する「例えば、武士がだんだん貧し〈左フた、 }タイプである。 ζの段階では、どういうように変化

の.意味をは爆させようとするの向旨導の意図を明瞭にもづて、比較の材料と在る史実を提示するか、想

缶させbζ とが必要と左つでぐる。例えば、天保の改革が2年で失敗と.網吉のとき生類あわれみの

令という悪法治制2l(}I島セ織ぐ'おT:l{記。:比較2から幕府の権力の衰え、また、農村の変化と ，封趨制緩

立期ゐ農村統制策との比較から農村統制がゆるんでぐる、左どのように比較させる以前の状態に関す

る史実が適切である左ら、指導の意関する方向陀、生徒は意味づけるととが容易になり 、解釈が深

まって〈るわけである。

(4) 歴史の流れに位置づけて意味づける場合

との段階は、武士の窮乏の絵図を、商品経済の発達によ'うて身分1M度が〈ずれはじめる、とか、幕
政改革の能移K関する記x15を、時代の流れにさからった改革をしたので失敗した、ある hはー授の件

うζとができょう。

(3) 

数のグラマを封建制度の基本的関保でるる武土と段民の関保が乱れてきた、という具体的左史実と意

味が理解をと会して内面的に結びフ〈段階である。との意味は径が成立したとき、その歴史事費乞対

する認識の構造的変化が行左われた、あるいは再体制j化が行在われたというととができょう。

との場合は感覚や教科書の記x15文を読む、という認識段|借では到達でき左v>思考で、習得した気誠

によら乏ければ左らない。

したがら、ゼ生徒陀とっては、結果をコトパとして卦ぼえる左らともか〈 、理解する乙とをと b して
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意味をは慰するというととは容易でをい。との伝導~Þいては、 t旨導の;f:図として、その具体的史実

が、いか7i:る意味~長凶て時代の性格を示ナコトパ「乙の場合は、封建制度の動揺 } 陀凶保するのか

その意味的を関係を発見させる というとと陀ある。その場合花、 非常に主要友ステッフ・1'C:7i:っている

~~'. 一つは以前の状態か ら、どのよう左変化をしているか解釈する過程である というととが前

.I1lSの(討をみればわかうていた Yけるものと患う。もう一つは、その史実久どの工う定時代の動きK

よって生じたものであるか、その時代の動きの中心と在る史実との週果類保をは謹するととであろ う。

そして、 ζの意味は鹿が成立するさでの過程は、加減淀川て述ぺたよう陀、列挙、叙応、 解釈

という革窓的左過程を、小学校より精細になされるように適切な助言が必要である。

そのよう注意味~þいて仮説としても ヲヂヒ段階と観点をもって指導を進める という方法は効果があ

る一つの方法であると思う。との結果についてほ、調査、面接攻どで示語れている工う V亡、すべての

生徒が、意味は砲をしているわけで左凶その理由は、結局そとまで到達する過程KTいて必要知鍛

をじゅうぶん習得できず論理的に思考ができ君主いととろ陀原因があろうc.しかし、事前調査でみても

わかる工うに、その出発点が生徒個人個人によって相当大君主E差をもっている。したがって、到達さ

ぜる目標というものも、上、中、 下位の生徒に対応する目擦をもつべきをのであサて、単に過程.のみ

でをぐ 、能力差を方防長して、立体的左f旨導がをされ7i:ければ左らZとい。その点陀関しては、さらに、

成績~~上、中、 下の各生徒Zフ仏てその認識過程を、 より詳細に究明し、それに応ずる立体的危指導

の方逸を明らかにする、という ζ乞焼提案され吃C'll.l平フ@問題である。

o 高等学校

高般の研究は、前にもJ21Sぺた如〈必らずしも小、中学校と同僚の仮説を也って授業宏実縮 したわ

けで左い。しかし歴史誌職が深まゐというとと K関しては全〈問機のととがいわれ工ぅ。掲載した講

義の額要に也、その点に関する配慮がある禄度うかがうととができ る。授業を観察していて感ずると

とは、ほんとうに歴史K対する燥が脚ナる、とい うのは高校l'C:t いてでね乏かろうかと恩おそれ故

に ζそ高校~]'.~ける歴史の伝導が細かい史実のみを与える ζとでを〈その意味を考察させる指導K相

当霊点がかけられてよいように息われる。をた指導形態がほとんど誠義であるけれど也、それ陀はそ

れ陀即した僧導ょの〈ふうが必要であろう。授業の観察長よび授業担当者との話し合いをと長じて気

づいた点、をあげてみると、次の工うなととはいわれる。

最初f'L、その時代を考察する視点を与えるととは、課題意識を也たせる上K効果的在方法のーフ

である。

史実を列挙し解説するだけでは、融義が平板的~7i:るし生徒也機織的にメモするだけにZどる。そ

の史実κ刻する考察を講義の中~長りとんで、教師の歴史的左見方を生徒~感じとらせるととが必

要ーである。その場合には生徒也興味を邑ゥて鐙極的7i:構えを邑つように左る。

講義の場合、周いているときは非常陀よ〈わかヲたとして点、授業の終宅))1.と後で、 Zとにが定着し

ているか、と思うと不安な点がある。秘義の録音を再生するときに感じたのであるが、一回自に聞

いたときと 録音で2回目を間〈ときには、重要点のは優が異在る。したがって生徒が一回の話し

で重要点をは鐙できるというととは容易左ととでは左いと考えて.tV¥a 

そζで、板醤:の〈ふう、重要左説明事項のぐり返し、前後に間「主 3を長〈というよう7i:r-主意が必

要Eになる。

前掲のどとぐ、事前の生徒の知識とい勺て也不完全左也のが多い ζと。とぐ陀高校に多〈なって
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とる歴史用語は、生徒Kとヮて学習上の因勝点vc左会ているから相当注意して指導をすすめ左ければ

7.tら乏し令。その配慮をして也、左長下位の生徒には工ぐ理解でき7.t凶ととろがあ唱え。

講義を早めにきりあげて、・質疑の時間をとったので時間陀よっては活滋7.t発問也みられた。

史料を提示して、 教師が読み教師が解釈するので左〈、生徒が読み生徒が解釈するよう左指導形態

のぐふうが必要である。

前κ記したように、具体的左史実と抽象度の高IAコトバ、歴史事実とその意味が結びつぐ過程KJ:o.

いて生徒:or理解をとb して、 ほんとうに歴史陀対する眼が関ぐ、認j喰がS寝室る、というようにするに

・はどう講義すればよいのか、とれば、 ζの研究の出発点であったわけだが、高校の場合には具体的な

ととろまでほりさげて究明するをでにいたら左かづ〉た。今後の大き左研究課題であるb

Z 作成した指導計画と実施した授業のず・れについて

との研究では、 意図的左授業を実継する計画であつえので掲載は省略したけれど弘、f旨導過程、予想す

る反応、意図する認識C深まりについて.相当詳細左f旨導計画を、中学校では授業E当者と共同に製作し

た。小学校では共同に第三毒をに掲載したf~導計画程度にとどめ詳細な借導案は各自で作成した。

しかし、実織してみると 中学校では、中aと中 bでは相当違った授業となる し、同じ中aで也 1回目

.と2回目では、 空た異耳i:'づ7た授業となる。

との点、中間検討会で集まちた他県の研究所で也同線左報告が7.tされている。 ζれは、生きた生徒を相

手にナるのだから当然のととであるし、そうで左ければ左ら乏い、という倍摘也左されている しかし計

薗が〈ずされて‘生徒の学習κ調和した授業V亡なる場合もあるがならない場合もある。
(5) 

調和し左い場合という のは、どういう場合か、以下に述ぺることにする。

0 指導計画の提示の構造が後雑;z場合

との場合は、ま ず、上位都念二つ0_上を伝導内容とする場合である。つまりf旨導内容の大きな項目が

こっ以上にわたる場合であるが、とのど'，/きは、どちらかに時聞の大部分をとられて、一方がど〈わずか

左時間に指導されてし主久という傾向をどC学校の授業陀TIAて弘みられた。小学校では第三校時、

武士の生活の変化と政治のたて在会し、では小aは前者に 27分、後者K 1 0 ?子、まとめが 5分、小b

では前者VL:24分、後者陀13分、主とめが3分とづている。

中学校A皇自の第2柑降、農村の変化と享保の改革では、中aが前者[モ26 ~子、 後者11( 2 4分、まとめが

4分、中 bでは、 前者K 35分、後者VC1 5分でf旨導しきれ;z1A部分を第5校時に本ちとしている。中

aの時間配分は非常によかなたわけだが、その前(1(指導した別のクラスでは、やはり時聞をとりすぎて

-享保の改革を、 かけ足で指導せざるを手専念かづた。そとで指導のねらいを明確にして、むだ7.t指導をはぶ

ぶいたのであるが、その結果は前掲の農村変化でω階層分化、中aの指導と左ヴたわけである。

吃L上からい3て -t.安時K-t:..'1Aて二つの大き左内容項目を指導するという計画は、提示の棒造が複雑

に左るし、どちらかが、あっさりかたずけられる可能性を也つので、左るぺ〈避ける方が望室しい。し

かし現実の客観的条件では、多ぐの内容を一定の哨笥で消化しなければ左らないので、とのような事態

を避ける ζとは不可能であろう。とすれば、あらかじめ、どちらかに時間の重点をかけて、例えば、中

学校の前記の場合左ら、享保の改革は生徒K発問したり、作業をさせ、農村の変化については説明をす

る、という工う1.i:指導形態に笈化を也たぜる配慮が必要であるロ

。 第二答目ほ、史実の関係構i卸 Z後雑左場合
との場合としては、原因ー結果「原因}ー結果という史実の関係が考察される場合や一つの史実と多ぐ
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の史実と11;関返し合う場合、具体的な史実の因果関係を也とにした抽象的左関係など、いろいろある

が、その場合、考察の中心は乏にか、というととを明確には援 し'舟導するととが必要である。それ

があいまいKなると復雑な関係の理解が容易でな〈なる浜国特区提方の)1関序陀細心の注意をはらうとと

が必要である。指導計画は、教材研究をしてつぐられるのでどう lて也複雑!!(なる傾向があるのだ、

ぞれ以上K復雑隠した場合は、結局教師が注入的に説明して終る という傾向がででぐるわけである。

前掲の中 bの享保の改革の指導に長いて、その政策の内容を多ぐ tりあげて指導したのであるが、そ

の結果、面接陀長いて生徒が、どんな改革が行.~われたのか‘内与の想起がうま〈でき左h傾向がみ

られた。内容を制限してそれを考察させたり、作業的危形で学奮する方がより効率の高い学習カ汗7左

われる、というととは指導結果をとb していわれる点である。以二は当然のととであるが、さらに、

との点を検討してみると、 一般化された概念を成長させるために i~ <の例を提示する というととは決

して効率を低下させるととにはならない。むしろ K喜左ととであ戸しかし、下位慨念の一つ一つUて

ついて、それを他の史実と関係づけたり ある上位概念との関併を考察するという概念を拡充するよ

う乏場合に陶容がゑぐ Zとるど提示の構造が後維になり効率は低下するわけである。したがって、提示

の意図亡よって、場合によれば必要に左札場合によれば効率を低下させるととがb きるので、提示

の意図があいまい~とき挙謹i色調和t5を釘指導医ーをつ七)í(芯ゐのである。

作成した計i菌U亡しげられず、担当ぐずしてやうて邑よい、という打ち合わせの上で伝導vcのぞ会場

合、代案が大ざヲ!ぜの場合は、どうして也時聞の配分がうをぐのか~かヲたり 、考えさせると とろの

ヲヴ込みが浅かつ?たり 、それを一方的K説明してし支う傾向がでて〈る。

上記の場合の也う一つの場合は、指導の手j慌が|ーすかり考えられていないため、児童生徒の発言に

流窓:'tDとた士Tなド、也どうたりして指導過程が混乱して生徒也れすがわから在〈在る。という場合点
、、

めづた。

以上のよう左場合陀対して、児童生徒の学習に合♂た指導がtI7.i:つれる場合というのは、どのよう陀

指導計画が、ぐずされる場合であるか、という点では、 中aの実浅例からいうと、ととでは、一回目よ

り二回Bの伝導が、ず0/とうまぐなる。「一 回目は記録しなかヨえので具体的7.i:掲級はでき左いが〕そ

の主左理由は次の平凡乏るニ点である。

指導計画は完全を期そうとして、どうして弘信導内容が盛3沢山に左る怜向がある。指導の経適

時闘との関係で、ぞれを省略したり 、縮めたりして整理をする。

逆に生徒治めから左いととるや、指導しvc(V，ととうが明療に左上ぞれに時間をかけよ発Fd和

順序、板書、説明左どのぐふうが試みられる。

その変化の経過は、前K掲載した指導例、 l活l面会化陀b ける牛aと中b、享保の改革の中 bと中 CQ). . . ~ ~ . .. . . .. . .. ................ . 
畑違に近い変化がみられる。 ζの工うvcみてぐると 、事前の指導計画は、できるだけ綿密に作成 した方

が効果的であるが、内容をできるだけ縮少して、考察の中心と7.i:るととろに、できるだけ多〈の時闘を

配分するという単純なありふれたととが、社会科では蓑要在意味::c本ぜていることがいわれる。

しかし、このよう左ととが事前の借導計画で庖確になされる削ま われわれはまだ児童生徒の認識し

てゆ〈過程を科学的K究明し乏ければ左ら左い。 一方では、指導内容の研究を進め、一方では児章生徒

の認識過程を銘力，態度K応じて顎型的V亡は燥し、そのこつが合わさって指導技術に転化されたとき、

学習指導が構造化された、ということができょう。
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あ とがき

との研究を進める!tLあたって新大教育学部 加藤謙教授から箔導助言をいた Y童、前所員、現

燕市小池中学校長 羽鳥敬一氏から也多〈の資料と助言をいたYいた。をた、研究授業を但当して

〈ださった下記の諸先生、ならびに授業を実l庖した下記の学校の校長先生はじめ教職員各位に対し

合わせて厚〈感謝の意を表する次第である。

新潟市立内野小学校 日消忠吉教愉

新潟市立自新中学校 中村義隆教諭

新潟県立中央高等学校 滝沢武利教諭

新潟市立烏尾野中学校

新潟市立入舟小学校 新井田玄道教諭

中精E対日亀田町立亀田中学校 田辺豊平教諭

新潟県立中央高等学校ー 惣山益雄教諭

新潟市立沼垂小学校

ζの研究の白百推進にあたった者は、小林正直・大久保正司で、研究の実脇、執筆は大久保正司が

担当した。
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